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　本
稿
は
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
額
田
寺
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
額
田
部
　
　
　
　
経
済
基
盤
と
な
っ
た
の
が
、
額
田
寺
の
存
在
と
そ
の
寺
領
で
あ
っ
た
。
畿
外
の
郡
領
氏
族
と
は
異
な

氏
に

つ
いて
、
畿
内
の
中
小
豪
族
の
歴
史
と
そ
の
存
在
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
考
　
　
　
　
っ
て
、
在
地
豪
族
と
し
て
の
力
が
弱
い
畿
内
の
郡
司
氏
族
に
と
っ
て
は
、
寺
院
は
精
神
面
だ
け
で
は

察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
額
田
部
氏
は
こ
の
図
に
描
か
れ
て
い
る
額
田
部
丘
陵
を
五
世
紀
以
来
の
　
　
　
　
な
く
、
経
営
の
一
大
拠
点
と
な
り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
額
田
部
氏
の
勢
力
の
存
続
を
支
え
た
も
の

本
拠
と
し
、
六
世
紀
頃
に
飼
馬
を
以
て
ヤ
マ
ト
王
権
に
仕
え
、
ま
た
額
田
部
皇
女
の
宮
の
運
営
・
資
　
　
　
　
と
思
わ
れ
る
。

養
を
担
当
す
る
額
田
部
の
管
理
者
と
し
て
登
場
す
る
。
額
田
部
皇
女
が
推
古
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
　
　
　
　
　
以
上
の
よ
う
な
額
田
部
氏
の
あ
り
方
の
一
般
化
を
求
め
て
、
畿
内
の
郡
司
氏
族
全
般
に
つ
い
て
も

と
と
も
に
、
額
田
部
氏
も
惰
使
の
郊
労
な
ど
中
央
の
職
務
分
担
に
与
り
、
飼
馬
の
技
術
を
生
か
し
た
　
　
　
　
検
討
し
、
畿
内
郡
司
氏
族
は
畿
内
の
中
小
豪
族
と
し
て
名
代
の
管
理
者
や
職
業
部
民
の
管
理
者
な
ど

役
割
を
果
た
し
た
り
す
る
が
、
基
本
的
に
は
ヤ
マ
ト
王
権
を
構
成
す
る
中
小
豪
族
と
し
て
定
着
し
て
　
　
　
　
と
し
て
ヤ
マ
ト
王
権
の
実
務
を
支
え
、
律
令
制
下
に
お
い
て
も
中
下
級
官
人
と
し
て
国
家
の
日
常
業

いる
。
律
令
制
下
に
お
い
て
も
、
中
央
の
中
下
級
官
人
や
王
臣
家
に
仕
え
る
な
ど
、
中
央
で
の
地
位
　
　
　
　
務
を
担
う
存
在
で
あ
り
、
同
時
に
郡
司
と
し
て
在
地
で
の
勢
威
も
保
持
し
て
お
り
、
中
下
級
官
人
と

は変
化
し
て
い
な
い
。
と
同
時
に
、
額
田
部
氏
は
本
拠
地
に
も
勢
力
を
残
し
、
大
和
国
平
群
郡
の
譜
　
　
　
　
在
地
豪
族
の
二
面
性
を
備
え
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
二
つ
の
側
面
は
畿
内
の
郡

第
郡
領
氏
族
と
し
て
の
活
動
も
有
す
る
。
即
ち
、
中
央
下
級
官
人
と
在
地
で
の
郡
領
の
地
位
維
持
と
　
　
　
　
司
氏
族
に
と
っ
て
と
も
に
重
視
す
べ
き
要
素
で
あ
り
、
両
立
を
以
て
こ
そ
畿
内
中
小
豪
族
た
る
彼
ら

いう
二
面
性
を
保
持
し
て
い
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
在
地
豪
族
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
　
　
　
　
の
存
立
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

1
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は
じ
め
に

　
奈
良
県
大
和
郡
山
市
の
額
安
寺
に
伝
え
ら
れ
た
古
図
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」

（現
在
は

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
に
「
船
墓
〈
額
田
部
宿
禰
先
祖
〉
」
と
し
て
登

場
す
る
額
田
部
連
（
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
十
二
月
己
卯
条
で
宿
禰
）
氏
は
、
大

和
国
平
群
郡
額
田
郷
を
本
拠
と
す
る
畿
内
の
中
小
豪
族
で
あ
り
、
「
額
田
部
」
の
姓
が

示
す
よ
う
に
、
部
民
制
以
来
ヤ
マ
ト
王
権
と
関
係
を
有
し
、
さ
ら
に
律
令
制
下
に
も

官
人
と
し
て
活
躍
を
続
け
る
。
従
来
、
豪
族
の
歴
史
と
い
え
ば
、
葛
城
・
大
伴
・
物

部
・
蘇
我
と
い
っ
た
畿
内
の
大
豪
族
、
秦
氏
、
東
・
西
漢
氏
の
よ
う
な
渡
来
系
氏
族
、

あ
る
い
は
地
方
豪
族
が
注
目
さ
れ
、
各
々
の
豪
族
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
律
令
制

下
で
も
官
人
と
し
て
枢
要
を
占
め
る
豪
族
の
動
向
が
や
は
り
中
心
的
な
検
討
材
料
と

　
ハ
ユ
　
な
る
。
し
か
し
、
ヤ
マ
ト
王
権
以
来
、
日
々
の
政
務
の
実
務
運
営
を
支
え
た
の
は
、

そ
う
し
た
大
豪
族
の
下
に
あ
っ
て
、
日
常
的
に
細
々
と
生
き
る
中
小
豪
族
、
中
下
級

官
人
で

あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
う
し
た
中
小
豪
族
の
動
向
を
考
察
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
日
常
的
な
歴
史
の
分
析
や
地
域
と
し
て
の
畿
内
の
特
性
の
検
討
に
資
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
従
来
の
研
究
が
大
豪
族
に
傾
く
の
は
、
や
は
り
中
小
豪
族
に

関
し
て
は
、
史
料
の
欠
如
と
い
う
、
文
献
史
学
の
分
析
に
と
っ
て
大
き
な
制
約
が
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
中
で
、
額
田
部
氏
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
ヤ
マ
ト

王
権
以
来
の
奉
仕
と
律
令
制
下
で
の
律
令
官
人
あ
る
い
は
平
群
郡
の
郡
司
と
し
て
活

躍
す
る
史
料
が
あ
り
、
近
年
出
土
し
た
長
屋
王
家
木
簡
の
中
に
も
長
屋
王
家
と
の
関

係
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
見
え
る
と
い
う
よ
う
に
、
様
々
な
側
面
か
ら
検
討
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
好
条
件
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
分
析
か

ら
、
立
体
的
に
こ
の
氏
の
あ
り
方
、
古
墳
築
造
、
氏
寺
造
営
、
所
領
の
形
成
、
交
通

路
の

把
握
、
本
拠
地
付
近
の
景
観
等
、
を
描
く
こ
と
も
で
き
る
と
期
待
さ
れ
る
。
氏

寺
た

る
額
田
寺
の
檀
越
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
様
相
も
、
こ
の
氏
の
豪
族
的
あ
り
方

を
考
察
す
る
上
で
は
重
要
な
材
料
と
な
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
額
田
部
氏
の
検
討
を
通
じ
て
、
ヤ
マ
ト
王
権
以
来
朝

廷
を
支
え
た
畿
内
中
小
豪
族
の
動
向
を
探
り
、
ま
た
畿
内
郡
司
氏
族
の
様
相
を
考
え

る
事
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

0
額
田
部
氏
と
そ
の
系
譜

額
田
部
氏
の
由
来
、
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
関
係
や
額
田
部
の
本
義
に
つ
い
て
は
、
額
田

お
よ
び
額
田
部
の
つ
く
豪
族
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
点
と
密
接
に
関
わ

る
問
題
で
あ
る
。
額
田
部
の
本
義
や
額
田
部
氏
の
職
掌
に
関
し
て
は
次
章
で
述
べ
る

こ
と
に
し
、
ま
ず
額
田
お
よ
び
額
田
部
の
つ
く
豪
族
と
そ
の
系
譜
が
判
明
す
る
も
の

を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
紀
は
『
日
本
書
紀
』
、
記
は
『
古
事
記
』
、
姓

は

『新
撰
姓
氏
録
』
）
。

　
天
津
彦
根
命
系
…
額
田
部
連
（
紀
）
、
額
田
部
湯
坐
連
（
記
、
姓
〔
左
京
神
別
下
・

　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
国
神
別
〕
）
、
額
田
部
（
姓
〔
左
京
神
別
下
〕
）
、
額
田
部
河

　
　
　
　
　
　
　
　
田
連
（
姓
〔
大
和
国
神
別
〕
）

　
神
魂
命
系
　
明
日
名
門
命
系
…
額
田
部
宿
禰
（
姓
〔
右
京
神
別
上
〕
）
、
額
田
部
砥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉

（姓

〔右
京
神
別
上
〕
）
、
額
田
部
（
姓
〔
摂
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
神
別
〕
）

　
　
　
　
　
　
角
凝
魂
命
系
　
…
額
田
部
宿
禰
（
姓
〔
摂
津
国
神
別
〕
）

　
平
群
系
　
　
　
　
…
額
田
首
（
姓
〔
河
内
国
皇
別
〕
、
紀
氏
家
牒
）

　
伊
香
我
色
雄
命
系
…
額
田
臣
（
姓
〔
山
城
国
神
別
〕
）

　
諸
蕃
系
　
　
　
　
…
額
田
村
主
（
姓
〔
大
和
国
神
別
、
逸
文
〈
東
漢
氏
〉
〕
）

　
以
上
の
中
で
、
角
凝
魂
命
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
神
別
・
税
部
条
に
「
神
魂

命
子
角
凝
魂
命
之
後
也
」
と
あ
り
、
明
日
名
門
命
系
の
右
京
神
別
上
・
額
田
部
宿
禰

条
に
は
「
明
日
名
門
命
三
世
孫
天
村
雲
命
之
後
也
」
と
あ
っ
て
、
明
日
名
門
命
は
他

に

見
え
な
い
が
、
天
村
雲
命
を
『
豊
受
太
神
宮
禰
宜
補
任
次
第
』
の
天
牟
羅
雲
命
と
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同
じ
と
す
れ
ぱ
、
こ
れ
も
神
魂
命
の
子
孫
で
あ
る
の
で
、
両
者
は
同
系
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
額
田
部
宿
禰
が
両
系
に
分
か
れ
る
の
も
不
思
議
で
あ
る
の
で
、
以
上
の
角

凝
魂
命
と
天
村
雲
命
の
系
譜
か
ら
、
両
者
は
一
系
統
の
も
の
と
考
え
、
こ
れ
ら
を
神

魂
命
系
と
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
次
に
天
津
彦
根
命
系
の
額
田
部
連
に
つ
い
て
は
、

『古
事
記
』
の
系
譜
と
の
比
較
、
お
よ
び
宿
禰
賜
姓
に
与
っ
た
額
田
部
連
の
子
孫
額
田

部
宿
禰
が
『
新
撰
姓
氏
録
』
で
は
天
津
彦
根
命
系
に
全
く
見
え
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

「湯
坐
」
を
省
略
な
い
し
は
落
と
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
編
纂
時
の
誤
り
で
、
『
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
記
』
の
系
譜
に
合
致
さ
せ
た
方
が
よ
い
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
に
従

え
ば
、
天
津
彦
根
命
系
の
額
田
部
連
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
方
が
『
新
撰
姓
氏

録
』
と
も
合
致
し
、
額
田
部
連
（
宿
禰
）
は
神
魂
命
系
に
ま
と
め
る
の
が
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。
但
し
、
額
田
部
連
と
額
田
部
湯
坐
連
・
額
田
部
河
田
連
と
い
っ
た
複
姓

氏
族
と
の
関
係
如
何
を
考
え
る
場
合
に
は
、
や
は
り
同
じ
天
津
彦
根
命
系
に
額
田
部

連
が

あ
る
こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
記
紀
に
額
田
部
連
の
始
祖
伝
承

が

全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
も
不
審
な
事
柄
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
始
祖
伝

承
が

存
し
た
時
代
の
反
映
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
に

つ
い
て

の
系
譜
の
考
察
は
今
は
保
留
し
て
お
き
た
い
。

　
さ
て
、
・
上
掲
の
整
理
を
通
覧
す
る
と
、
額
田
部
＋
カ
バ
ネ
と
額
田
＋
カ
バ
ネ
の
も

の

と
は
、
各
々
系
譜
を
異
に
す
る
こ
と
に
気
付
く
。
後
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
額
田

村
主

な
ど
は
額
田
と
い
う
土
地
と
関
係
し
た
命
名
で
あ
っ
て
、
前
者
の
額
田
部
と
の

密
接
な
関
係
と
は
由
来
が
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
額
田
の
地
名
も
元
来
は
額

田

部
と
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
や
は
り
ヌ
カ
タ
と
い
う
地
名
に
密
着
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た

呼
称

と
い
え
よ
う
。
と
す
る
と
、
額
田
部
＋
カ
バ
ネ
の
一
群
と
額
田
＋
カ
バ
ネ
の

一
群
に
つ
い
て
は
、
額
田
部
氏
に
関
す
る
考
察
に
お
い
て
、
自
ず
と
区
別
す
る
必
要

が

あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
律
令
制
下
の
史
料
で
あ
る
が
、
近

年
出
土
し
た
二
条
大
路
木
簡
に
は
、

三
門
理
．
礪
酷
鱗
田
右
六
人
常
食
給
申

　
・
　
　
　
　
　
八
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
（
二
六
八
）
・
三
一
・
三
　
〇
一
九

な
ど
と
あ
り
（
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
四
ー
＝
二
頁
。
以
下
、
城
二

四
－
一
三
の
よ
う
に
略
す
）
、
額
田
部
と
額
田
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
額
田
・
額
田
部
を
冠
す
る
豪
族
で
、
畿
内
に
居
住
し
て
い
た
も

の

は
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

1
額
田
部
＋
カ
バ
ネ

　
　
神
魂
命
系
　
　
…
額
田
部
宿
禰
（
平
安
京
、
摂
津
）
、
額
田
部
随
玉
（
平
安
京
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
田
部
（
摂
津
）

　
　
天
津
彦
根
命
系
…
額
田
部
連
、
額
田
部
湯
坐
連
（
平
安
京
、
河
内
）
、
額
田
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
安
京
）
、
額
田
部
河
田
連
（
大
和
）

　

n
額
田
＋
カ
バ
ネ

　
　
平
群
系
　
　
　
　
…
額
田
首
（
河
内
）

　
　
伊
香
我
色
雄
命
系
…
額
田
臣
（
山
城
）

　
　
諸
蕃
系
　
　
　
　
…
額
田
村
主
（
大
和
）

　
平
安
京
居
住
の
額
田
部
関
係
の
氏
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
に
な
っ
て
本
貫
を
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
可
能
性
が
あ
り
、
元
来
山
城
国
に
居
住
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
の

で
、
そ
の
本
貫
地
の
考
究
も
必
要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
で
は
個
々
の
系
の
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
系
譜
や
氏
人
、
居
住
地

等
の
検
討
を
行
い
、
額
田
部
氏
の
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
た
い
。
ま
ず
史
料
の
少
な

い

H
系
統
の
も
の
か
ら
考
察
を
始
め
、
本
題
た
る
1
系
統
の
額
田
部
氏
の
究
明
へ
と

い
う
順
序
を
と
る
。

1
　
額
田
＋
カ
バ
ネ

　
H
系
統
に
属
す
る
の
は
、
額
田
首
、

の
三
氏
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

額
田

臣
、
額
田
村
主
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
こ

（
1
）
平
群
系
額
田
首

平
群
系
額
田
首
の
系
譜
を
示
す
史
料
と
し
て
は
、

次
の
も
の
が
あ
る
。
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a
『
新
撰
姓
氏
録
』
河
内
国
皇
別
・
額
田
首
条

　
　
早
良
臣
同
祖
、
平
群
木
兎
宿
禰
之
後
也
。
不
レ
尋
交
氏
、
負
二
母
氏
額
田
首
「

　
　
　
　
　
　
　
　

　
b
『
紀
氏
家
牒
』

　
　
平
群
真
鳥
大
臣
弟
、
額
田
早
良
宿
禰
家
二
平
群
県
額
田
里
「
不
レ
尋
二
父
氏
、
負
．
・

　
　
（
母
氏
ヵ
）
姓
額
田
首
コ

　
a
は
b
を
簡
略
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
来
平
群
氏
の
血
筋
の
者
が
、
母
氏

姓
に

よ
り
額
田
首
を
名
乗
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
b
の
額
田
早
良
宿
禰
の
家
が

あ
っ
た
「
平
群
県
額
田
里
」
は
大
和
国
平
群
郡
額
田
郷
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『紀
氏
家
牒
』
に
は
「
額
田
早
良
宿
禰
男
、
額
田
駒
宿
禰
、
平
群
県
在
二
馬
牧
「
択
二
駿

駒
養
レ
之
、
献
二
天
皇
市
勅
賜
二
姓
馬
工
連
「
令
レ
掌
レ
飼
。
故
号
其
養
駒
之
処
’
日
生

駒
一
〈
又
云
、
額
田
駒
宿
禰
男
、
［
］
馬
工
御
織
連
。
〉
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
b
の
額

田
首
の
祖
額
田
早
良
宿
禰
の
子
額
田
駒
宿
禰
は
平
群
県
に
存
し
た
馬
牧
を
管
理
し
、

ヤ
マ
ト
王
権
に
馬
を
貢
上
し
て
馬
工
連
賜
姓
に
与
っ
た
と
の
話
が
見
え
、
生
駒
の
地

名
の
由
来
が
示
さ
れ
て
い
る
。
生
駒
は
平
群
郡
の
郷
名
と
し
て
は
見
え
な
い
が
、
生

駒
山
は
神
武
東
征
説
話
に
も
登
場
す
る
（
『
書
紀
』
神
武
即
位
前
紀
戊
午
年
四
月
甲
辰

条
）
。
神
武
の
一
行
は
龍
田
越
え
で
河
内
か
ら
大
和
に
入
ろ
う
と
し
た
が
、
道
路
狭
瞼

の

た
め
断
念
し
、
謄
駒
山
越
え
で
大
和
に
入
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
孔
舎
衛
坂
（
現

東
大
阪
市
日
下
町
の
山
麓
地
帯
か
ら
草
香
山
の
北
部
を
越
え
る
坂
路
に
比
定
）
で
長

髄
彦
に
遮
ら
れ
て
進
入
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
孔
舎
衛
坂
の
戦
の
際
、

大
樹
に
隠
れ
て
難
を
免
れ
た
人
が
い
た
の
で
、
こ
の
地
を
母
木
邑
と
称
し
た
と
あ
り
、

『書
紀
』
継
体
二
十
四
年
九
月
条
に
は
河
内
母
樹
馬
飼
首
御
狩
が
見
え
る
の
で
、
生
駒

山
西
麓
の
一
帯
に
は
馬
牧
に
適
し
た
土
地
が
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
a
の
額
田
首

は

河
内
国
を
本
貫
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
河
内
国
河
内
郡
額
田
郷
が
本
拠
地
と
推
定

さ
れ
る
。
母
木
邑
は
東
大
阪
市
豊
浦
町
（
河
内
郡
豊
浦
郷
の
地
）
、
額
田
郷
は
同
市
額

田
町
に
比
定
さ
れ
、
額
田
首
が
本
拠
と
す
る
生
駒
山
西
麓
の
河
内
郡
に
は
馬
牧
の
存

在
と
飼
馬
に
従
事
す
る
人
々
が
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
話
を
平
群
系
額
田
首
に
戻
す
と
、
こ
の
氏
は
母
系
は
河
内
郡
額
田
郷
を
本

拠
と
す
る
額
田
首
、
父
系
で
は
平
群
氏
に
つ
な
が
る
。
『
書
紀
』
武
烈
即
位
前
紀
に
は

「由
レ
是
太
子
欲
レ
往
期
処
「
遣
二
近
侍
舎
人
へ
就
二
平
群
大
臣
宅
、
奉
太
子
命
求

索
官
馬
コ
大
臣
戯
言
陽
進
日
、
官
馬
為
レ
誰
飼
養
、
随
レ
命
而
己
。
久
之
不
レ
進
。
」
と
、

平
群
氏
に
関
し
て
も
「
官
馬
」
飼
養
に
与
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
事
が
存
す

る
。
先
掲
の
『
紀
氏
家
牒
』
に
も
平
群
県
の
馬
牧
の
存
在
が
記
さ
れ
て
お
り
、
生
駒

山
東
麓
に
も
馬
牧
に
適
し
た
土
地
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
生
駒
山
東
麓
の

馬
牧
を
管
理
し
て
い
た
平
群
氏
の
一
族
の
者
が
、
大
和
と
河
内
を
結
ぶ
街
道
た
る
生

駒
山
を
挟
ん
で
、
西
麓
の
馬
牧
付
近
に
居
住
す
る
氏
族
と
通
婚
す
る
こ
と
は
充
分
に

想
定
可
能
で
あ
り
、
a
・
b
の
系
譜
に
も
こ
の
よ
う
な
生
駒
山
の
東
・
西
の
交
流
が

反
映
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
い
。

ち
な
み
に
、
『
書
紀
』
朱
鳥
元
年
九
月
丙
寅
条
の
天
武
天
皇
の
蹟
宮
儀
礼
の
中
で
は
、

「倭
・
河
内
馬
飼
部
造
」
が
諌
を
行
っ
た
と
あ
り
、
馬
牧
管
理
に
従
事
す
る
者
が
、
天

皇
に

直
属
す
る
一
部
署
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
職
員
令
左
馬

寮
条
集
解
古
記
所
引
官
員
令
別
記
に
は
、
左
馬
寮
飼
造
二
三
六
戸
・
馬
甘
三
〇
二
戸
、

右
馬
寮
馬
甘
造
戸
二
四
〇
戸
・
馬
甘
二
六
〇
戸
が
見
え
、
延
喜
左
右
馬
寮
式
の
飼
戸

は
、　

左
馬
寮
…
山
城
国
六
姻
・
大
和
国
四
〇
姻
・
河
内
国
］
〇
八
姻
・
美
濃
国
三
姻
・

　
　
　
　
　
尾
張
国
九
姻

　
右
馬
寮
…
右
京
職
三
姻
・
山
城
国
五
姻
・
大
和
国
四
九
畑
・
河
内
国
五
一
姻
・
摂

　
　
　
　
　
津
国
一
六
姻
・
美
濃
国
三
姻

と
あ
る
。
こ
の
中
で
は
大
和
お
よ
び
摂
津
を
含
め
た
旧
河
内
地
域
が
卓
絶
し
て
お
り
、

別
記

に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
大
和
・
河
内
の
馬
飼
の
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ぽ
　

統
が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
倭
馬
飼
部
造
に
関
し
て
は
、
特
に
地
名
を
冠
し
た
例
は
な
い
。
そ
の
活
躍
に
は
新

羅
使
の
引
導
’
馬
丁
（
『
書
紀
』
允
恭
四
十
二
年
十
一
月
条
）
、
遣
多
禰
島
使
の
大
使

（天
武
八
年
十
一
月
己
亥
条
）
、
上
宮
王
家
討
滅
軍
の
将
軍
（
皇
極
二
年
十
一
月
丙
子

朔
条
）
な
ど
の
事
例
が
あ
り
、
外
交
・
軍
事
面
で
の
活
動
が
知
ら
れ
る
。
一
方
、
河
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内
馬
飼
部
造
は
、
次
の
よ
う
な
地
名
を
冠
す
る
例
が
あ
る
。
河
内
（
川
内
）
馬
飼
部

造
、
河
内
母
樹
馬
飼
首
、
沙
羅
々
馬
飼
造
（
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
四
一
話
に
「
更
荒

郡
馬
甘

里
」
）
、
菟
野
馬
飼
造
（
『
書
紀
』
欽
明
二
十
三
年
七
月
条
「
更
荒
郡
麟
鵡
野

邑
」
）
。
河
内
は
河
内
郡
河
内
郷
を
指
す
と
も
理
解
さ
れ
る
が
、
母
樹
は
先
述
の
よ
う

に
河
内
郡
内
に
比
定
さ
れ
、
沙
羅
々
・
菟
野
は
い
ず
れ
も
讃
良
郡
で
あ
り
、
以
上
は

生
駒
山
西
麓
の
地
（
現
東
大
阪
市
・
寝
屋
川
市
）
に
属
す
る
。
ま
た
『
書
紀
』
継
体

二
十
四
年
九
月
条
の
「
河
内
母
樹
馬
飼
首
御
狩
」
は
同
二
十
三
年
四
月
条
に
は
「
河

内
馬
飼
首
御
狩
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
河
内
馬
飼
部
造
は
生
駒
山
西
麓
の
馬
牧
を
管

理
す
る
氏
族
の
総
称
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
活
躍
事
例
と
し
て
は
、

淡
路
島
で
の
狩
猟
従
駕
（
履
中
五
年
九
月
壬
寅
条
）
の
他
、
任
那
に
渡
っ
た
近
江
毛

野
の
僚
人

（継
体
二
十
三
年
四
月
・
九
月
条
）
、
穴
門
館
修
治
の
工
匠
（
欽
明
二
十
二

年
是
歳
条
。
こ
の
修
治
者
は
「
遣
レ
間
二
西
方
無
’
礼
使
者
之
所
レ
停
宿
処
也
」
と
新
羅

使
を
脅
迫
し
た
）
な
ど
が
あ
り
、
馬
の
飼
養
・
従
駕
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
外
交
．

軍
事
面
で
の
活
動
や
工
匠
と
し
て
の
才
な
ど
、
多
様
な
形
態
を
と
る
。
ま
た
畿
外
の

有
力
者
た
る
即
位
以
前
の
継
体
と
旧
知
で
あ
っ
た
河
内
馬
飼
首
荒
籠
の
存
在
が
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

れ

（継
体
元
年
正
月
丙
寅
条
）
、
幅
広
い
通
交
圏
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。

　
以

上
、
河
内
馬
飼
部
造
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
地
名
を
冠
す
る
馬
飼
が
い
る

が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
生
駒
山
西
麓
の
地
で
あ
り
、
こ
う
し
た
い
く
つ
か
の
馬
飼

の

総
称
が

河
内
馬
飼
部
造
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
た
。
倭
馬
飼
部
造
に
関
し
て
は
、

そ
う
し
た
地
名
を
冠
す
る
例
が
な
い
の
で
、
そ
の
本
拠
地
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
和

の
馬
牧
の
伝
承
は
平
群
郡
の
地
に
多
く
、
あ
る
い
は
生
駒
山
東
麓
の
馬
牧
を
管
理
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
者
こ
そ
、
倭
馬
飼
部
造
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
と
す
る
と
、
額
田
首

は
、
倭
・
河
内
馬
飼
部
造
と
密
接
な
関
係
を
有
し
た
地
に
居
住
し
て
お
り
、
平
群
氏

の

官
馬
飼
養
伝
承
や
平
群
系
の
馬
工
連
の
存
在
と
合
せ
て
、
地
縁
・
血
縁
の
双
方
で

馬
の
飼
養
と
も
関
係
が
深
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
た
い
。
額
。
。
山
首
の
祖

額
田
早
良
宿
禰
か
ら
馬
工
連
氏
が
出
て
い
る
の
は
故
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
『
書
紀
』
仁
賢
六
年
是
歳
条
に
は
高
句
麗
か
ら
来
た
工
匠
須
流
枳
・
奴
流
枳

は

「今
倭
国
山
辺
郡
額
田
邑
熟
皮
高
麗
」
の
先
祖
で
あ
る
と
あ
り
、
こ
れ
は
大
和
国

に

関
す
る
話
で
あ
る
が
、
乗
馬
と
も
関
連
す
る
皮
革
製
品
の
技
術
者
が
い
た
こ
と
が

知

ら
れ
、
生
駒
山
東
麓
の
馬
牧
の
存
在
と
大
い
に
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。

　
以

上
、
平
群
系
額
田
首
に
つ
い
て
は
、
生
駒
山
東
・
西
麓
に
存
し
た
馬
牧
で
の
馬

飼
養
と
も
深
い
つ
な
が
り
を
有
し
た
氏
族
で
は
な
い
か
と
考
え
、
合
せ
て
倭
・
河
内

馬
飼
部
造
と
の
関
係
、
こ
の
地
に
お
け
る
馬
飼
の
伝
承
に
触
れ
た
。
こ
の
点
は
本
題

た

る
額
田
部
氏
の
あ
り
方
や
そ
の
本
拠
地
の
歴
史
的
性
格
を
考
え
る
際
に
も
重
要
に

な
る
と
思
わ
れ
、
後
に
再
度
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
額
田
首
の
氏
人
と
し
て
は
、

ま
ず
八
世
紀
初
の
人
足
、
千
足
が
掲
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
人
は
名
前
、
活
躍
年
代
か

ら
見
て
、
父
子
、
兄
弟
な
ど
の
近
親
者
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
人
足

は

遣
新
羅
副
使
（
『
続
紀
』
大
宝
三
年
十
月
癸
未
条
。
和
銅
五
年
正
月
戊
子
条
で
正
六

下
↓
従
五
下
）
、
千
足
は
明
経
第
二
博
士
（
養
老
五
年
正
月
甲
戌
条
）
と
、
外
交
、
明

経
な
ど
開
明
的
な
分
野
に
優
れ
た
人
材
を
出
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
多

方
面

に
わ
た
る
活
躍
を
有
す
る
馬
飼
の
伝
統
が
存
す
る
地
の
出
身
と
い
う
背
景
が
あ

っ

た

の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
、
河
内
国
河
内
郡
か
ら
平
安
京
左
京
五
条
三
坊
に

移
貫
し
た
式
部
位
子
額
田
首
砦
人
（
『
続
後
紀
』
承
和
十
三
年
九
月
辛
亥
条
）
は
、
額

田
首
が
河
内
国
河
内
郡
額
田
郷
を
本
拠
と
し
て
、
律
令
官
人
と
し
て
出
仕
し
て
い
た

こ
と
を
物
語
る
。
木
簡
史
料
に
見
え
る
額
田
氏
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
嘉
祥
三

年
三
月
二
十
二
日
尾
張
国
符
案
（
『
平
安
遺
文
』
九
七
号
）
に
は
大
目
額
田
首
が
見
え
、

国
司
と
し
て
活
躍
す
る
者
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
（
2
）
伊
香
我
色
雄
命
系
額
田
臣

　
額
田

臣
の
系
譜
は
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
神
別
・
額
田
臣
条
に
「
伊
香
我
色
雄

命
之
後
也
」
と
見
え
る
も
の
で
、
物
部
系
の
氏
族
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
氏
人
の
例

は

知

ら
れ
ず
、
「
額
田
」
の
氏
名
は
大
和
国
平
群
郡
額
田
郷
の
地
名
に
基
づ
く
と
す
る

　
　
　
　
　
（
1
2
）

見
解
が
あ
る
が
、
延
久
四
年
九
月
五
日
太
政
官
牒
（
『
平
安
遺
文
』
一
〇
八
三
号
）
に
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は

石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
宮
寺
の
所
領
と
し
て
山
城
国
相
楽
郡
に
額
田
村
が
見
え
る

の

で
、
山
城
国
の
額
田
臣
は
こ
の
額
田
村
の
地
名
に
拠
っ
た
も
の
で
、
相
楽
郡
の
豪

族
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
書
紀
』
欽
明
三
十
一
年
条
の
相
楽
館
と

い

う
対
高
句
麗
外
交
の
拠
点
建
設
と
関
連
づ
け
て
、
大
和
国
平
群
郡
額
田
郷
を
本
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

と
し
た
額
田
部
連
氏
の
展
開
を
説
く
意
見
も
あ
る
が
、
額
田
、
額
田
部
氏
を
ー
・
H

の
二
つ
の
系
統
に
区
分
し
て
考
え
る
本
稿
の
立
場
か
ら
は
従
い
得
な
い
。

　
山
城
国
相
楽
郡
額
田
村
（
現
京
都
府
精
華
町
大
字
北
稲
八
間
）
を
本
拠
と
し
た
と

考
え
ら
れ
る
額
田
臣
に
関
し
て
は
、
額
田
の
地
に
拠
っ
た
物
部
系
の
豪
族
で
あ
っ
た

こ
と
以
外
に
は
不
明
で
あ
る
。
カ
バ
ネ
も
臣
で
あ
り
、
本
題
た
る
額
田
部
連
と
の
関

連
性
は
薄
い
と
見
た
い
。

（
3
）
諸
蕃
系
額
田
村
主

　
額
田
村
主
の
系
譜
は
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
諸
蕃
・
額
田
村
主
条
に
「
出
レ
自
・

呉
国
人
天
国
古
一
也
」
と
見
え
る
が
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
逸
文
を
含
む
坂
上
系
図
に
、

東
漢
氏
の
祖
阿
知
使
主
と
と
も
に
渡
来
し
た
人
々
の
中
に
額
田
村
主
が
あ
る
の
で
、

東
漢
氏
系
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
述
の
『
書
紀
』
仁
賢
六
年
是
歳
条
の
「
山

辺
郡
額
田
邑
」
の
地
名
に
基
づ
い
た
姓
氏
呼
称
で
あ
り
、
こ
の
地
に
置
か
れ
た
漢
人

の
管
掌
者
で
あ
っ
た
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、
氏
人
の
事
例
は
な
い
が
、
『
続
紀
』

天
平
十
六
年
十
月
辛
卯
条
道
慈
卒
伝
に
見
え
る
「
法
師
俗
姓
額
田
氏
、
添
下
郡
人
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
）

の
額
田
氏
を
額
田
村
主
に
比
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
。
熊
凝
寺
を
額

田
寺
に
比
定
す
る
説
（
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
下
）
か
ら
、
道
慈
は
額
田
寺
建
立
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
5
）

わ
っ
た
と
見
る
意
見
も
あ
る
が
、
こ
の
比
定
に
は
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
彼
は
大

宝
度
の

遣
唐
使
に
従
っ
て
入
唐
留
学
し
て
お
り
、
当
時
の
留
学
生
に
は
渡
来
系
氏
族

の
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
一
般
的
傾
向
と
、
「
額
田
」
氏
の
名
称
か
ら
す
る
と
、
額
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
6
）

村
主
氏
出
身
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
以

上
、
額
田
村
主
は
「
山
辺
郡
額
田
邑
」
を
本
拠
と
し
た
渡
来
系
氏
族
で
あ
る
こ

と
を
見
た
。
「
山
辺
郡
額
田
邑
」
を
含
む
額
田
の
地
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
後
述
す
る

が
、
と
す
る
と
、
額
田
郷
の
地
の
特
色
と
し
て
、
額
田
村
主
、
あ
る
い
は
仁
賢
紀
の

「額
田

邑
熟
皮
高
麗
」
と
い
う
皮
革
技
術
に
優
れ
た
人
々
（
職
員
令
大
蔵
省
条
集
解
所

引
官
員
令
別
記
の
皮
革
関
係
の
狛
人
の
一
つ
か
）
な
ど
、
渡
来
系
氏
族
が
居
住
す
る

地

と
い
う
点
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
皮
革
技

術
者
が
額
田
部
連
氏
の
配
下
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
添
下
郡
の
額
田
氏
（
額
田

村
主
ヵ
）
出
身
の
道
慈
も
そ
の
族
的
関
係
で
額
田
寺
に
関
与
し
た
と
い
う
事
態
は
想

定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
4
）
額
田
国
造

　
先
の
系
譜
整
理
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
H
の
例
と
し
て
額
田
国
造
姓
が
あ

る
。
以
下
に
説
明
す
る
よ
う
に
、
畿
外
に
存
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
系
譜
整
理
で

は

言
及

し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
額
田
＋
カ
バ
ネ
の
氏
で
あ
る
の
で
、
H
系
統
の
検

討
の
最
後
に
、
こ
の
額
田
国
造
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
額
田
国
造
は
、
『
国
造
本
紀
』
の
淡
海
国
造
と
三
野
前
国
造
の
間
に
、
「
額
田
国
造
。

志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
、
和
通
臣
祖
彦
訓
服
命
孫
大
直
侶
宇
命
定
二
賜
国
造
こ
と
見
え
る
。

そ
の
本
拠
地
に
つ
い
て
は
、
郡
名
に
唯
一
額
田
を
冠
し
て
い
る
参
河
国
額
田
郡
と
す

　
⌒
1
7
）

る
説
（
額
田
関
係
の
地
名
は
後
掲
の
表
1
参
照
）
、
地
名
は
な
い
が
、
近
江
国
東
端
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
9
）

の
坂
田
郡
付
近
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
美
濃
国
池
田
郡
額
田
郷
説
が
有
力
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
『
国
造
本
紀
』
の
配
列
と
、
美
濃
国
池
田
郡
額
田
郷
と
い
う
近
江
と
美
濃
の

国
境
付
近
の
地
名
の
存
在
と
に
依
拠
し
た
立
論
で
、
そ
の
蓋
然
性
は
高
い
と
考
え
る
。

こ
の
額
田
国
造
の
氏
人
と
し
て
は
、
九
世
紀
前
半
の
著
名
な
明
法
家
額
田
国
造
今
足

が
お

り
、
『
三
代
実
録
』
貞
観
四
年
八
月
是
月
条
の
「
明
法
博
士
額
田
今
人
」
も
今
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の

誤
り
と
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
今
足
が
唯
一
の
例
と
な
る
。
彼
は
天
長
三
年
十
月
十

五

日
の
公
定
の
律
令
注
釈
書
編
纂
を
求
め
る
誓
願
ま
で
は
額
田
国
造
姓
と
し
て
現
れ

る
が
、
同
六
年
正
月
戊
子
条
（
『
類
聚
国
史
』
巻
九
九
）
で
外
従
五
位
下
か
ら
従
五
位

下
昇
叙
に
与
っ
た
時
に
は
額
田
宿
禰
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
宿
禰
を
賜

姓
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
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以
上
で

n
系
統
の
額
田
＋
カ
バ
ネ
の
諸
氏
に
つ
い
て
の
検
討
を
終
え
る
。
こ
れ
ら

は

い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
額
田
の
地
を
本
拠
と
し
た
豪
族
で
あ
っ
た
。
大
和
国
平
群

郡
額
田

郷
や

「山
辺
郡
額
田
邑
」
に
つ
い
て
は
そ
の
地
域
的
特
色
に
も
言
及
し
た
が
、

こ
の
点
は
1
系
統
の
額
田
部
氏
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
改
め
て
取
り
上
げ
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
皿
系
統
の
額
田
氏
は
、
当
該
地
の
み
に
勢
力
を
持
ち
、
本
拠
地
以
外

で
の
関
連
す
る
氏
人
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
特
色
を
有
す
る
。
畿
外
の

額
田

氏

と
し
て
は
、
額
田
国
造
以
外
に
、
神
護
二
年
九
月
日
越
前
国
足
羽
郡
司
解

（『大
日
本
古
文
書
』
五
ー
五
四
四
～
五
四
五
）
に
野
田
郷
戸
主
と
見
え
る
額
田
国
依
が

あ
る
が
、
越
前
国
に
は
額
田
部
の
分
布
が
あ
り
（
表
1
）
、
こ
れ
は
「
額
田
部
」
の
省

略
形
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
額
田
氏
と
と
る
に
し
て
も
、
足
羽
郡
に
は
額
田
郷
が

あ
る
の
で
、
や
は
り
額
田
氏
は
本
拠
地
以
外
に
は
勢
威
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
一
例
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
は
次
に
検
討
す
る
1
系
統
の
額
田
部
＋
カ
バ

ネ
と
は
大
き
く
相
違
し
、
額
田
部
の
方
は
全
国
的
に
分
布
し
て
お
り
（
表
1
）
、
n
系

統
の
諸
氏
と
は
性
格
を
異
に
す
る
氏
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

2
　
額
田
部
＋
カ
バ
ネ

　
1
系
統
に
属
す
る
の
は
、
神
魂
命
系
の
額
田
部
宿
禰
、
額
田
部
砥
玉
、
額
田
部
、

天
津
彦
根
命
系
の
額
田
部
連
、
額
田
部
湯
坐
連
、
額
田
部
河
田
連
、
額
田
部
の
諸
氏

で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
額
田
部
宿
禰
は
『
書
紀
』
天
武
十
三
年
十
二
月
己
卯
条

で
額
田
部
連
が
賜
姓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
元
来
は
額
田
部
連
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
両
系
に
は
額
田
部
連
（
宿
禰
）
と
額
田
部
が
分
か
れ
て
属
し
て
い
る
こ
と

に

な
る
。
本
章
の
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
天
津
彦
根
命
系
の
額
田
部
連
の
系
譜
に

は

問
題
が

存
す
る
が
、
二
つ
の
所
伝
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
二
系
統
の
額
田
部
連
、

額
田

部
が
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
ち
ら
か
の
系
譜
が
何
ら
か
の
目
的
で
作
ら
れ
た

の

か

と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て

い

よ
う
。
そ
こ
で
、
二
つ
の
系
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
以
下
で
は
額
田
部
連

（宿
禰
）
、
額
田
部
は
各
々
一
括
し
て
説
明
し
、
二
系
統
の
氏
を
考
え
得
る
か
否
か
、

そ
う
し
た
点
に
も
留
意
し
て
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
1
）
額
田
部
連
（
宿
禰
）

　
額
田
部
連
（
宿
禰
）
の
系
譜
を
示
す
の
は
、
次
の
四
つ
の
史
料
で
あ
る
。

　

a
『
書
紀
』
神
代
上
宝
鏡
開
始
段
第
三
の
一
書

　
　
次
天
津
彦
根
命
、
此
茨
城
国
造
・
額
田
部
連
等
遠
祖
也
。
（
下
略
）

　

b
『
新
撰
姓
氏
録
』
右
京
神
別
上
・
額
田
部
宿
禰
条

　
　
明
B
名
門
命
三
世
孫
天
村
雲
命
之
後
也
。

　

c
『
新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
神
別
・
額
田
部
宿
禰
条

　
　
明
日
名
門
命
六
世
孫
天
由
久
富
命
之
後
也
。

　

d
『
新
撰
姓
氏
録
』
摂
津
国
神
別
・
額
田
部
宿
禰
条

　
　
同
神
（
角
凝
魂
命
ヵ
）
男
五
十
狭
経
魂
命
之
後
也
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
b
～
d
は
本
章
冒
頭
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
神
魂
命
系
の
系
譜

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
額
田
部
連
に
は
天
津
彦
根
命
系
と
神
魂
命
系
の
二
つ
の
系
譜

が

存

し
た
こ
と
に
な
る
が
、
a
は
『
書
紀
』
で
あ
り
、
九
世
紀
初
の
成
立
で
あ
る

『新
撰
姓
氏
録
』
が
一
致
し
て
神
魂
命
系
と
す
る
の
と
、
対
照
的
な
様
相
を
呈
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」

に
額
田
部
宿
禰
の
先
祖
の
墳
墓
の
所
在
が
見
え
る
の
で
、
大
和
国
平
群
郡
額
田
郷
こ

そ
額
田
部
連
の
本
拠
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
で
は
大
和
国
に
全
く
額
田

部
宿
禰
（
連
）
が
見
え
な
い
の
も
不
審
で
あ
る
。
宿
禰
姓
の
額
田
部
氏
は
額
田
部
連

し
か
例
が
な
く
（
額
田
部
河
田
連
の
宿
禰
呼
称
例
に
つ
い
て
は
後
述
）
、
宝
字
年
間
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

の

成
立
と
さ
れ
る
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
存
在
か
ら
見
て
、
奈
良
時
代
に
お

い
て

も
大
和
国
平
群
郡
額
田
郷
が
額
田
部
連
（
宿
禰
）
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ

る
。
後
述
の
よ
う
に
、
十
世
紀
の
史
料
に
も
平
群
郡
司
と
し
て
額
田
部
姓
者
が
見

え
て
お
り
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
窺
え
る
よ
う
に
、
律
令
官
人
と
し
て
活
躍
す
る
額
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

部
宿
禰
が
平
安
京
に
本
拠
を
移
し
て
か
ら
も
、
依
然
平
群
郡
額
田
郷
に
留
ま
る
者
が

い
た
の
で
あ
る
。
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『
新
撰
姓
氏
録
』
序
文
に
は
、
「
唯
京
畿
未
進
井
諸
国
且
進
等
類
、
一
時
難
レ
尽
、
闘

而
不
レ
究
」
と
あ
り
、
畿
内
一
一
八
二
氏
の
中
に
す
べ
て
の
氏
が
網
羅
さ
れ
て
い
た
訳

で
は

な
か
っ
た
。
郡
司
・
土
豪
と
し
て
大
和
国
に
残
っ
た
額
田
部
宿
禰
は
系
譜
を
進

め
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
ま
た
額
田
部
宿
禰
は
平
安
京
に
本
貫
を
移
し
た
も
の

と
し
て
顧
慮
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。
大
和
国
に
額
田
部
宿
禰

が
記
さ
れ
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
憶
説
を
呈
し
て
み
た
い
。

　
次

に
問
題
な
の
は
、
天
津
彦
根
命
系
と
神
魂
命
系
と
い
う
二
つ
の
系
譜
の
存
在
で

あ
る
。
本
章
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
a
の
『
書
紀
』
の
系
譜
も
捨
て
難
く
、
ま
た

九

世
紀
の
平
安
京
移
貫
時
に
神
魂
命
系
の
系
譜
に
変
更
し
た
と
い
う
可
能
性
も
勘
案

し
た
い
と
考
え
る
。
こ
の
間
題
は
額
田
部
湯
坐
連
や
額
田
部
河
田
連
と
の
関
係
を
ど

う
考
え
る
か
と
い
う
見
解
と
も
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
結
論
を
さ
ら
に
保
留
し
、

こ
の
二
氏
の
検
討
に
進
み
た
い
と
思
う
。
な
お
、
額
田
部
連
（
宿
禰
）
氏
の
氏
人
に

つ
い
て

は
次
章
以
下
で
詳
述
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

（
2
）
額
田
部
湯
坐
連

　
次

に
複
姓
の
額
田
部
と
し
て
、
額
田
部
湯
坐
連
と
額
田
部
河
田
連
が
あ
り
、
ま
ず

額
田

部
湯
坐
連
か
ら
取
り
上
げ
る
。
そ
の
系
譜
を
示
す
も
の
と
し
て
、
次
の
史
料
が

掲
げ
ら
れ
る
。

　

a
『
古
事
記
』
天
安
河
の
誓
約
段

　
　
次
天
津

日
子
根
命
者
〈
凡
川
内
国
造
・
額
田
部
湯
坐
連
・
茨
木
国
造
・
倭
田
中

　
　
直
・
山
代
国
造
・
馬
来
田
国
造
・
道
尻
岐
閑
国
造
・
周
芳
国
造
・
倭
滝
知
造
・

　
　
高
市
県
主
・
蒲
生
稲
寸
・
三
枝
部
造
等
之
祖
也
。
〉
（
下
略
）

　

b
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
下
・
額
田
部
湯
坐
連
条

　
　
天
津
彦
根
命
子
明
立
天
御
影
命
之
後
也
。
允
恭
天
皇
御
世
、
被
レ
遣
二
薩
摩
国
「

　
　
平
二
隼
人
「
復
奏
之
日
、
献
二
御
馬
一
匹
「
額
有
二
町
形
廻
毛
づ
天
皇
嘉
レ
之
、
賜
二

　
　
姓
額
田
部
也
。

　

c
『
新
撰
姓
氏
録
』
河
内
国
神
別
・
額
田
部
湯
坐
連
条

　
　
天
津
彦
根
命
五
世
孫
乎
田
部
連
之
後
也
。

　
系
譜
は
天
津
彦
根
命
系
で
一
致
し
て
お
り
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
で
は
三
枝
部
連
、
奄

智
造
、
高
市
連
、
凡
河
内
忌
寸
な
ど
も
同
祖
と
あ
る
の
で
、
a
以
来
一
貫
性
の
あ
る

系
譜
が
存
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
本
拠
地
に
関
し
て
は
、
b
・
c
に
は
平
安
京

と
河
内
国
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
平
安
京
へ
の
移
貫
を
想
定
し
て
、
河
内
国
の
可

能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
b
の
貢
馬
伝
承
は
次
の
額
田
部
河
田
連
と
合
せ
て
検
討
す

る
の
で
、
そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
先
に
平
群
系
額
田
首
の
項
で
見
た
よ
う
に
、
生
駒
山

の
西
麓
は

馬
牧
の
地
と
し
て
の
立
地
条
件
を
備
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

額

田
部
湯
坐
連
も
河
内
国
河
内
郡
額
田
郷
を
本
拠
地
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定

さ
れ
る
。

　
ま
た
「
湯
坐
」
を
冠
す
る
こ
と
か
ら
は
、
こ
の
氏
は
額
田
部
連
の
う
ち
で
も
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

に

皇
子
女
の
養
育
と
い
う
職
掌
を
有
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
職
掌
に
基
づ
く
複
姓
の

　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

例
は

多
数
あ
る
の
で
、
額
田
部
湯
坐
連
の
氏
名
の
由
来
を
以
上
の
よ
う
に
推
定
す
る

と
、
額
田
部
連
や
額
田
部
の
職
掌
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
が
、
こ
の
点
は
次
章
で

検
討
し
た
い
。

　
次
に
氏
人
と
し
て
は
、
『
書
紀
』
大
化
五
年
三
月
甲
戌
条
の
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂

の
謀
反
に
坐
し
て
殺
毅
さ
れ
た
者
と
し
て
、
額
田
部
湯
坐
連
某
が
見
え
、
蘇
我
氏
と

の

つ

な
が
り
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
事
件
で
額
田
部
湯
坐
連
が
断
絶
し
た
の
で

　
　
（
2
5
）

は

な
く
、
『
続
紀
』
勝
宝
六
年
閏
十
月
庚
戌
条
で
外
従
五
位
下
か
ら
従
五
位
下
に
叙
さ

れ

た
額
田
部
湯
坐
連
息
長
、
『
続
後
紀
』
承
和
七
年
正
月
甲
申
条
で
正
六
位
上
か
ら
外

従
五
位
下
に
叙
さ
れ
た
長
吉
な
ど
の
例
が
あ
り
、
中
下
級
の
律
令
官
人
と
し
て
活
躍

す
る
者
が
続
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

（
3
）
額
田
部
河
田
連

額
田
部
河
田
連
の
系
譜
に
関
わ
る
の
は
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

a
『
新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
神
別
・
額
田
部
河
田
連
条

　
同
神
（
天
津
彦
根
命
）
三
世
孫
意
富
伊
我
都
命
之
後
也
。
允
恭
天
皇
御
世
、

献
二
額
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図1　大和国平群郡額田郷とその周辺
　　　（辰巳和弘『地域王権の古代学』

　　　〈白水社、1994年＞106頁図18に加筆）

　
　
田
馬
「
天
皇
勅
、
此
馬
額
如
二
田
町
で
伍
賜
・
姓
額
田
部
連
一
也
。

　

b
『
続
紀
』
天
平
宝
字
二
年
七
月
己
丑
条

　
　
正
六
位
上
額
田

部
宿
禰
三
當
（
中
略
）
並
外
従
五
位
下
。
三
當
本
姓
額
田
部
川

　
　
田
連
也
。
是
日
、
以
’
額
田
部
宿
禰
姓
「
便
書
二
位
記
ぷ
賜
レ
之
。

　

a
は
「
額
田
部
湯
坐
連
同
祖
、
天
津
彦
根
命
十
四
世
孫
達
己
呂
命
之
後
也
」
と
い

う
三
枝
部
連
に
続
い
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
額
田
部
河
田
連
が
額
田
部
湯
坐

連
と
同
族
で
、
天
津
彦
根
命
系
の
系
譜
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
額
田
部

河
田
連
に
つ
い
て
は
、
「
河
田
」
は
「
皮
工
（
か
わ
た
）
」
の
意
で
、
仁
賢
紀
に
登
場

す
る
額
田
邑
の
熟
皮
高
麗
な
ど
の
工
匠
を
配
下
に
置
い
た
こ
と
か
ら
来
る
名
称
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
2
6
＞

な
い
か
と
い
う
見
解
が
呈
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
見
方
を
支
持
す
れ
ば
、
複
姓
の
額
田

部
連
は
い
ず
れ
も
職
掌
に
基
づ
く
呼
称
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
仁
賢
紀
の

「山
辺
郡
額
田
邑
」
は
現
在
の
天
理
市
嘉
幡
町
（
旧
嘉
幡
村
）
に
比
定
さ
れ
（
『
奈
良

県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）
、
「
河
田
」
に
関
連
す
る
地
名
が
存
す
る
（
図

1
参
照
）
。
こ
の
嘉
幡
の
南
に
は
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
三
三
話
に
鏡
作
造
が
居
住

し
た
と
あ
る
奄
知
村
に
比
定
さ
れ
る
庵
治
の
地
名
が
あ
り
、
こ
の
地
域
は
こ
う
し
た

手
工
業
者
が

集
住
す
る
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
皮
革
関
係
の
技
術
者
を
統
括

し
た
額
田
部
河
田
連
が
本
拠
地
と
す
る
の
に
相
応
し
い
土
地
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ

る
。
な
お
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
神
別
に
額
田
部
河
田
連
と
同
祖
と
あ
る
奄

智
造
の
本
拠
地
は
や
は
り
庵
治
の
地
に
比
定
さ
れ
る
か
ら
、
額
田
部
河
田
連
の
本
拠

地
を
こ
の
地
域
に
想
定
す
る
傍
証
と
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
嘉
幡
の
地
名
に
つ
い
て

は
、
当
初
皮
革
関
係
の
技
術
者
を
統
括
す
る
額
田
部
河
田
連
が
居
住
し
た
の
で
額
田

邑
と
称
し
、
そ
の
後
「
河
田
」
の
方
が
地
名
と
し
て
残
っ
た
と
理
解
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
で
は
額
田
部
氏
の
う
ち
大
和
国
に
記
さ
れ
て
い
る
の

は
、
こ
の
額
田
部
河
田
連
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
本
拠
地
は
額
田
部
連
（
宿
禰
）
の

本
拠
地
平
群
郡
額
田
郷
と
は
や
や
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ

で
先
に

奈
良
時
代
以
降
も
平
群
郡
額
田
郷
を
本
拠
と
し
た
と
考
え
た
額
田
部
連
（
宿

禰
）
と
の
関
係
や
系
譜
が
問
題
と
な
る
。
b
の
額
田
部
河
田
連
三
當
の
宿
禰
所
称
の
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時
期
と
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
成
立
時
期
の
近
接
か
ら
、
「
船
墓
〈
額
田
部
宿

禰
先
祖
〉
」
の
注
記
を
こ
の
額
田
部
河
田
連
の
手
に
よ
る
も
の
と
見
な
し
、
『
書
紀
』

天
武
十
三
年
条
で
宿
禰
賜
姓
に
与
っ
た
の
は
別
系
統
の
額
田
部
連
、
即
ち
前
掲
の
額

田

部
連
の
系
譜
の
う
ち
、
d
の
摂
津
国
所
在
の
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
、
天
津

彦
根
命
系
と
神
魂
命
系
の
二
系
統
の
額
田
部
連
（
宿
禰
）
の
存
在
の
問
題
を
解
決
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
2
7
）

よ
う
と
す
る
意
見
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
當
の
額
田
部
宿
禰
所
称
は
正
式

な
賜
姓
を
被
っ
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
「
便
書
二
位
記
一
」
と
便
宜
的
な
も
の
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
同
系
の
額
田
部
宿
禰
の
記
載
は
な
く
、

額

田
部
河
田
連
を
本
姓
と
す
る
額
田
部
宿
禰
が
成
立
し
た
と
は
考
え
難
い
。
む
し
ろ

便
宜
的
と
は
い
え
、
宿
禰
所
称
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
額
田
部
河
田
連
が
額
田
部
連

（宿
禰
）
と
同
族
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
て
、
奈
良
時
代
に
お
け
る

天
津
彦
根
命
系
の
額
田
部
連
（
宿
禰
）
の
存
在
を
推
定
さ
せ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

額

田
部
河
田
連
は
あ
く
ま
で
も
「
山
辺
郡
額
田
邑
」
を
本
拠
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、

平
群
郡
額
田
郷
を
本
拠
と
す
る
額
田
部
連
（
宿
禰
）
と
は
一
応
区
別
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
立
場
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
額
田
部
連
一
族
の
居
住

地

を
律
令
制
下
の
平
群
郡
よ
り
も
広
い
範
囲
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、

律
令
制
下
の
平
群
郡
額
田
郷
成
立
以
前
の
額
田
の
地
の
広
が
り
は
如
何
で
あ
っ
た
か
、

即

ち
額
田
部
連
一
族
の
支
配
領
域
は
い
か
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
を
考
慮

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
在
地
豪
族
と
し
て

の
額
田
部
氏
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
論
究
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ち
な
み
に
、
a
や
額
田
部
湯
坐
連
の
項
の
b
は
、
額
田
部
氏
が
額
田
の
馬
と
呼
ば

れ

る
馬
の
貢
上
に
与
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
た
だ
、
そ
の
伝
承
に
基
づ
く
氏
名

の
由
来
は
、
額
田
部
連
の
来
歴
を
説
明
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
額
田
部
河
田
連
や

額
田

部
湯
坐
連
の
来
由
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
試
み
に
『
新

撰
姓
氏
録
』
を
緬
く
と
、
複
姓
氏
族
の
場
合
、
左
京
皇
別
上
・
膳
大
伴
部
、
阿
倍
志

斐
連
、
右
京
皇
別
上
・
巨
勢
械
田
朝
臣
、
摂
津
国
皇
別
・
韓
矢
田
部
連
、
左
京
神
別

上
・
中
臣
志
斐
連
、
左
京
神
別
下
・
竹
田
川
辺
連
、
河
内
国
神
別
・
捧
多
治
比
宿
禰

な
ど
、
い
ず
れ
も
複
姓
部
分
の
由
来
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、
例
外
は
左
京
神
別
下
・

湯
母
竹
田
連
く
ら
い
で
あ
る
。
勿
論
、
現
存
の
『
新
撰
姓
氏
録
』
は
原
型
を
伝
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

も
の
で
は
な
い
と
い
う
条
件
は
あ
る
が
、
額
田
部
河
田
連
、
額
田
部
湯
坐
連
の
由
来

が

額
田

部
連
の
来
歴
に
し
か
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
所
伝
を

有

し
た
同
族
、
即
ち
天
津
彦
根
命
系
の
額
田
部
連
（
宿
禰
）
が
存
し
た
こ
と
を
窺
わ

せ

る
も
の
と
見
な
し
た
い
。
な
お
、
額
田
部
河
田
連
や
額
田
部
湯
坐
連
に
は
奈
良
時

代
後
半
以
降
も
五
位
に
達
し
た
者
が
い
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
額
田
部
連
（
宿
禰
）

に
は
そ
の
事
例
が
な
い
。
あ
る
い
は
先
に
憶
測
し
た
よ
う
に
、
額
田
部
連
（
宿
禰
）

が

神
魂
命
系
の
系
譜
を
称
す
る
中
で
、
律
令
官
人
と
し
て
の
地
位
や
b
の
三
當
の
額

田
部
宿
禰
所
称
の
事
例
か
ら
、
河
田
・
湯
坐
の
人
々
が
額
田
部
連
（
宿
禰
）
の
本
来

の
伝
承
を
継
受
し
た
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
、
額
田
部
連
（
宿
禰
）
が
大
和
国
平
群
郡
額
田
郷
を
本
拠
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
額
田
部
湯
坐
連
・
額
田
部
河
田
連
と
同
族
で
あ
っ
た
と
い
う
立
場
に
立
つ
と
、

こ
の
よ
う
な
系
譜
解
釈
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
私
見
を
述
べ
た
。

大
和
国
平
群
郡
額
田
郷
を
本
拠
地
と
す
る
額
田
部
連
（
宿
禰
）
、
「
山
辺
郡
額
田
邑
」

の
額

田
部
河
田
連
、
河
内
国
河
内
郡
額
田
郷
に
拠
っ
た
額
田
部
湯
坐
連
の
存
在
、
い

ず
れ
も
が
額
田
の
馬
貢
上
に
与
っ
た
と
の
伝
承
を
有
す
る
こ
と
は
、
生
駒
山
東
・
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

麓
の
馬
牧
の
立
地
と
合
せ
て
、
額
田
部
氏
の
活
動
を
考
え
る
上
で
興
味
深
く
、
ま
た

皇
子
女
養
育
に
あ
た
る
湯
坐
の
存
在
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、

次
章
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
4
）
額
田
部
題
玉

　
『
新
撰
姓
氏
録
』
右
京
神
別
上
・
額
田
部
砥
玉
条
に
「
額
田
部
宿
禰
同
祖
、
明
日
名

門
命
十
一
世
孫
御
支
宿
禰
之
後
也
」
と
あ
り
、
額
田
部
連
（
宿
禰
）
の
同
族
で
、
神

魂
命
系
と
さ
れ
る
額
田
部
随
玉
氏
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
氏
の
氏
人
は
見
え

ず
、
砥
玉
を
称
す
る
例
も
『
続
紀
』
勝
宝
二
年
七
月
甲
辰
条
に
摂
津
国
の
随
玉
大
魚
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売
が
あ
る
く
ら
い
で
、
本
拠
地
・
職
掌
と
も
に
不
明
で
あ
る
。

　
随
玉
の

用
例
と
し
て
は
、
出
雲
国
造
神
賀
詞
の
中
の
「
倭
大
物
主
櫛
随
玉
命
」
や

神
名
帳
伊
豆
国
那
賀
郡
陸
玉
命
神
社
が
あ
り
、
額
田
部
氏
の
一
族
の
う
ち
、
随
玉
の

製
作
・
貢
進
に
従
事
し
た
砥
玉
（
部
）
の
伴
造
氏
族
で
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
命
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

で

あ
る
と
す
る
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、
額
田
部
連
（
宿
禰
）
の
職
掌

を
考
え
る
一
つ
の
材
料
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
（
5
）
額
田
部

　
最
後
に
額
田
部
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
そ
の
系
譜
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
a
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
下
’
額
田
部
条

　
　
同
命
（
明
立
天
影
命
）
孫
意
富
伊
我
都
命
之
後
也
。

　

b
『
新
撰
姓
氏
録
』
摂
津
国
神
別
・
額
田
部
条

　
　
額
田
部
宿
禰
同
祖
、
明
日
名
門
命
之
後
也
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
a
は
額
田
部
湯
坐
連
条
「
天
津
彦
根
命
子
明
立
天
御
影
命
之
後

也
」
、
三
枝
部
連
条
「
額
田
部
湯
坐
連
同
祖
」
、
奄
智
造
条
「
額
田
部
湯
坐
連
同
祖
」

に

続
く
記
載
で
あ
り
、
「
同
命
」
を
天
津
彦
根
命
と
す
る
と
、
額
田
部
河
田
連
の
項
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

a
に
も
見
え
る
意
富
伊
我
都
命
と
世
系
が
合
わ
な
い
の
で
、
上
記
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
額
田
部
に
も
天
津
彦
根
命
系
と
神
魂
命
系
の
二
つ
の
系
譜
が
存
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
名
称
か
ら
考
え
て
、
額
田
部
は
額
田
部
連
（
宿
禰
）
の
配
下
に
あ

っ

た

部
民
と
見
な
さ
れ
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
で
も
左
京
神
別
下
・
額
田
部
湯
坐
連
、
右

京
神
別
上
・
額
田
部
宿
禰
、
そ
し
て
、
摂
津
国
神
別
・
額
田
部
宿
禰
と
、
額
田
部
は

額

田
部
連
と
と
も
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
額
田
部
連
（
宿
禰
）
が
後
に

神
魂
命
系
を
称
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
が
、
神
魂
命
系
を
称
す
る
の

は

額
田

部
砥
玉
、
額
田
部
と
、
い
ず
れ
も
額
田
部
連
の
配
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
人
々
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
額
田
部
に
二
つ
の
系
譜
が
存
す
る
の
は
、
額
田
部
連

に

も
正
し
く
天
津
彦
根
命
系
の
系
譜
が
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
同

様
に
神
魂
命
系
が
後
出
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
な
お
、
こ
こ
で
額
田
、
額
田
部
関
係
の
地
名
や
人
名
の
分
布
を
掲
げ
て
お
く
（
表

1
）
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
畿
外
に
広
く
分
布
す
る
の
は
額
田
部
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
は
額
田
部
の
由
来
や
額
田
部
連
の
職
掌
な
ど
を
考
え
る
上
で
大
き
な
論
点
と
な

る
と
思
わ
れ
る
。

　
以

上
、
額
田
、
額
田
部
関
係
の
氏
族
と
そ
の
系
譜
を
概
観
し
た
。
額
田
と
額
田
部

と
は
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、
額
田
部
連
（
宿
禰
）
、
額
田
部
湯
坐
連
、
額
田
部

河
田

連
、
額
田
部
砥
玉
、
額
田
部
な
ど
が
額
田
部
氏
に
つ
い
て
考
察
す
る
材
料
と
な

る
。
ま
た
畿
外
に
広
く
分
布
す
る
額
田
部
の
存
在
は
、
額
田
部
氏
の
由
来
・
職
掌
を

窺
う
際
に
注
意
す
べ
き
事
柄
と
な
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
予
察
を
以
て
、
次
に
額
田

部
氏
の
由
来
や
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
に
進
み
た
い
。

②
ヤ

マ
ト
王
権
と
の
関
係

　
額
田
部
連
（
宿
禰
）
を
始
め
と
す
る
1
系
統
の
額
田
部
＋
カ
バ
ネ
の
諸
氏
の
由
来

と
職
掌
を
考
え
る
に
際
し
て
、
n
系
統
の
額
田
＋
カ
バ
ネ
の
諸
氏
、
即
ち
額
田
の
地

に

拠
っ
た
豪
族
と
い
う
性
格
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
額
田
部
と
い
う
も

の

が
基
本
で
あ
っ
た
点
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
研
究
史
を
播
く
と
、
額
田
部
の

由
来
を
検
討
す
る
方
法
と
し
て
、
額
田
の
語
義
を
追
究
す
る
論
考
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
ー
・
H
系
統
の
混
同
か
ら
来
る
も
の
で
あ
り
、
額
田
の
土
地
の
様
子
を
知
る
に
は

有
効
で
あ
っ
て
も
、
額
田
部
の
本
義
を
解
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
こ

で
、
ま
ず
額
田
部
の
本
義
如
何
か
ら
、
額
田
部
氏
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
察
に
入

っ

て
行
き
た
い
。

1
　
額
田
部
の
本
義

額
田
部
お
よ
び
額
田
部
氏
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
氏
が
比
較
的
史
料
に
恵
ま

れ
て

い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
既
に
数
多
く
の
論
考
が
存
す
る
。
ま
ず
額
田
部
、
額
田
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表1　額田及び額田部氏の分布

山城国

　愛宕郡額田里＊〔平1801〕

　相楽郡額田村〔平1083〕；額田臣〔姓氏録〕

　平安京

　　左京；額田部湯坐連〔姓氏録〕

　　　　　額田部〔姓氏録〕

　　右京；額田部宿禰〔姓氏録〕

　？；額田部宿禰〔姓氏録〕

大和国

　添下郡；額田氏〔天平16・10・辛卯条道慈卒伝〕

　平群郡額田郷；

　　額田部連（宿禰）…久等々、伊勢、某、比羅夫、甥（法頭）、

　　　　　　　　　　茂業（大領）、君麻呂（筑前国史生〔大14

　　　　　　　　　　－270〕）

　　額田部河田連〔姓氏録〕…三當

　　額田部〔姓氏録〕

　　額田村主〔姓氏録〕

　山辺郡額田邑

　山辺南郷；額田豊連〔平4581〕

河内国

　高安郡三条額田＊〔平4904〕

　河内郡額田郷；

　　額田部湯坐連〔姓氏録〕…某、息長、長吉

　　額田首〔姓氏録〕…人足（遣新羅副使）、千足（明法第二博士）、

　　　　　　　　　　某（尾張大目〔平97〕）

　　額田早良首〔紀氏家牒〕

　　額田真人国麻呂（陰陽寮史生〔平4550〕）

摂津国

　？；額田部宿禰〔姓氏録〕

　　　額田部〔姓氏録〕

伊勢国

　桑名郡額田郷；額田神社

　朝明郡額田郷

尾張国

　海部郡；額田部（主帳〔大1－613〕）

参河国

　額田郡額田郷

武蔵国

　？；額田部槻本首

安房国

　朝夷郡健田郷；額田部小君（戸主〔平城338・339号〕）

上総国

　周准郡額田郷；額田部千万呂（戸主〔調（細布）墨書銘〕）

　？；額田（検田使書生大判官代〔平2440〕）

常陸国

　？；額田部…小龍（仕丁〔大14－283〕）

近江国

　浅井郡；額田氏〔天台座主記第17世喜慶〕

美濃国

　池田郡額田郷；額田国造

　　　　春日郷；額田部刀良売・枚夫売・支奴売〔大一9・15・22／

　　　　　　　戸籍〕

　本巣郡栗田郷；額田部忍勝・小比知・姉売・佐々売・大海売・

　　　　　　　赤売・意止売・麻墨売〔大1－29／戸籍〕

　各務郡那珂郷；額田部在間〔大1－48／戸籍〕

上野国

　甘楽郡額田（部）郷

　緑野郡小野郷；額田部君馬稲（戸主〔調布墨書銘〕）

若狭国

　？；額田部方見（戸主）・羊〔平城1953号〕

越前国

　今立郡中山郷；額田部口口手〔城2ユー34・25－30〕

　足羽郡額田郷

　　　　野田郷；額田国依（戸主〔大5－545〕）

加賀国

　江沼郡額田郷

　石川郡井手郷：額田部老麻呂（戸主）・真山〔城22－34〕

出雲国

　意宇郡；額田部臣〔岡田山一号墳出土大刀銘〕

　秋鹿郡；額田首真咋（郡散事ヵ〔大1－603〕）

　出雲郡漆沼郷深江里；額田部伊毛女〔大2－206〕

　　　　杵築郷　　　；額田部依馬（戸主）・手嶋売〔大2－224〕

　　　　　　　因佐里；額田部堅石（戸主）・忍尾〔大2－221〕

　大原郡　　　　　　；額田部臣押嶋・伊去美（少領）

　　　　屋裏郷賀太里；額田部宇麻（戸主）・羊〔大1－589〕

石見国

　美濃郡；額田部蘇提売（節婦）

隠岐国

　智夫郡大井郷；額田部小足（城16－7）

　　　　宇良郷；額田部小牛（城24－38）

播磨国

　美嚢郡横川郷；額田部真嶋（戸主）・広浜（仕丁）〔大15「257〕

　　？；額田部武末〔平金451～453号／兵庫県一乗寺丸瓦銘〕

備前国

　？；額田弘則（健児〔本朝世紀〕）

備中国

　哲多郡額田（部）郷；額田部虫〔平城3295号〕

備後国

　三難郡額田郷

周防国

　玖珂郡玖珂郷；額田部牧刀自〔平199／戸籍〕

長門国

　豊浦郡額田郷；額田部直…広麻呂（擬大領→少領）、塞守（豊浦

　　　　　　　　　　　　団毅→大領）

讃岐国

　大内郡入野郷；額田部並山・並雄・安継・村主・山道女・豊

　　　　　　　　女・吉女・乙町女・歩丸・藤雄・茂丸・筆・田

　　　　　　　　永・元永・虫永・安女〔平437号／戸籍〕

大宰府；額田（検郭使〔平365〕）

筑前国

　志麻郡川辺郷；額田部乎太売・伊麻・赤売・泥志売・赤売・阿

　　　　　　　久多売〔大1－101・109・118・122・137・140／戸籍〕

　早良郡額田郷・額田駅

豊後国

　？；額田部直多流美売・阿流加売〔大1－216・217／戸籍〕

肥後国

　宇土郡大宅郷；額田部君得万呂（戸主）・真嶋〔大2ケ145〕

＊出典の略称；平城＝平城宮木簡、城＝平城宮発掘調査出土木簡概報の冊数・頁数、大＝大日

　本古文書の巻数・頁数、平＝平安遺文の号数、平金＝平安遺文金石文編の号数
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森公章［額田部氏の研究］・

に
関
す
る
語
義
如
何
か
ら
、
額
田
部
の
本
義
を
め
ぐ
る
諸
説
を
整
理
す
る
と
、
次
の

　
　
　
　
（
3
2
）

よ
う
に
な
る
。

　
（
イ
）
額
田
1
1
土
型
（
ヌ
カ
タ
）
で
、
鋳
物
あ
る
い
は
「
天
の
抜
（
糠
）
戸
」
（
『
書

　
　
　
　
紀
』
神
代
上
宝
鏡
開
始
章
第
二
の
一
書
に
鏡
作
部
の
遠
祖
と
あ
る
）
と
同

　
　
　
　
語

で
、
鏡
作
と
も
関
係
す
る
部
民
。

　
（
ロ
）
額
田
1
1
人
跡
不
便
な
地
に
位
置
し
、
山
間
と
里
地
の
境
界
部
分
に
開
か
れ
た

　
　
　
　
新
墾
の
田
を
耕
す
田
部
の
一
種
。

　
（
ハ
）
額
田
の
宮
に
奉
仕
す
る
部
民
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
（
イ
）
は
鋳
物
、
鏡
作
な
ど
の
直
載
的
な
言
葉
で
は
な
く
、
何
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

土
型

を
、
し
か
も
「
額
田
」
と
い
う
当
て
字
で
表
現
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
り
、

鏡
作
と
の
関
係
と
い
う
根
拠
も
疑
わ
し
い
と
の
批
判
が
あ
り
、
支
持
し
難
い
。
（
ロ
）

は

額
田
の
語
義
や
そ
の
土
地
景
観
理
解
の
一
助
に
は
な
る
と
思
う
が
、
田
部
の
一
種

と
す
る
と
、
「
額
」
が
浮
い
て
し
ま
う
。
ま
た
額
田
と
額
田
部
は
区
別
す
る
必
要
が
あ

る
と
す
る
本
稿
の
立
場
か
ら
は
、
額
田
部
の
本
義
を
解
明
す
る
手
段
に
は
な
ら
な
い

と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
な
お
、
こ
の
説
に
は
境
界
部
分
の
開
墾
と
い
う
点
と
額
田

部
氏
の
活
動
の
事
例
か
ら
、
額
田
部
氏
は
境
界
祭
祀
を
掌
っ
た
と
す
る
見
方
も
呈
さ

　
　
　
⌒
3
4
）

れ
て

い
る
。

　

a
『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
意
此
川
条

　
　
意
此
川
、
品
太
天
皇
之
世
、
出
雲
御
蔭
大
神
、
坐
於
枚
方
里
神
尾
山
、
毎
遮
一

　
　
行
人
一
、
半
死
半
生
。
爾
時
、
伯
書
人
小
保
弓
・
因
幡
布
久
漏
・
出
雲
都
伎
也
、

　
　
三
人
相
憂
、
申
二
於
朝
庭
づ
於
レ
是
、
遣
二
額
田
部
連
久
等
々
、
令
レ
祈
。
干
レ
時
、

　
　
作
二
屋
形
於
屋
形
田
「
作
二
酒
屋
於
佐
々
山
、
而
祭
レ
之
、
宴
遊
甚
楽
、
既
櫟
二
山

　
　
柏
「
桂
レ
帯
撞
レ
腰
、
下
於
此
川
一
相
璽
。
故
号
二
塵
川
「

　
b
『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
鼓
山
条

　
　
鼓
山
。
昔
、
額
田
部
連
伊
勢
、
与
二
神
人
腹
太
文
へ
相
闘
之
時
、
打
二
鳴
鼓
一
而
相

　
　
闘
之
。
故
号
日
二
鼓
山
↓
〈
々
谷
生
レ
檀
。
〉

　
し
か
し
、
豪
族
は
様
々
な
性
格
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
軍
事
氏
族
と
か
、

祭
祀
と
い
っ
た
一
局
面
を
と
ら
え
て
論
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。
軍
事
や

祭
祀
に
全
く
関
わ
ら
な
い
豪
族
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
負
名
氏
の
よ
う
に
、
律
令
制

下

に
も
そ
の
職
掌
を
残
す
も
の
を
除
け
ば
、
↓
つ
の
豪
族
の
役
割
を
一
点
に
絞
る
の

で
は

な
く
、
多
様
な
活
動
を
以
て
ヤ
マ
ト
王
権
に
奉
仕
す
る
と
い
う
視
点
で
見
た
方

が

よ
い
で
あ
ろ
う
。
a
・
b
の
額
田
部
連
は
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
、
神
祭
や
土
地
神

と
の
土
地
争
奪
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
は
他
氏
の
場
合
に
も
数
多
く

見
ら
れ
、
額
田
部
連
だ
け
の
役
割
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
。
a
・
b
で
は
ヤ
マ
ト

王
権
の
使
者
と
し
て
様
々
な
目
的
を
以
て
派
遣
さ
れ
る
者
の
中
に
額
田
部
連
が
い
た

こ
と
を
読
み
取
る
べ
き
で
、
そ
の
時
々
で
の
任
務
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
れ

が

即
額
田
部
連
の
職
掌
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
見
な
し
た
い
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
額
田
部
の
本
義
と
し
て
は
（
ハ
）
が
残
り
、
本
稿
で
も
こ
の
見
解

を
支
持
し
た
い
が
、
額
田
部
氏
が
如
何
に
額
田
の
宮
と
関
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い
う

点
の
究
明
は
不
充
分
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
（
イ
）
・
（
ロ
）
程
に
は
額
田
部
の
本
義
が
深

化
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
額
田
部
の
成
立
時
期
の
問
題
か

ら
、
額
田
部
の
由
来
や
そ
の
職
掌
を
検
討
す
る
手
が
か
り
を
得
た
い
。

　
額

田
の
宮
と
の
関
わ
り
を
想
定
し
て
、
そ
れ
に
関
係
し
そ
う
な
皇
子
女
名
を
捜
す

と
、
次
の
三
名
が
掲
げ
ら
れ
る
。
応
神
天
皇
の
皇
子
額
田
大
中
彦
（
母
は
景
行
天
皇

の
皇
子
五
百
木
入
日
子
命
の
子
品
陀
真
若
王
の
女
高
城
入
姫
）
、
推
古
天
皇
の
幼
名
額

田
部
皇
女
（
欽
明
天
皇
の
皇
女
、
母
は
蘇
我
稲
目
の
女
堅
塩
媛
）
、
八
世
紀
の
額
田
部

王
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
額
田
部
王
は
系
譜
不
明
で
あ
る
が
、
『
続
紀
』
和
銅
五
年
正
月

戊
子
条
で
無
位
か
ら
従
五
位
下
に
昇
叙
さ
れ
て
い
る
の
で
、
諸
王
の
子
と
い
う
こ
と

に

な
る
（
選
叙
令
蔭
皇
親
条
）
。
こ
の
王
名
は
長
屋
王
家
木
簡
に
も
登
場
す
る
（
城
二

三

ー
八
）
が
、
額
田
部
を
冠
す
る
皇
子
女
名
や
氏
族
名
は
八
世
紀
以
前
か
ら
存
し
て

い

る
の
で
、
額
田
部
の
由
来
や
成
立
時
期
を
考
え
る
材
料
と
し
て
は
、
考
察
対
象
外

と
な
ろ
う
。

　
次
に

額
田

大
中
彦
皇
子
に
関
し
て
は
、
『
書
紀
』
仁
徳
即
位
前
紀
の
倭
屯
田
の
帰
属

を
め
ぐ
る
伝
承
、
仁
徳
六
十
二
年
是
歳
条
の
闘
鶏
氷
室
の
起
源
説
話
な
ど
の
史
料
が
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（
3
5
）

存
し
、
額
田
部
は
こ
の
額
田
大
中
彦
皇
子
の
名
代
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

倭
屯
田
の
所
在
地
は
、
『
倭
名
抄
』
城
下
郡
大
和
郷
・
三
宅
郷
の
存
在
か
ら
、
現
奈
良

県
磯
城
郡
三
宅
町
、
田
原
本
町
大
字
千
代
や
桜
井
市
大
字
東
田
の
纏
向
遺
跡
の
地
な

ど
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
三
宅
町
は
大
和
郡
山
市
額
田
部
寺
町
・
北
町
・
南
町
1
1
平

群
郡
額
田
郷
の
地
と
も
近
い
（
図
1
）
。
倭
屯
田
の
帰
属
を
め
ぐ
る
争
い
で
は
、
額
田

大
中
彦
皇
子
は
も
と
山
守
地
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
お
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
平
群

郡
に
は
山
部
が
分
布
し
、
夜
麻
（
山
部
）
郷
は
そ
の
遺
称
を
示
す
。
ま
た
闘
鶏
氷
室

は

山
辺
郡
都
介
郷
の
地
（
現
天
理
市
福
住
町
）
に
比
定
さ
れ
る
が
、
仁
賢
紀
に
「
山

辺
郡
額
田

邑
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
額
田
の
地
は
山
辺
郡
と
も
関
係
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
額
田
大
中
彦
皇
子
に
関
わ
る
伝
承
は
、
い
ず
れ
も

額
田
の
地
と
近
接
す
る
場
所
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
額
田
の
地
と
額
田
大

中
彦
皇
子
の
密
接
な
関
係
、
即
ち
額
田
の
地
に
額
田
を
冠
す
る
皇
族
が
居
住
し
た
可

能
性
を
推
定
さ
せ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
事
実
、
a
・
b
の
よ
う
に
、
応
神
朝
に
お

け
る
額
田
部
連
の
活
躍
を
伝
え
る
史
料
も
存
す
る
。

で

は
、
額
田
部
は
こ
の
額
田
大
中
彦
皇
子
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
、
某

部
の
称
の
確
実
な
出
現
を
示
す
の
は
次
の
史
料
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　
c
島
根
県
松
江
市
岡
田
山
一
号
墳
出
土
大
刀
銘

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
素
力
〕

　
　
額
田
部
臣
口
口
口
口
口
大
利
口

　
岡
田
山
一
号
墳
は
六
世
紀
後
半
の
前
方
後
方
墳
で
あ
り
、
大
刀
銘
自
体
は
古
墳
に

埋
葬
さ
れ
る
の
よ
り
も
や
や
早
い
六
世
紀
半
ば
～
後
半
の
作
製
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の

古
墳
は
出
雲
国
造
出
雲
臣
の
本
拠
地
意
宇
郡
に
存
し
て
お
り
、
出
雲
で
は
国
造
同

族

（擬
制
的
関
係
を
含
む
）
が
部
管
掌
者
と
な
る
こ
と
で
、
部
民
制
が
浸
透
し
て
い

っ

た
事
情
を
物
語
る
も
の
と
理
解
さ
れ
、
同
様
な
事
例
と
し
て
、
神
門
臣
の
中
で
健

部
と
な
る
者
が
お
り
、
健
部
臣
の
称
が
生
ま
れ
た
（
『
出
雲
国
風
土
記
』
出
雲
郡
健
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

郷
条
）
と
い
う
伝
承
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
部
称
が
成

立

し
た
の
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
五
世
紀
代
の
金
石
文
、
埼
玉
県
行
田
市
稲
荷
山
古

墳
出
土
鉄
剣
銘
、
熊
本
県
玉
名
郡
菊
水
町
江
田
船
山
古
墳
出
土
大
刀
銘
に
は
、
「
杖
刀

人
首
」
、
「
典
曹
人
」
の
称
は
見
え
る
が
、
部
称
は
現
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
五
世
紀

代
に
は
人
制
に
よ
る
ヤ
マ
ト
王
権
の
分
掌
、
実
務
運
営
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

（3
7
）れ
、
部
民
制
と
い
わ
れ
る
体
制
が
出
来
上
が
る
の
は
、
五
世
紀
末
の
今
来
漢
人
の
来

日
、
渡
来
人
の
王
権
へ
の
組
み
込
み
、
そ
の
他
の
宮
廷
組
織
の
整
備
や
百
済
の
二
十

二
部
司
制
の
影
響
な
ど
を
経
た
上
で
の
こ
と
で
あ
り
、
六
世
紀
前
半
の
欽
明
朝
が
注

目
さ
れ
て
く
る
。
欽
明
の
皇
子
女
に
は
部
称
を
持
つ
者
が
多
く
、
部
称
の
確
実
な
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
8
）

見
史
料
c
の
時
期
と
の
合
致
な
ど
が
大
き
な
根
拠
と
な
る
。
『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇

郡
舎
人
郷
条
に
は
欽
明
朝
に
大
舎
人
を
貢
上
し
た
、
神
門
郡
日
置
郷
条
に
は
日
置
伴

部
が
派
遣
さ
れ
て
駐
留
し
た
な
ど
の
伝
承
が
存
し
て
お
り
、
欽
明
朝
こ
そ
部
民
制
の

画
期
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

　
ち
な
み
に
、
某
部
の
名
称
の
由
来
と
し
て
は
、
大
王
や
そ
の
子
女
の
宮
名
・
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

地
へ
の
奉
仕
者
と
見
る
説
が
有
力
と
さ
れ
る
。
五
世
紀
代
の
大
王
に
つ
い
て
は
、
河

内
の
志
幾
之
大
県
主
の
家
が
堅
魚
木
を
屋
根
に
載
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
雄
略
天
皇
に

「己
家
似
二
天
皇
之
御
舎
一
而
造
」
と
し
て
破
却
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る

（『古
事
記
』
）
よ
う
に
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
中
で
奉
仕
す
べ
き
宮
は
大
王
の
宮
に
他
な
ら

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
宮
名
に
よ
る
区
別
は
不
要
で
あ
り
、
宮
号

に
基
づ
く
某
部
の
称
は
未
成
立
で
あ
っ
た
。
一
方
、
欽
明
の
皇
子
女
に
部
称
を
持
つ

者
が
多
い
の
は
、
皇
子
女
の
宮
と
そ
の
生
活
の
資
養
を
負
担
さ
せ
る
体
制
が
始
ま
っ

た
の
が
六
世
紀
前
半
の
こ
の
時
期
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
、
奉
仕
す
る
宮
の
複
数

化
が
起
こ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
奉
仕
先
の
宮
号
に
よ
る
区
別
が
必
要

と
な
り
、
部
称
が
生
じ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
以
上
の

よ
う
な
見
通
し
に
立
っ
て
、
部
称
の
確
実
な
初
見
を
c
と
見
る
な
ら
ば
、

五
世
紀
代
の
伝
承
的
な
存
在
額
田
大
中
彦
皇
子
を
額
田
部
の
由
来
と
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
あ
く
ま
で
「
額
田
」
で
あ
っ
て
、
「
額
田
部
」
で

は

な
い
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。
ま
た
a
・
b
は
伝
承
的
な
記
事
で
あ
っ
て
、
額
田

部
連
の
確
実
な
成
立
時
期
を
示
す
も
の
と
し
て
は
扱
い
難
く
、
『
書
紀
』
に
よ
る
限
り
、

額

田
部
連
の
初
見
は
欽
明
二
十
二
年
是
歳
条
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
欽
明
十
五
年
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（五
五
四
）
生
と
い
う
額
田
部
皇
女
こ
そ
額
田
部
の
由
来
を
考
察
す
る
材
料
と
な
ろ
う
。

彼
女
の
生
年
は
史
料
c
の
年
代
と
大
き
な
矛
盾
は
な
い
と
思
う
し
、
上
述
の
額
田
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

連
の
初
見
記
事
と
も
年
代
的
に
合
致
す
る
。

　

額
田

部
皇
女
は
豊
御
食
炊
屋
姫
尊
と
し
て
知
ら
れ
、
敏
達
天
皇
の
皇
后
と
な
り
、

後
に
推
古
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
。
即
位
後
は
豊
浦
宮
、
小
墾
田
宮
を
居
所
と
し
た

が
、
そ
れ
以
前
で
は
『
書
紀
』
用
明
元
年
五
月
条
に
「
別
業
」
が
海
石
榴
市
宮
に
あ

っ

た
と
あ
る
。
「
別
業
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
と
は
別
に
本
宮
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
所
在
地
は
不
明
で
あ
る
。
額
田
の
地
の
西
北
の
斑
鳩
地
域
に

は

七
世
紀
初
に
厩
戸
皇
子
の
上
宮
王
家
の
進
出
が
あ
り
、
そ
の
更
に
南
の
広
瀬
郡
地

域
に
は
額
田
部
皇
女
の
前
の
敏
達
天
皇
の
皇
后
広
姫
所
生
の
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の

水
派
宮
や
敏
達
天
皇
の
百
済
大
井
宮
・
広
瀬
の
蹟
宮
な
ど
、
敏
達
系
王
統
の
進
出
が

　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

行

わ
れ
た
と
い
う
。
額
田
部
皇
女
自
身
の
こ
の
地
域
と
の
関
係
は
、
推
古
天
皇
と
な

っ

て

か

ら
で
あ
る
が
、
『
書
紀
』
推
古
十
四
年
是
歳
条
に
「
皇
太
子
亦
講
二
法
華
経
於

岡
本
宮
「
天
皇
大
喜
レ
之
、
播
磨
国
水
田
百
町
施
二
干
皇
太
子
「
因
以
納
二
干
斑
鳩
寺
こ

と
あ
り
、
「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」
に
よ
る
と
、
こ
の
講
莚
に
は
天
皇
や

蘇
我
馬
子
も
列
席
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
岡
本
宮
に
は
馬
子
の
女
で
厩
戸
皇

子
の

妃
刀
自
古
郎
女
が
居
住
し
た
と
い
わ
れ
、
蘇
我
系
で
あ
る
推
古
天
皇
も
来
訪
し

易
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
推
古
の
女
菟
道
貝
鯖
皇
女
、
孫
橘
大

女
郎
も
厩
戸
皇
子
の
妃
に
な
っ
て
お
り
、
彼
女
達
王
族
出
身
の
妃
は
中
宮
に
居
住
し
た

　
　
　
（
4
2
）

と
さ
れ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
額
田
部
皇
女
の
時
代
の
も
の
で
は
な
い
。

上

述
の
敏
達
系
王
統
の
広
瀬
郡
進
出
に
対
し
て
、
用
明
系
王
統
の
上
宮
王
家
が
斑
鳩

地
域
に
進
出
し
得
た
背
景
と
し
て
、
厩
戸
皇
子
の
義
母
で
も
あ
る
額
田
部
皇
女
の
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
＞

の
存
在
が
あ
っ
た
と
す
る
見
解
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
惰
使
斐
世
清

来
日
の
際
、
世
清
は
舟
運
で
額
田
の
地
を
経
由
し
て
海
石
榴
市
衝
で
郊
労
の
礼
を
受

け
て
お
り
、
海
石
榴
市
に
は
額
田
部
皇
女
の
別
業
が
存
し
て
い
る
の
で
、
彼
女
の
名

前
と
関
係
の
深
い
額
田
の
地
に
も
何
ら
か
の
政
治
的
拠
点
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
4
）

と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以

上
、
確
説
と
な
る
も
の
は
な
い
が
、
六
・
七
世
紀
の
皇
族
の
平
群
・
広
瀬
郡
地

域
へ
の
進
出
、
先
述
の
額
田
大
中
彦
皇
子
の
伝
承
に
基
づ
く
額
田
の
地
に
お
け
る
皇

族
の
宮
の
存
在
の
可
能
性
な
ど
を
勘
案
し
て
、
額
田
の
地
に
額
田
部
皇
女
の
宮
が
存

し
た
蓋
然
性
は
あ
る
と
考
え
た
い
。
と
す
る
と
、
や
は
り
額
田
部
は
こ
の
額
田
部
皇

女
の
宮
へ
の
奉
仕
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
と
見
る
の
が
穏
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
で

は
、
そ
の
奉
仕
の
様
子
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。

　

d
『
新
撰
姓
氏
録
』
右
京
神
別
下
・
丹
比
宿
禰
条

　
　
火
明
命
三
世
孫
天
忍
男
命
之
後
也
。
男
武
額
赤
命
七
世
孫
御
殿
宿
禰
男
色
鳴
、

　
　
大
鶴
鶉
天
皇
御
世
、
皇
子
瑞
歯
別
尊
誕
二
生
淡
路
宮
一
之
時
、
淡
路
瑞
井
水
奉
レ
灌
二

　
　
御
湯
⇒
干
レ
時
虎
杖
花
飛
二
入
御
湯
盆
中
「
色
鳴
宿
禰
称
二
天
神
寿
詞
「
奉
レ
号
日
二

　
　
多
治
比
瑞
歯
別
命
づ
乃
定
二
丹
治
部
於
諸
国
へ
為
二
皇
子
湯
沐
邑
づ
即
以
二
色
鳴
・

　
　
為
レ
宰
、
令
レ
領
二
丹
比
部
戸
「
因
号
二
丹
比
連
「
遂
為
二
氏
姓
コ
（
下
略
）

　

e
『
新
撰
姓
氏
録
』
河
内
国
神
別
・
檸
多
治
比
宿
禰

　
　
火
明
命
十
一
世
孫
殿
諸
足
尼
命
之
後
也
。
男
兄
男
庶
、
其
心
如
レ
女
、
故
賜
レ
捧

　
　
為
二
御
膳
部
「
次
弟
男
庶
、
其
心
勇
健
、
其
力
足
レ
制
一
r
十
千
軍
衆
「
故
賜
レ
靱
号
－

　
　
四
十
千
健
彦
「
因
負
二
姓
靱
負
一
。

　

d
・
e
は
、
八
色
の
姓
で
宿
禰
賜
姓
に
与
っ
た
手
綴
連
・
丹
比
連
・
靱
丹
比
連

（『書
紀
』
天
武
十
三
年
十
二
月
己
卯
条
）
の
存
在
を
考
慮
す
る
と
、
河
内
丹
比
の
柴

離
宮
に
奉
仕
し
た
丹
比
連
‖
丹
比
部
の
管
理
、
手
綴
連
1
1
膳
部
、
靱
丹
比
連
‖
靱
負

と
い
う
分
掌
を
示
す
も
の
で
、
宮
内
で
の
職
務
分
担
を
窺
わ
せ
る
材
料
と
な
る
。
同

様
に
、
『
古
事
記
』
雄
略
段
・
清
寧
段
で
は
単
に
白
髪
部
を
置
い
た
と
あ
る
が
、
そ
の

実
情
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

f
『
書
紀
』
清
寧
二
年
二
月
条

　
　
天
皇
恨
レ
無
レ
子
、
乃
遣
二
大
伴
室
屋
大
連
於
諸
国
「
置
二
白
髪
部
舎
人
・
白
髪
部

　
　
膳
夫
・
白
髪
部
靱
負
「
翼
垂
二
遺
跡
一
令
レ
観
二
於
後
⇒

　

ト
ネ
リ
の
系
譜
を
引
く
令
制
下
の
各
種
の
舎
人
や
帳
内
・
資
人
な
ど
が
宮
内
の
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

務
や
家
政
機
関
の
実
務
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
舎
人
1
1
宮
の
管
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理

（白
髪
部
の
全
体
的
管
理
）
、
膳
夫
‖
食
事
の
管
理
（
食
材
調
達
と
調
理
）
、
靱

負
‖
宮
の
警
備
が
宮
内
の
職
務
分
担
と
し
て
基
本
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。
以
上
の
よ
う
な
事
例
と
、
前
述
の
複
姓
の
額
田
部
氏
の
存
在
か
ら
、
額
田
部
皇

女
の
宮
へ
の
奉
仕
形
態
は
、
額
田
部
連
1
1
宮
の
管
理
（
額
田
部
の
全
体
的
管
理
）
、
額

田
部
湯
坐
連
1
1
額
田
部
皇
女
の
養
育
（
膳
部
的
役
割
を
含
む
日
常
生
活
面
全
般
ヵ
）

と
な
り
、
そ
の
他
、
額
田
部
河
田
連
1
1
皮
工
（
馬
、
警
備
？
）
、
額
田
部
砥
玉
1
1
玉
類

生
産

（装
身
具
作
製
？
）
な
ど
の
職
務
分
掌
も
存
し
た
。
そ
し
て
、
d
・
f
の
部
民

設
定
の

あ
り
方
を
参
照
す
る
と
、
出
雲
国
の
額
田
部
臣
、
長
門
国
・
豊
後
国
の
額
田

部
直
、
上
野
国
・
肥
後
国
の
額
田
部
君
（
表
1
）
と
、
出
雲
臣
・
長
門
凡
直
・
豊
国

直
・
上
毛
野
君
・
肥
君
な
ど
の
国
造
級
有
力
豪
族
の
同
族
が
額
田
部
皇
女
の
宮
に
出

仕

し
、
こ
れ
ら
の
国
々
を
始
め
と
す
る
各
国
の
額
田
部
か
ら
そ
の
出
仕
を
支
え
る
物

資
が
送
付
さ
れ
て
く
る
と
い
う
形
で
宮
の
経
営
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
統

括
を
行
っ
た
の
が
額
田
部
連
で
あ
っ
た
。

以
上
、
額
田
の
地
に
お
け
る
額
田
部
皇
女
の
宮
の
存
在
に
は
論
拠
不
充
分
な
点
が
残

る
が
、
額
田
部
の
由
来
に
関
し
て
は
、
名
代
説
を
と
る
べ
き
こ
と
、
ま
た
年
代
的
に

も
額
田
部
皇
女
を
起
点
と
す
る
こ
と
に
矛
盾
は
な
い
こ
と
を
述
べ
、
額
田
部
を
冠
す

る
諸
氏
の
職
務
分
掌
の
あ
り
方
を
推
定
し
た
。
こ
う
し
た
名
代
の
氏
族
は
、
丹
比
連

や

白
髪
部
造
の
例
を
見
て
も
、
畿
内
の
中
小
豪
族
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
彼
ら
が
宮

に

奉
仕

し
、
名
代
と
し
て
仕
え
る
契
機
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
宮
へ
の
奉
仕
者
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
王
権
側
の
理
由
は
一
応
説
明
で
き
る
が
、
中
小
豪
族
の
側
に
も
そ

の
要
請
に
応
じ
る
だ
け
の
理
由
や
力
量
が
な
け
れ
ば
、
王
権
と
の
関
係
を
結
ぶ
契
機

を
充
分
に
解
明
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
次
に
豪
族
と
し
て
の
額
田
部

氏
の
発
展
を
検
討
し
て
み
た
い
。

2

平
群
の
馬
か
ら
額
田
の
馬
へ

大
和
国
平
群
郡
額
田
郷
を
額
田
部
連
の
本
拠
地
と
見
る
立
場
に
立
っ
て
、
ま
ず
こ

の
地
域
の
古
墳
の
動
向
を
概
観
し
、
豪
族
の
形
成
や
発
展
の
時
期
を
知
る
手
が
か
り

と
し
た
い
。
額
田
部
丘
陵
に
は
額
田
部
古
墳
群
と
称
さ
れ
る
古
墳
群
が
存
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

変
遷
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
五
世
紀
：
松
山
古
墳
（
円
墳
・
径
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
ー
五
世
紀
半
：
推
古
神
社
古

　
墳
（
前
方
後
円
墳
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
ー
六
世
紀
初
：
額
田
部
狐
塚
古
墳
（
前
方

　
後
円
墳
・
全
長
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
／
船
墓
古
墳
（
円
墳
・
径
二
〇
メ
ー
ト
ル
。
但
し
、

　
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
表
現
か
ら
考
え
る
と
、
前
方
後
円
墳
・
全
長
六
〇
メ

　

ー
ト
ル
か
）
ー
六
世
紀
前
半
：
南
方
古
墳
（
円
墳
・
径
；
ニ
メ
ー
ト
ル
）
／
堀
ノ
内

　
古
墳

（円
墳
・
二
五
メ
ー
ト
ル
）
1
六
世
紀
後
半
～
七
世
紀
前
半
：
鎌
倉
山
古
墳

　

こ
の
額
田
部
古
墳
群
に
関
し
て
は
、
明
確
な
前
期
古
墳
を
含
ま
ず
、
中
期
段
階
に

入

り
造
墓
活
動
が
活
性
化
す
る
と
の
指
摘
が
重
要
で
あ
る
。
古
墳
時
代
中
期
の
五
世

紀
以
前

に
お
い
て
は
、
こ
の
地
域
に
古
墳
を
築
き
得
る
有
力
豪
族
は
存
在
せ
ず
、
五

世
紀
に
な
っ
て
古
墳
を
築
造
す
る
豪
族
1
ー
ヤ
マ
ト
王
権
と
関
係
を
有
し
、
そ
の
身
分

表
象
と
し
て
円
墳
や
前
方
後
円
墳
を
築
く
者
が
登
場
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
こ
の
地
域
で
最
古
の
松
山
古
墳
が
円
墳
で
あ
り
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し

て

狐
塚
や

「額
田
部
宿
禰
先
祖
」
と
注
記
さ
れ
る
船
墓
な
ど
の
前
方
後
円
墳
が
現
れ

る
と
い
う
変
遷
に
も
注
目
し
た
い
。
当
初
は
円
墳
を
築
き
、
六
世
紀
頃
に
ヤ
マ
ト
王

権
内
で
の
地
位
確
立
に
伴
っ
て
前
方
後
円
墳
を
築
造
し
得
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
古
墳
に
関
す
る
知
見
を
ふ
ま
え
て
、
文
献
史
料
か
ら
当
地
の
豪
族
の
あ
り

方
に

つ
い
て

考
察
す
る
こ
と
の
で
き
る
材
料
を
探
り
た
い
。
当
地
域
に
前
方
後
円
墳

が

築
造

さ
れ
る
六
世
紀
頃
と
い
う
と
、
先
に
平
群
系
額
田
首
の
箇
所
で
触
れ
た
武
烈

即
位
前
紀
に
記
さ
れ
た
平
群
氏
の
滅
亡
と
い
う
平
群
郡
地
域
に
大
き
く
関
わ
る
事
件

が

起

き
て
い
る
。
平
群
氏
は
武
内
宿
禰
後
商
氏
族
の
一
つ
で
、
孝
元
記
に
よ
る
と
、

平
群
木
菟
宿
禰
が
始
祖
で
、
そ
の
子
孫
に
は
平
群
臣
・
佐
和
良
臣
・
馬
御
織
連
が
あ

る
と
い
う
。
『
書
紀
』
や
前
掲
の
『
紀
氏
家
牒
』
に
よ
り
系
図
を
描
く
と
次
の
よ
う
に

な
り
、
こ
の
系
譜
記
事
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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平
群
木
菟
宿
禰
－
平
群
真
鳥
大
臣
－
鮪

額
田
首
の
女

〔早
良
臣
〕

　
　
　
　
　
…
〔
平
群
臣
〕

額
田

駒
宿
禰
1
0
　
…
〔
馬
工
連
〕

　
平
群
氏
の
始
祖
平
群
木
菟
宿
禰
は
応
神
・
仁
徳
・
履
中
の
三
代
に
仕
え
た
伝
説
的

な
存
在
で
、
対
外
交
渉
・
征
討
に
従
事
し
た
経
歴
を
有
し
（
応
神
三
年
是
歳
条
、
同

十
六
年
八
月
条
）
、
皇
太
子
履
中
に
近
侍
し
て
そ
の
即
位
を
実
現
し
、
執
政
の
臣
と
し

て

活
躍
し
て
い
る
（
履
中
即
位
前
紀
、
同
二
年
十
月
条
）
。
そ
の
子
真
鳥
は
雄
略
・
清

寧
・
武
烈
朝
の
大
臣
で
あ
っ
た
（
雄
略
即
位
前
紀
十
一
月
甲
子
条
、
清
寧
元
年
正
月

壬
子
条
、
武
烈
即
位
前
紀
）
が
、
実
質
的
な
動
向
が
わ
か
る
の
は
武
烈
即
位
前
紀
の

み
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
平
群
臣
真
鳥
・
鮪
父
子
の
専
横
が
描
か
れ
、
大
伴
連
金
村
の

助
力
に
よ
る
真
鳥
・
鮪
父
子
の
討
滅
↓
武
烈
の
即
位
が
記
さ
れ
る
。

　
以
上
の

平
群
氏
の
滅
亡
お
よ
び
前
述
の
よ
う
に
平
群
氏
が
官
馬
を
飼
養
す
る
役
割

を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
額
田
部
湯
坐
連
・
河
田
連
の
伝
承
か
ら
額
田
部
連

も
五
世
紀
後
半
の
允
恭
朝
に
お
い
て
額
田
の
馬
貢
上
に
与
っ
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す

る
と
、
こ
の
六
世
紀
頃
の
平
群
氏
の
滅
亡
に
よ
っ
て
、
平
群
郡
地
域
か
ら
の
貢
馬
が

額
田
部
連
に
独
占
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
額
田
部
連
氏
の
発
展
や
ヤ
マ
ト
王

権

と
の
関
係
強
化
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か

し
、
平
群
氏
が
本
拠
と
し
た
平
群
谷
の
古
墳
は
六
世
紀
以
降
の
も
の
が
多
く
、
平
群

氏
は

皇
室
と
の
婚
姻
例
も
な
く
、
同
族
は
少
な
い
し
、
平
群
部
の
分
布
も
限
ら
れ
る

と
い
う
よ
う
に
、
『
書
紀
』
に
描
か
れ
た
よ
う
な
五
世
紀
代
に
大
き
な
力
を
有
し
た
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銘
）

で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
と
す
る
見
解
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
『
書
紀
』
で
は
崇
峻
即
位

前
紀
の
物
部
守
屋
討
伐
軍
に
平
群
臣
神
手
、
推
古
三
十
一
年
是
歳
条
の
征
新
羅
副
将

軍
平
群
臣
宇
志
が
見
え
、
六
・
七
世
紀
に
ヤ
マ
ト
王
権
の
有
力
豪
族
と
し
て
の
地
位

を
保
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
天
武
十
年
三
月
丙
戌
条
で
は
大
山
下
平
群
臣
子
首
が

帝
紀
・
上
古
諸
事
記
定
に
加
わ
り
、
持
統
五
年
八
月
癸
卯
条
で
は
墓
記
を
提
出
し
た

十
八

氏
の
中
に
登
場
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
平
群
氏
は
六
世
紀
以
降
に
活
躍
す
る

氏
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

と
す
る
と
、
平
群
氏
の
滅
亡
↓
額
田
部
氏
の
台
頭
の
図
式
を
描
く
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
両
氏
は
郡
領
氏
族
と
し
て
当
地
に
勢
力
を
有
し
た
よ
う
で

あ
る
か
ら
、
平
群
氏
の
存
在
を
葬
り
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
、
額
田
の
馬
の
貢

上
が

允
恭
朝
に
懸
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
允
恭
は
倭
王
済
に
比
定
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
の
讃
・
珍
と
は
別
の
王
統
に
属
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
お

り
、
五
世
紀
代
に
大
き
な
権
力
を
有
し
た
葛
城
氏
と
王
権
と
の
関
係
が
転
換
す
る
の

が

こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
允
恭
五
年
七
月
条
で
は
葛
城
襲
津
彦
の
孫
玉
田
宿
禰
詠
殺

が
行
わ
れ
、
一
方
、
大
伴
氏
と
し
て
実
在
が
確
実
な
大
伴
室
屋
が
藤
原
部
の
点
定
な

ど
、
大
王
の
近
侍
者
と
し
て
活
躍
す
る
（
允
恭
十
一
年
三
月
丙
午
条
）
の
が
、
允
恭

朝
で
あ
る
。
そ
し
て
、
雄
略
朝
に
は
葛
城
氏
を
滅
ぼ
し
、
大
伴
・
物
部
な
ど
の
伴
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

氏
族
を
従
え
た
大
王
の
権
力
が
確
立
す
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
見
解
を
参
照
す
る
と
、
允
恭
朝
か
ら
伴
造
氏
族
の
台
頭
が
始
ま
る
と
見

て

も
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ヤ
マ
ト
王
権
と
同
格
の
豪
族
が
王
権
を
支
え
る
時

代
か
ら
、
王
が
自
己
の
臣
僚
を
有
し
、
大
王
と
し
て
君
臨
す
る
過
程
の
中
で
、
平
群

氏
の
官
馬
飼
養
伝
承
に
窺
わ
れ
る
よ
う
な
有
力
豪
族
に
よ
る
飼
馬
掌
握
に
対
し
て
、

王
権
に

直
属
す
る
飼
馬
の
担
い
手
と
し
て
額
田
部
氏
が
登
場
す
る
と
考
え
る
訳
で
あ

る
。
後
述
の
よ
う
に
、
推
古
朝
に
活
躍
す
る
額
田
部
連
比
羅
夫
は
騎
馬
の
長
と
し
て

の
役
割
を
勤
め
て
お
り
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
飼
馬
・
騎
馬
を
支
え
る
額
田
部
氏
の
伝
統

を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
始
源
に
は
五
世
紀
後
半
の
ヤ
マ

ト
王
権
の
構
造
の
変
化
、
王
権
に
直
属
す
る
飼
馬
の
担
い
手
の
選
考
が
あ
り
、
前
述

の

よ
う
に
、
生
駒
山
東
麓
に
お
け
る
飼
馬
の
伝
統
が
そ
れ
に
応
じ
得
る
豪
族
額
田
部

氏
を
用
意
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
平
群
氏
討
滅
の
存
否
は
保
留
し
て
お
き
た
い
が
、

平
群
系
額
田
首
は
生
駒
山
西
麓
に
居
住
し
て
お
り
、
古
墳
の
変
遷
か
ら
見
て
も
、
平

群
谷
の
地
域
と
額
田
の
地
と
は
平
行
し
て
発
展
し
て
い
る
の
で
、
平
群
系
馬
工
連
に

よ
る
飼
馬
が
別
に
行
わ
れ
た
可
能
性
は
否
定
し
な
い
。
た
だ
、
ヤ
マ
ト
王
権
に
と
っ
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て

は

額
田
部
氏
の
飼
馬
が
占
め
る
重
要
性
は
高
く
、
額
田
部
氏
発
展
の
基
礎
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

額
田
の
馬
飼
養
を
想
定
し
た
い
。

　
で

は
、
何
故
額
田
地
域
の
豪
族
が
採
用
さ
れ
た
の
か
。
生
駒
山
東
麓
の
馬
牧
の
存

在
、
額
田
の
馬
貢
上
と
と
も
に
、
平
群
郡
額
田
郷
の
立
地
条
件
も
考
慮
し
て
お
き
た

い
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
地
は
大
和
盆
地
に
お
け
る
河
川
交
通
の

拠
点
で
あ
っ
た
（
図
1
）
。
佐
保
川
と
初
瀬
川
の
合
流
点
が
額
田
部
台
地
の
南
に
存
し
、

も
う
少
し
西
で
は
寺
川
・
曾
我
川
・
富
雄
川
な
ど
が
大
和
川
に
合
流
す
る
。
難
波
か

ら
ヤ
マ
ト
王
権
の
所
在
地
で
あ
る
三
輪
山
周
辺
や
飛
鳥
に
至
る
に
は
、
大
和
川
を
遡

り
、
こ
の
額
田
の
地
で
分
岐
し
て
初
瀬
川
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
ヤ
マ
ト
王
権
と
そ

の
外
港
難
波
と
の
交
通
の
面
で
重
要
な
拠
点
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
河
川
交
通
上
の
要
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
陸
上
交
通
の
上
で
も
、
こ
の
地

域
は
注
目
さ
れ
る
。

　

g
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
藤
原
宮
』
七
八
号
木
簡

・
弥
努
王
等
聾
囎
二
処

　
　
　
〔
欲
東
力
〕

　
　
「
口
口
口
口
」
「
口
口
」

　
・
使
部
使
口
口
［
口
］
連
連
連

　
　
　
　
　

〔

連
ヵ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
・
二
八
・
四

h
『
続
紀
』
勝
宝
元
年
十
二
月
戊
寅
条

遣
二
五
位
十
人
・
散
位
廿
人
・
六
衛
府
舎
人
各
廿
人
「
迎
二
八
幡
神
於
平
群
郡
コ

是
日
入
レ
京
、
即
於
二
宮
南
梨
原
宮
「
造
二
新
殿
「
以
為
二
神
宮
へ
請
二
僧
四
十
目

悔
過
七
日
。

i
『
東
大
寺
要
録
』
巻
四
所
引
「
大
和
尚
伝
」

勝
宝
六
載
甲
午
二
月
一
日
至
二
難
波
駅
◎
…
三
日
至
二
河
内
国
守
藤
原
魚
名
庁
「

　
…
明
発
二
取
大
和
国
平
涼
駅
宿
へ
在
レ
道
勅
使
催
令
レ
入
レ
京
。
至
二
平
涼
駅
ハ
略

　
敵
息
少
時
入
レ
京
。

i
に
よ
る
と
、
難
波
↓
河
内
国
庁
と
道
を
と
っ
た
鑑
真
一
行
は
、
河
内
か
ら
平
城

京
に

入

る
際
、
平
涼
駅
を
経
由
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
平
涼
駅
は
、
『
日
本
霊
異

記
』
中
巻
第
一
七
話
に
平
群
郡
鵤
村
の
岡
本
尼
寺
（
法
起
寺
）
の
観
音
銅
像
を
盗
ん

だ
盗
人
が
「
平
群
駅
西
方
、
有
一
少
池
⊂
に
銅
像
を
隠
し
て
お
い
た
と
い
う
話
が
あ

り
、
平
群
駅
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
h
に
も
八
幡
神
入
京
に
際
し
て
平
群

郡
を
経
由
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
難
波
ー
大
和
の
陸
上
交
通
に
お
い
て
平
群

郡
・
平
群
駅
の
占
め
る
重
要
性
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
平
群
駅
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、

9
の
平
群
・
大
坂
を
『
書
紀
』
天
武
八
年
十
一
月
是
月
条
「
初
置
二
関
於
龍
田
山
・
大

坂
山
「
伍
難
波
築
二
羅
城
こ
に
対
応
す
る
も
の
と
見
て
、
龍
田
山
関
1
1
平
群
関
、
即

ち
現
奈
良
県
生
駒
郡
三
郷
町
大
字
立
野
の
龍
田
神
社
付
近
と
す
る
の
が
有
力
で
あ
ろ

（5
1
）

う
。　

先
述
の
神
武
即
位
前
紀
で
は
龍
田
越
え
は
「
其
路
狭
瞼
、
人
不
レ
得
二
並
行
一
」
と
し

て

生

駒
越

え
を
行
っ
た
と
あ
る
が
、
壬
申
の
乱
の
際
、
大
伴
吹
負
は
河
内
か
ら
進
軍

し
て
来
る
近
江
方
の
軍
隊
を
龍
田
で
防
い
で
お
り
（
天
武
元
年
七
月
壬
子
条
）
、
や
は

り
大
和
と
河
内
の
交
通
の
拠
点
で
あ
り
、
現
在
も
大
阪
府
と
奈
良
県
を
結
ぶ
道
路
が

通
っ
て
い
る
。
こ
の
地
は
倭
名
抄
平
群
郡
那
珂
郷
に
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
平
群

駅
が

存
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
な
お
、
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
三
五
話
に
よ
る

と
、
平
群
の
山
寺
に
居
住
す
る
僧
が
河
内
国
若
江
郡
遊
宜
村
や
難
波
市
と
通
交
し
て

い

る
例
が
あ
り
、
河
内
や
難
波
と
の
交
通
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以

上
の
検
討

に
よ
る
と
、
陸
上
交
通
の
拠
点
平
群
駅
の
所
在
は
額
田
の
地
か
ら
六
～
七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
と
な
る
が
、
陸
上
交
通
で
必
要
な
馬
を
把
握
し
て
い
た
の
が
額
田

部
氏
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
難
波
ー
大
和
の
河
川
交
通
へ
の
関
与
と
同
様
、
陸
上
交

通
に
お
い
て
も
例
え
ば
平
群
駅
へ
の
馬
の
供
給
に
携
わ
る
と
い
っ
た
形
で
、
額
田
部

氏
の

関
与
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
額
田
の
地
は
北
の
横

大
路
・
筋
違
道
（
図
1
）
に
も
近
接
し
て
お
り
、
陸
上
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　
以

上
、
額
田
部
氏
台
頭
の
要
因
と
し
て
、
額
田
の
馬
貢
上
に
よ
り
王
権
に
直
属
し

て

飼
馬
を
掌
る
役
割
を
担
っ
た
こ
と
、
河
川
交
通
の
要
所
と
し
て
の
額
田
の
地
や
陸
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上
交
通
で
も
平
群
駅
と
い
う
拠
点
を
有
す
る
平
群
郡
の
立
地
な
ど
が
推
定
さ
れ
、
ヤ

マ

ト
王
権
の
交
通
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に
も
こ
の
地
の
豪
族
の
力
を
借
り
る
必

要
が
あ
り
、
額
田
部
氏
が
王
権
に
出
仕
す
る
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
た
。
で
は
、
額

田

部
氏
と
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
先
に
保
留
し

て

お
い
た
額
田
部
連
の
氏
人
の
活
躍
を
検
討
し
、
王
権
内
で
の
額
田
部
氏
の
位
置
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

3
　
額
田
部
連
と
ヤ
マ
ト
王
権

　
先
述
の
よ
う
に
、
額
田
部
連
の
確
実
な
初
見
は
『
書
紀
』
欽
明
二
十
二
年
是
歳
条

で

あ
る
。
以
下
、
六
、
七
世
紀
に
お
け
る
額
田
部
連
の
活
躍
を
整
理
し
、
ヤ
マ
ト
王

権
と
額
田
部
氏
の
関
係
、
王
権
内
部
で
の
位
置
づ
け
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

　

ー
『
日
本
書
紀
』
欽
明
二
十
二
年
是
歳
条

　
　
復
遣
二
奴
氏
大
舎
一
献
’
前
調
賦
コ
於
二
難
波
大
郡
「
次
二
序
諸
蕃
づ
掌
客
額
田
部

　
　
連
・
葛
城
直
等
使
列
レ
干
二
百
済
之
下
「
而
引
導
。
大
舎
怒
還
不
レ
入
二
館
舎
一
、
乗

　
　
レ
船
帰
至
二
穴
門
つ
於
レ
是
、
修
二
治
穴
門
館
「
大
舎
間
日
、
為
二
誰
客
・
造
。
工
匠

　
　
河
内
馬
飼
首
押
勝
欺
給
日
、
遣
レ
問
茜
方
無
ジ
礼
使
者
之
所
レ
停
宿
処
也
。
大
舎

　
　
還
レ
国
告
二
其
所
万
言
。
故
新
羅
築
二
城
於
阿
羅
波
斯
山
「
以
備
二
日
本
。

　
k
『
日
本
書
紀
』
推
古
十
六
年
八
月
癸
卯
条

　
　
唐
客
入
レ
京
。
是
日
、
遣
二
飾
騎
七
十
五
疋
一
而
迎
二
唐
客
於
海
石
榴
市
衝
℃
額
田

　
　
部
連
比
羅
夫
以
告
二
礼
辞
一
焉
。

　
1
『
惰
書
』
巻
八
一
東
夷
伝
倭
国
条

　
　
（
上
略
）
倭
王
遣
二
小
徳
阿
輩
毫
一
従
二
数
百
人
「
設
二
儀
杖
「
鳴
鼓
角
一
来
迎
。

　
　
後
十
日
、
又
大
礼
寄
多
砒
従
一
二
百
余
騎
一
郊
労
、
既
至
二
彼
都
⇒
（
下
略
）

　
m
『
日
本
書
紀
』
推
古
十
八
年
十
月
丙
申
条

　
　
新
羅
・
任
那
使
人
藻
二
於
京
コ
是
日
、
命
二
額
田
部
連
比
羅
夫
一
為
下
迎
二
新
羅
客
一

　
　
荘
馬
之
長
h
以
二
膳
臣
大
伴
一
為
下
迎
任
那
客
一
荘
馬
之
長
』
即
安
置
阿
斗
河
辺

　
　
館
「

　

n
『
日
本
書
紀
』
推
古
十
九
年
五
月
五
日
条

　
　
薬
二
猟
於
兎
田
野
つ
取
二
鶏
鳴
時
一
集
二
干
藤
原
池
上
「
以
二
会
明
一
乃
往
之
。
粟
田

　
　
細
目
臣
為
二
前
部
領
「
額
田
部
連
比
羅
夫
連
為
二
後
部
領
づ
是
日
、
諸
臣
服
色
皆

　
　
随
二
冠
色
へ
各
著
二
誓
華
づ
則
大
徳
・
小
徳
並
用
レ
金
、
大
仁
・
小
仁
用
二
豹
尾
「

　
　
大
礼
以
下
用
二
鳥
尾
づ

　

o
『
日
本
書
紀
』
大
化
元
年
八
月
癸
卯
条

　
　
遣
二
使
於
大
寺
「
喚
二
聚
僧
尼
一
而
詔
日
、
（
中
略
）
凡
自
二
天
皇
一
至
二
干
伴
造
「
所
レ
造

　
　
之
寺
、
不
レ
能
レ
営
者
、
朕
皆
助
作
。
令
レ
拝
三
寺
司
等
与
二
寺
主
へ
巡
二
行
諸
寺
「

　
　
験
二
僧
尼
・
奴
碑
・
田
畝
之
実
「
而
尽
顕
奏
。
即
以
二
来
目
臣
〈
闘
名
〉
・
三
輪

　
　

色
夫
君
・
額
田
部
連
甥
一
為
二
法
頭
市

　

p
『
日
本
書
紀
』
大
化
五
年
三
月
甲
戌
条

　
　
以
二
蘇
我
山
田
大
臣
一
而
被
レ
毅
者
、
田
口
臣
筑
紫
・
耳
梨
道
徳
・
高
田
醜
〈
此
云
二

　
　
之
渠
一
〉
雄
・
額
田
部
湯
坐
連
〈
闘
名
〉
・
秦
吾
寺
等
凡
十
四
人
、
被
レ
絞
者
九

　
　
人
、
被
レ
流
者
十
五
人
。

　

ま
ず
額
田
部
連
の
活
動
と
し
て
、
ー
の
掌
客
、
k
～
m
の
郊
労
と
、
外
交
儀
礼
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

関
わ
る
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。
延
喜
太
政
官
式
に
は
蕃
客
入
朝
の
際
の
掌
客
二
名
の

任
命
が
記
さ
れ
て
お
り
、
掌
客
使
は
客
館
で
の
饗
宴
を
行
っ
た
り
、
儀
式
の
際
に
客

館
と
朝
廷
の
間
を
送
迎
し
た
り
（
『
儀
式
』
第
七
「
正
月
七
日
儀
」
末
尾
に
「
掌
客
使
井

左
右
京
職
相
共
送
二
鴻
膿
館
一
」
と
あ
る
）
と
、
客
館
滞
在
中
の
客
徒
の
世
話
を
す
る

こ
と
を
任
務
と
し
た
。
そ
の
任
命
者
の
例
は
表
2
の
通
り
で
あ
り
、
九
世
紀
後
半
～

十
世
紀
の
任
命
者
は
い
ず
れ
も
文
人
と
し
て
著
名
な
人
々
が
含
ま
れ
て
お
り
、
客
館

で
の

饗
宴
に
は
詩
文
に
よ
る
交
歓
が
不
可
欠
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
よ
う
な
教
養
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
題

必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
表
中
の
都
宿
禰
言
道
は
「
若
非
レ
佳
令
三
何
示
二
遠
人
こ

と
し
て
、
名
前
を
良
香
と
改
め
る
程
の
配
慮
を
以
て
臨
ん
で
お
り
（
『
日
本
三
代
実
録
』

貞
観
十
四
年
五
月
七
日
条
）
、
彼
ら
の
掌
客
の
職
務
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
窺
わ
れ
る
。

六
、
七
世
紀
の
事
例
で
は
、
渡
来
系
の
人
々
や
凡
河
内
直
氏
の
よ
う
な
外
交
・
接
客

に

通
じ
て
い
る
者
が
任
用
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
客
徒
に
与
え
る
印
象
や
接
客
の
技
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表2　掌客使・郊労使の任命例

年　月　日 職名 官　職等 人　　名 備　　　考

欽明31・7・是月条 守護人 東漢坂上直子麻呂

錦部首大石

推古16・6・丙辰条 掌客 中臣宮地連摩呂

大河内直糠手

船史王平

貞観14・4・16条 掌客使 正六上少内記

正六上式部少丞

都宿禰言道

平朝臣季長

元慶7・4・2条 掌客使 正六上右衛門大尉

従八上文章得業生

坂上大宿禰茂樹

紀朝臣長谷雄

延喜8・4・2条

扶桑略記

掌客使 式部大丞

散位

紀淑光

菅原淳茂

延喜20・4・2条

貞信公記

掌客使 民部大丞 藤原朝臣季方

大江朝臣朝綱

慶雲2・11・己丑条 騎兵将軍 正五上 紀朝臣古麻呂 諸国騎兵徴発

和銅7・11・庚戌条 左将軍

副将軍

右将軍

副将軍

従四下

従五上

従五下

従四下

従五上

従五下

大伴宿禰旅人

多治比真人広成

久米朝臣広人

石上朝臣豊庭

上毛野朝臣広人

粟田朝臣人

畿内七道騎兵990を徴発

和銅7・12・己卯条 従六下

正七上

布勢朝臣人

大野朝臣東人

騎兵170で三崎に迎える

勝宝4

（宝亀10・4・辛卯条）

新羅王子らを迎馬で迎える

宝亀10・4・庚子条 将軍 騎兵200・蝦夷20人で京城門外三橋に迎える

承和9・3・癸亥条 郊労使 従五下式部少輔 藤原朝臣諸成

嘉祥2・4・辛亥条 郊労使 従五下左近衛少将 良峯朝臣宗貞 勅使として慰労

貞観15・5・15条 郊労使 従五上右近衛少将 藤原朝臣山陰

元慶7・4・28条 郊労使 正五下右近衛少将 平朝臣正範 山城国宇治郡山階野辺にて郊労→鴻臆館へ

※出典を記していないのは、すべて当該国史。
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（
題

術
を
考
慮
し
て
の
人
選
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
ー
も
そ
の

よ
う
な
点
を
勘
案
し
た
人
選
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
任
命
さ
れ
た
葛
城
直
は
『
書
紀
』

欽
明
三
十
一
年
四
月
是
月
条
に
越
に
到
着
し
た
高
句
麗
使
を
迎
え
る
た
め
に
東
漢
氏

直
糠
児
・
葛
城
直
難
波
が
派
遣
さ
れ
た
例
が
あ
り
、
外
交
・
迎
客
の
役
割
を
期
待
さ

れ
て

い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
平
群
郡
額
田
郷
の
地
は
河
川
交
通

の

要
所
で
あ
り
、
往
来
者
と
接
触
・
交
流
す
る
機
会
も
多
く
、
額
田
部
連
も
迎
客
・

接
客
の
技
術
を
期
待
し
て
の
起
用
で
あ
っ
た
と
見
な
し
た
い
。

　
次

に
k
～
m
は
郊
労
使
と
し
て
の
額
田
部
連
比
羅
夫
の
活
躍
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

郊
労
使
は

入
京
す
る
客
徒
を
郊
外
で
迎
え
、
入
京
・
客
館
へ
の
安
置
を
先
導
す
る
役

割

で
、
延
喜
太
政
官
式
で
は
一
名
を
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
表
2
に
読

み
取
れ

る
よ
う
に
、
奈
良
時
代
に
は
騎
兵
将
軍
を
任
命
し
て
騎
兵
（
迎
馬
）
を
以
て

入
京
時
の
郊
労
を
行
う
の
が
通
例
で
あ
り
、
式
制
の
よ
う
な
形
は
平
安
時
代
に
な
っ

て

か

ら
現
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
k
～
m
の
郊
労
は
奈
良
時
代
の
あ
り
方
と
類
似
し
て

お
り
、
奈
良
時
代
の
郊
労
が
前
代
の
方
法
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ

る
。
k
・
1
の
惰
使
に
対
す
る
賓
礼
は
、
こ
の
時
将
来
さ
れ
た
惰
の
礼
書
『
惰
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

儀
礼
』
に
基
づ
く
中
国
風
の
礼
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
事
実
、
日
本
の
遣
唐

使
が
長
安
に
入
京
す
る
際
に
は
飾
馬
で
迎
え
ら
れ
た
と
す
る
記
録
が
存
す
る
（
『
続
紀
』

宝
亀
九
年
十
一
月
乙
卯
条
、
『
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
六
月
乙
巳
条
）
。
し
た
が
っ
て

飾
馬
に
よ
る
入
京
時
の
郊
労
は
中
国
の
賓
礼
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
額
田
部
連
比

羅
夫
は

新
し
い
礼
法
に
基
づ
く
儀
礼
を
滞
り
な
く
執
行
す
る
だ
け
の
技
量
を
有
し
て

い
た

の

で

あ
っ
た
。
な
お
、
平
安
時
代
の
郊
労
使
に
近
衛
府
官
人
の
起
用
例
が
多
い

の

は
、
近
衛
が
近
侍
官
と
し
て
の
地
位
を
高
め
、
様
々
な
勅
使
に
任
用
さ
れ
た
た
め

　
　
（
5
6
）

で

あ
り
、
近
衛
に
は
容
儀
も
必
要
で
あ
り
、
客
徒
に
与
え
る
印
象
に
も
配
慮
し
て
の

起
用
で
あ
ろ
う
。

　
額
田

部
連
比
羅
夫
は
k
で
礼
辞
を
述
べ
て
お
り
、
郊
労
使
に
必
要
な
客
徒
に
与
え

る
印
象
（
容
儀
）
と
儀
礼
を
執
行
で
き
る
教
養
と
を
期
待
さ
れ
て
の
人
選
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
m
で
も
再
度
登
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
彼
が
そ
う
し
た
条
件
を
満
た

す
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
外
交
儀

礼
を
行
う
に
相
応
し
い
資
質
と
と
も
に
、
n
の
薬
猟
の
部
領
使
の
例
を
A
口
せ
る
と
、

比
羅
夫
は

い
ず
れ
も
騎
馬
を
率
い
る
役
割
を
勤
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
先

述
の
よ
う
に
、
額
田
部
氏
は
生
駒
山
東
麓
に
あ
っ
て
額
田
の
馬
と
称
さ
れ
る
馬
の
飼

育
を
行
っ
て
お
り
、
馬
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
伝
統
を
有
し
て
い
る
。
比
羅

夫
の
他
に
、
m
で
は
膳
臣
大
伴
、
n
で
は
粟
田
臣
細
目
と
い
っ
た
ヤ
マ
ト
王
権
の
大

夫

ク
ラ
ス
の
氏
の
人
々
も
登
用
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
飼
馬
や
騎
馬
の
伝
統
を
有
し

た
か
は
不
明
で
あ
り
、
大
夫
ク
ラ
ス
の
典
雅
な
資
質
を
考
慮
し
て
の
も
の
か
と
推
定

さ
れ
る
。
比
羅
夫
だ
け
が
三
度
に
亘
る
登
用
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
や
は

り
額
田
の
馬
貢
上
に
基
づ
く
氏
族
と
し
て
の
伝
統
が
一
つ
の
要
素
を
な
し
た
と
見
る

の
が

よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
o
の
額
田
部
連
甥
の
法
頭
就
任
は
、
法
頭
が
仏
教
統
制
の
中
央
機
関
で
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
（
5
7
）

と
を
考
え
る
と
、
額
田
部
氏
が
仏
教
を
崇
拝
し
、
仏
教
に
関
す
る
知
識
も
豊
富
で
あ

っ

た

こ
と
を
窺
わ
せ
、
外
交
儀
礼
へ
の
登
用
の
背
景
に
あ
る
教
養
の
あ
り
方
を
推
定

す
る
材
料
と
な
ろ
う
。
ま
た
仏
教
崇
拝
は
額
田
寺
の
建
立
と
関
係
し
な
い
か
否
か
興

味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
額
田
寺
の
檀
越
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
様
相
は
後
述
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

　
以

上
、
六
～
七
世
紀
の
額
田
部
連
の
活
動
を
概
観
し
た
。
で
は
、
何
故
六
世
紀
に

な
っ
て
ヤ
マ
ト
王
権
に
お
け
る
額
田
部
連
の
活
躍
が
始
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
額
田
部
連
の
由
来
に
戻
る
と
、
や
は
り
額
田
部
皇
女
（
推
古
天
皇
）
に
奉
仕
す
る

部
の
統
括
者
と
い
う
側
面
を
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ー
の
額
田
部
連
の
登
場

は

額
田
部
皇
女
の
誕
生
以
後
で
あ
り
、
額
田
部
の
管
掌
者
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヤ

マ

ト
王
権
に
出
仕
し
、
王
権
内
で
の
職
務
分
担
に
与
る
と
い
う
形
が
推
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
k
～
n
の
推
古
朝
に
お
け
る
額
田
部
連
比
羅
夫
の
活
躍
も
、
実
は
推
古

即
位

と
い
う
主
人
の
地
位
上
昇
に
伴
っ
て
、
そ
れ
に
奉
仕
す
る
人
々
も
王
権
内
で
の

任
務
に
関
与
す
る
と
い
う
構
図
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
厩
戸
皇
子

と
親
し
か
っ
た
秦
川
勝
が
推
古
朝
に
活
躍
す
る
の
も
、
同
様
の
事
象
と
見
る
こ
と
が
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で

き
よ
う
。
ま
た
p
に
よ
る
と
、
額
田
部
湯
坐
連
が
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
事
件
で

処
罰
さ
れ
て
お
り
、
額
田
部
氏
と
蘇
我
氏
の
関
係
が
窺
わ
れ
る
。
推
古
天
皇
は
蘇
我

稲
目
の
女
堅
塩
媛
所
生
の
皇
女
で
あ
り
、
「
朕
即
自
二
蘇
我
一
出
之
」
（
『
書
紀
』
推
古
三

十

二
年
十

月
癸
卯
朔
条
）
と
、
蘇
我
氏
出
自
た
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
て
い
た
。
と

す
る
と
、
推
古
天
皇
に
仕
え
る
額
田
部
連
の
人
々
が
蘇
我
氏
と
深
い
つ
な
が
り
を
持

っ

た

と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
p
に
現
れ
る
人
々
は
各
々
の
理
由
で
蘇
我
倉
家

と
の
関
係
を
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
額
田
部
湯
坐
連
に
関
し
て
は
推
古
ー
蘇
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馨

氏
と
い
う
ラ
イ
ン
を
推
定
で
き
る
と
考
え
た
い
。

　
平
安
時
代
に
は
、
例
え
ば
嵯
峨
天
皇
の
周
り
に
は
東
宮
時
代
に
仕
え
た
人
々
が
官

人

と
し
て
登
用
さ
れ
た
例
が
あ
り
、
院
政
期
に
は
乳
母
の
子
や
近
臣
が
国
政
に
関
与

す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
で
も
、
藤
原
仲
麻
呂
は
家
令
職
員
の
者

を
国
司
と
し
、
国
守
た
る
自
分
の
子
息
を
補
佐
さ
せ
て
お
り
、
家
政
と
国
政
が
オ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
5
9
）

バ

ー
ラ
ッ
プ
す
る
例
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
、
家
令
職
員
が
国
家
の

官
職
を
兼
帯
し
て
い
た
例
は
多
く
、
ま
た
選
叙
令
帳
内
資
人
条
に
は
「
凡
帳
内
・
資

人
等
、
才
堪
二
文
武
貢
人
一
者
、
亦
聴
二
貢
挙
づ
得
レ
第
者
、
於
二
内
位
一
叙
。
不
第
者
、

各
還
二
本
主
「
」
と
あ
り
、
主
人
は
自
家
の
者
を
推
挙
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
律
令
制
下
の
形
は
前
代
以
来
の
あ
り
方
を
継
承
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
律
令
国
家
成
立
以
前
で
は
、
伝
承
的
な
が
ら
、
次
の
例
も
著
名
で
あ
る
。
清
寧

紀
に

よ
る
と
、
清
寧
に
は
子
が
な
く
、
後
嗣
と
な
る
べ
き
者
を
捜
し
て
お
り
、
山
部

連
小
楯
が
見
つ
け
た
市
辺
押
磐
皇
子
の
子
仁
賢
・
顕
宗
兄
弟
を
迎
え
た
と
あ
る
。
小

楯
は
「
山
部
連
先
祖
伊
予
来
目
部
小
楯
」
（
『
書
紀
』
清
寧
二
年
十
一
月
条
）
で
あ
り
、

実
は

来
目
部
を
称
す
る
者
で
、
二
皇
子
発
見
の
賞
与
と
し
て
山
部
の
統
括
者
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
先
に
即
位
し
た
弟
顕
宗
の
即
位
前
紀
分
註
所
引
「
譜
第
」
に
よ
る
と
、

弘
計
王
‖
顕
宗
天
皇
は
別
名
を
来
目
稚
子
と
称
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
小
楯
の
活

躍
は

来

目
稚
子
に
仕
え
る
来
目
部
と
し
て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
推
定
さ
れ

　
　
　
　
　
（
6
0
）

る
所
以
で
あ
る
。

　
額
田

部
の
管
掌
者
額
田
部
連
と
し
て
の
活
動
に
は
不
明
の
部
分
が
多
い
が
、
額
田

部
連
が
額
田
部
皇
女
誕
生
後
に
初
出
し
、
推
古
天
皇
と
し
て
即
位
後
に
外
交
儀
礼
や

薬
猟
な
ど
の
朝
廷
の
行
事
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
背
景
に
は
額
田
部
皇

女
に
仕
え
る
額
田
部
の
統
括
者
と
し
て
の
あ
り
方
が
存
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。
最

後
に
、
こ
の
額
田
部
連
の
ヤ
マ
ト
王
権
内
で
の
地
位
は
如
何
程
の
も
の
で
あ
っ
た
か

に

触
れ
て

お
く
。
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
k
・
1
の
額
田
部
連
比
羅
夫
‖
寄

多
砒
の
大
礼
の
冠
位
で
あ
る
。
こ
れ
は
冠
位
十
二
階
の
第
五
番
目
で
あ
り
、
今
、
冠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

位
十
二
階
の
賜
与
者
を
整
理
す
る
と
、
表
3
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
冠
位
に
よ
る
区
別

は

ま
ず
儀
式
の
際
の
服
色
や
冠
の
装
飾
と
し
て
可
視
的
に
示
さ
れ
（
『
書
紀
』
推
古
十

一
年
十
二
月
壬
申
条
、
同
十
六
年
八
月
壬
子
条
）
、
所
謂
大
化
の
薄
葬
令
で
は
墓
築
造

の
面

な
ど
で
も
区
別
が
存
し
た
（
大
化
二
年
三
月
甲
申
条
、
表
4
）
。
表
4
で
大
礼
以

下

が
一
括
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
仁
位
と
礼
位
の
間
に
は
大
き

表3　冠位十：二階の賜与者

婆連、上毛野君

国、神主久遅良

臣
史
鳥
娑
清
連

　
　
　
　
土
膳
物

大礼…小野臣娃ヱ、吉士雄成、犬上君鯉田鍬、忌部首宇都庭麿、

　　　寄多砒（額田部連比羅夫）

小礼…鞍作福利

大信…大部屋栖野古連公

大義…坂上首名連、大三輪君弟隈

大智…和通部臣稚子

小智…伊福部臣久遅良・都牟自

※下線は複数の冠位に見える人物で、昇叙したものと推定される。
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な
壁
が
あ
り
、
仁
位
以
上
が
後
の
五
位
以
上
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
表
3

の

冠
位
賜
与
者
の
例
を
み
て
も
、
仁
位
以
上
に
は
ヤ
マ
ト
王
権
の
有
力
豪
族
、
大
夫

ク
ラ
ス
の
人
々
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
冠
位
は
個
人
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る

が
、
や
は
り
氏
族
の
位
置
づ
け
も
自
ず
と
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
額
田
部
連

は

冠
位
の
上
か
ら
は
低
い
位
置
に
あ
り
、
n
で
同
じ
く
薬
猟
の
部
領
を
勤
め
た
粟
田

臣
細
目
が
後
に
小
徳
と
し
て
現
れ
る
（
皇
極
元
年
十
二
月
甲
午
条
）
の
と
比
べ
る
と
、

ヤ
マ
ト
王
権
内
の
中
下
級
官
人
に
留
ま
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
れ
が
中
小
豪

族
額
田
部
氏
の
限
界
で
あ
っ
た
。

　
以

上
、
本
章
で
は
ヤ
マ
ト
王
権
と
額
田
部
氏
の
関
係
を
考
え
た
。
そ
の
結
論
を
整

理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

①
額
田

部
連
の
由
来
は
、
五
五
四
年
生
の
欽
明
の
子
女
額
田
部
皇
女
（
推
古
天
皇
）

表4　大化の薄葬令

墓 外域 役・日 惟帳 嬬車

王以上 内長9尺、

澗5尺

方9尋・

高5尋

1000人・7日 白布 有

上臣 〃 方7尋・

高3尋

500人・5日 〃

一

下臣 〃 方5尋・

高2尋半

250人・3日 〃

一

大仁・小仁 内長9尺、

高・澗4尺

封なし 100人・1日 〃

一

大礼以下

小智以上

〃 〃 50人・1日 ノノ

一

庶民 地に埋葬 一 一 鹿布
一

　

の
名
代
と
し
て
の
奉
仕
に
よ
る
も
の
と
見
る
の
が
よ
い
。
部
称
の
成
立
自
体
が
欽

　

明
の
子
女
と
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
部
民
制
の
成
立
も
こ
の
時
期
と
見

　

な
さ
れ
る
。

②
額
田
部
連
が
名
代
と
し
て
出
仕
す
る
契
機
と
し
て
、
生
駒
山
東
麓
の
馬
牧
で
の
飼

　
馬
従
事
、
陸
上
・
河
川
交
通
の
要
所
た
る
額
田
の
地
で
の
勢
力
確
立
が
掲
げ
ら
れ
、

　

こ
れ
を
背
景
に
ヤ
マ
ト
王
権
の
飼
馬
を
担
い
、
ま
た
額
田
部
皇
女
の
額
田
の
宮
へ

　

奉
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
額
田
部
連
の
活
躍
は
推
古
朝
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
外
交
儀
礼
や
貢
馬
の
伝
統

　
を
背
景
と
し
た
騎
馬
に
よ
る
奉
仕
が
行
わ
れ
て
い
る
。
額
田
部
皇
女
の
名
代
の
伴

　
造
と
し
て
家
政
か
ら
国
政
へ
進
出
し
た
事
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
蘇
我

　
氏
出
自
の
額
田
部
皇
女
と
の
関
係
か
ら
、
蘇
我
氏
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
者
も
あ

　
っ
た
。

④
但

し
、
ヤ
マ
ト
王
権
内
で
の
位
置
づ
け
は
、
中
下
級
官
人
ク
ラ
ス
で
、
中
小
豪
族

　

と
し
て
の
額
田
部
氏
の
限
界
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
以
下
で
検
討
す
る
奈
良

　
時
代
以
降
の
額
田
部
氏
の
動
向
と
符
合
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑤
な
お
、
額
田
部
連
が
外
交
儀
礼
で
活
躍
す
る
の
は
、
礼
儀
に
通
じ
る
教
養
を
持
っ

　
て

い

た
こ
と
と
と
も
に
、
額
田
の
地
の
立
地
か
ら
、
外
来
者
と
の
接
触
が
頻
繁
で
、

　
接
客
の
技
術
な
ど
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
。
ま
た
法
頭
へ
の
登
用
者

　
の
存
在

は
、
額
田
部
氏
と
仏
教
と
の
関
わ
り
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
額
田
寺

　
の
建
立
を
考
え
る
材
料
と
な
る
。

　
以
上
で
律
令
国
家
成
立
以
前
の
額
田
部
氏
の
考
察
を
終
え
、
次
章
で
は
八
世
紀
以

降
の
動
向
や
額
田
寺
の
檀
越
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
あ
り
方
な
ど
に
言
及
し
た
い
。

③
律
令
制
下
の
額
田
部
氏

　
本
章
で
は
奈
良
時
代
以
降
の
額
田
部
氏
の
動
向
を
探
る
。
ヤ
マ
ト
王
権
で
の
額
田

部
連
は
中
小
豪
族
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
律
令
官
人
と
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し
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
前
二
章
で
の
考
察
で
は
、
在
地
豪
族
と
し
て
の
額

田
部
氏
の
様
相
や
額
田
寺
と
の
関
係
を
究
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
額
田
寺

伽
藍
並
条
里
図
」
の
解
読
の
た
め
に
も
、
豪
族
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
あ
り
方
を
検

討
し
た
い
と
考
え
る
。

1
　
律
令
官
人
と
し
て
の
動
向

　
律
令
制
下
に
お
け
る
額
田
部
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
系
譜
の
検
討
の
中
で
、
額

田
部
湯
坐
連
息
長
・
長
吉
、
額
田
部
河
田
連
三
當
な
ど
の
存
在
が
知
ら
れ
る
こ
と
に

触
れ

た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
外
従
五
位
下
か
ら
五
位
に
達
す
る
例
で
、
そ
れ
以
後
の

経
歴
は

不
明
で
あ
る
が
、
複
姓
の
同
族
が
外
階
コ
ー
ス
を
と
り
、
五
位
到
達
を
最
高

位

と
す
る
中
下
級
官
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
額

田
部
連
（
宿
禰
）
に
関
し
て
は
、
正
史
に
は
『
続
紀
』
文
武
四
年
六
月
甲
午
条
に
進

大
壱
（
大
初
位
上
相
当
）
額
田
部
連
林
が
見
え
、
大
宝
律
令
撰
定
に
与
る
者
が
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
は
例
が
な
い
。
額
田
部
連
は
天
武
十
三
年
に
宿

禰
賜
姓

に
与
っ
て
い
る
の
で
、
連
姓
を
称
す
る
林
は
傍
流
に
属
す
る
人
物
で
あ
っ
た

の
で

あ
ろ
う
。
但
し
、
外
交
儀
礼
や
仏
教
な
ど
先
進
的
知
識
を
有
し
た
額
田
部
連
氏

の
伝
統
を
背
景
に
、
律
令
撰
定
に
参
加
し
た
も
の
と
は
推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

　
以
上
の

よ
う
に
、
正
史
の
中
に
は
額
田
部
氏
は
殆
ど
姿
を
現
さ
な
い
。
し
か
し
、

近
年
発
掘
が
進
む
平
城
宮
・
京
跡
出
土
の
木
簡
に
は
額
田
部
氏
も
散
見
し
て
お
り
、

本
節
で
は
そ
れ
ら
の
史
料
に
依
拠
し
て
、
律
令
官
人
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
動
向
を

考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
1
）
中
下
級
官
人

　
平
城
宮
・
京
木
簡
に
登
場
す
る
額
田
・
額
田
部
氏
の
史
料
は
別
掲
の
如
く
で
あ
る
。

官
職
が

わ
か
る
の
は
、
舎
人
・
史
生
・
位
子
・
近
衛
・
衛
士
な
ど
で
あ
り
、
位
階
は

初
位
な
い
し
八
位
と
な
っ
て
い
る
。
軍
防
令
内
六
位
条
に
は
「
凡
内
六
位
以
下
、
八

位
以
上
嫡
子
、
年
廿
一
以
上
、
見
無
二
役
任
一
者
、
毎
レ
年
京
国
官
司
。
勘
検
知
レ
実
、

責
レ
状
簡
試
、
分
為
二
三
等
⇒
儀
容
端
正
、
工
二
於
書
算
一
、
為
二
上
等
つ
身
材
強
幹
、
便
二

於
弓
馬
「
為
二
中
等
「
身
材
劣
弱
、
不
レ
識
二
文
算
へ
為
一
下
等
コ
十
二
月
借
日
以
前
、

上
等
・
下
等
、
送
二
式
部
一
簡
試
、
上
等
為
二
大
舎
人
「
下
等
為
二
使
部
「
中
等
送
二
兵
部
「

試
練
為
二
兵
衛
づ
如
不
レ
足
者
、
通
取
二
庶
子
「
」
と
あ
り
、
位
子
の
大
舎
人
・
兵
衛
・

使
部
へ
の
任
用
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
に
見
え
る
額
田
部
氏
の
官
職
・
位
階
は

こ
の
位
子
ク
ラ
ス
の
人
々
が
登
用
さ
れ
る
も
の
と
類
似
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
額

田

部
氏
が

五
位
到
達
を
最
高
位
と
す
る
、
六
位
～
八
位
の
中
下
級
官
人
層
を
な
し
た

こ
と
を
如
実
に
示
す
材
料
と
評
価
し
た
い
。
そ
の
他
、
表
1
に
よ
る
と
、
大
宰
府
史

生

と
し
て
額
田
部
連
君
麻
呂
が
見
え
る
が
、
こ
れ
も
史
生
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
し
た

が

っ

て

律
令
官
人
と
し
て
の
額
田
部
氏
は
、
前
代
の
中
小
豪
族
と
い
う
位
置
づ
け
を

引
き
継
ぎ
、
中
下
級
官
人
層
を
形
成
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
五
位
に
達
す
る

者
も
殆
ど
な
く
、
正
史
に
は
登
場
し
な
い
と
結
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
で

は
、
中
下
級
官
人
と
し
て
の
奉
仕
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
西
宮
兵
衛

木
簡
お
よ
び
二
条
大
路
木
簡
の
中
に
、
門
の
警
備
に
従
事
す
る
額
田
部
氏
の
様
相
が

看
取
で
き
る
の
で
、
次
に
そ
の
検
討
を
行
い
た
い
。

・
梗
田
　
甘
宅
宮

　
　
　
　
一
口

・

酉
給
止
申
口
口
（
天
地
逆
）

　
　
　
　
〔
頒
力
〕

　
　
　
　
　
『
藤
原
宮
木
簡
』

　
　
デ
カ
〕

・
各
田
口

・
口－

□
額
田
部
男
龍

・
　
額
田
部
男
龍

一
ー
三
六
号

（八
七
）
・
（
一
四
）
・
二
　
〇
八
一

『飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
六
－
八
頁
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『
平
城
宮
木
簡
』
二
ー
二
七
六
二
号

［
川
川
川
］

・

］
松
成
舎
人
従
八
位
上
額
田
部
嶋
国

・

十
月
廿
三
日
口
口
息
主

　
　
　
『
平
城
宮
木
簡
』
三
ー
三
二
六
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
取
力
〕

　
　
　
火
頭
若
倭
部
足
嶋
　
へ
額
田
部
庸
口

・

葛
木
生
　
　
丈
部
嶋
足
衛
士
額
田
部
小
国

　
　
　
　

衛

口
部
嶋
口

　
　
　
　
　
　
　
〔
息
力
〕

　
　
　

衛
　
宅

部
口
万
呂
［
川
川
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
砦
力
〕

・
津
守
生
火
頭
中
臣
廣
成
　
　
生
部
口
人

　
　
　
　

石
部
宇
人

　
　
　
　
　
『
平
城
宮
木
簡
』
三
ー
三
五
二
九
号

　
　
　
　
〔
巳
上
〕

　
　
　
　
口
口
［

額
田
部
国
万
呂

〔額
力
〕

口
田
部
家
万
呂

…
額
田
部
小
廣
五
十
…

・

額
田
部
御
口
　
額
田
部
口
［

．

　
　
　
　
［
　
　
　
［
［

（
二
二
〇
）
・
二
一
・
↓
○
　
〇
八
一

（
一
四

五
）
・
二
九
・
二
　
〇
一
九

二
↓
四
・
三
五
・
三
〇
一

『平
城
宮
木
簡
』
四
ー
四
四
九
〇
号
　
　
〇
九
一

『平
城
宮
木
簡
』
四
－
四
五
〇
六
号
　
　
〇
九
一

『平
城
宮
木
簡
』
五
－
七
四
四
九
号
　
　
〇
九
］

（城
一
〇
1
五
）
　
　
〇
一
九

各
田
ア
林

　
　

口

（城

＝
二
ー
⊥
ハ
）
　
　
〇
九
一

　
　
　
　
　
　
〔
山
階
力
〕

・

［

］

口
口
　
口
口
豊
人

　
　
［
口
口
口
ロ
マ
万
呂
合
三
人
受
廣

　
　
　
　
　
〔
省
・
〕
　
　
　
「
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
］
」

・

口
口
十
三

日
史
生
額
田
口
長
三
升

　
〔
月
力
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
（
城
一
八
ー
一
四
）
　
　
（
二
三
三
）
・
（
二
二
）
・
三
　
〇
八
一

口
口
初
位
下
額
田
部
口
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
城
一
九
ー
＝
二
）
　
　
　
（
九
七
）
・
（
八
）
・
三
　
〇
八
一

・

召
勝
烈
廟
へ
額
田
マ
諸
羽
囚
嵯
城
五
月

　
　
　
　
　
鳥
塞
古
万
呂

・
　
　
　
八
歳
十
月
七
日
宇
治

　
　
　
　
　
　
　
　
（
城
一
九
－
一
四
）
　
　
二
六
〇
・
（
二
八
）
・
七
三
　
〇
八
一

位
下
額
田
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
城
一
九
ー
三
〇
）
　
　
〇
九
一

〔大

初

位
下
額
ヵ
〕

口
口
口
口
口
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『平
城
宮
木
簡
』
四
－
四
四
＝
二
号
　
　
〇
九
一

［

］
位
子
額
田

　
　
　
　
　
　
　
　

＊
式
部
省
移
の
横
材
木
簡
に
多
数
の
人
名
と
と
も
に
見
え
る

　
　
『
平
城
宮
木
簡
』
四
－
四
四
八
↓
号
　
　
（
二
七
二
）
・
（
五
九
）
・
六
　
〇
八
一
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〔
初
力
〕
　
　
〔
田
力
〕

山
口
位
下
額
口

口
額
田
口
口

〔額
田
ヵ
〕

口
口

［
口
口

　
〔
諸
力
〕

秦
口
万
呂
八

［
川
］
八

］
口
口
口
八

阿
倍
枚
万
呂
八

秦
巳
知
万
呂
八

〔津
力
〕
　
〔
継
力
〕

口
口
真
口
八

〔更
力
〕

口
占
真
立
八

額
田
乙
勝
八

口
口
口
山
四

『平
城
宮
木
簡
』
四
－
四
四
八
九
号
　
　
〇
九
一

『平
城
宮
木
簡
』
四
ー
四
四
九
一
号
　
　
〇
九
一

『平
城
宮
木
簡
』
四
ー
五
三
七
五
号
　
　
〇
九
一

近
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ロ
カ
ニ
野
力
〕

丸
部
駿
河
万
呂
一
升
二
　
口
［
］
口
口
八

口
乃
秋

一
升
二
　
　
　
上
毛
野
力
八

山
口
乙
万
呂
一
升
二
　
口
口

山
口
廣
濱
八

水
取
継
成
八

茨
田
弥
継
八

『平
城
宮
木
簡
』
三
⊥
二
五
〇
八
号
　
　
（
三
三
四
）
・
（
五
八
）
・
二
　
〇
一
九

　
　
　
　
　
〔
万
呂
ヵ
〕

［
U
口
口
口
口
「
初
位
額
田
白
麻
呂
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『平
城
宮
木
簡
』

四
i
四
四
九
二
号
　
　
〇
九
一

（
2
）
門
の
警
備

　
平
城
宮
・
京
木
簡
の
中
に
は
門
の
警
備
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
解
明
し
得
る
史
料

が
存
し
て
お
り
、
西
宮
兵
衛
木
簡
お
よ
び
近
年
出
土
し
た
二
条
大
路
木
簡
中
の
門
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

係
の
木
簡
に
ま
と
ま
っ
た
材
料
を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
結
力
〕

重
三
門
㌶
鮒
部
熱
北
晶
下
部
北
府
魏

・
合
十
人
　
五
月
九
日
食
司
日
下
部
太
万
呂
状

　
　
　
　
　
『
平
城
宮
木
簡
』
一
ー
一
〇
〇
号
　
　
一
八
八
・
二
二
・
二
　
　
〇
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
部
力
〕

　
　
　
額
田
　
［
］

　
　
　
　
　
　
　
　

丹
比
口
［

東
三
門

　
　
　
茨
田
　
錦
部

　
　
　
『
平
城
宮
木
簡
』
一
ー
一
〇
二
号

゜

東
一
君
子

゜

ヒ
弓
安
宿

」
「
額
田

三
門
糠

　
額

田
三
力
〕

　
　
　
　

口
［

二
　
〔
七
力
〕

合
口

［

『平
城
宮
木
簡
』

紀
伊
　
　
　
合
四
人

檜
前

鴨
田
　
　
　
合
四

人

大
私

（
一
二
六
）
・
（
一
七
）
・
三
〇
一
九

一ー
一
＝
二
号
　
　
（
一
一
〇
）
・
三
三
・
三
　
〇
一
九

（城
二
二
ー
一
三
）

（
一
三

二
）
・
一
五
・
三
〇
一
九

門

下川
　　合

■

額

田
部
額
田

　
　
　
　
　

右
六
人
常
食
給
申

高
　
白
髪
部

八
月
廿
一
日

　
　
　
　
（
城
二
四
ー
一
三
）

（二
六

八
）
・
三
一
・
三
〇
一
九
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川
合
　
額
田
　
額
田
部

・

口
門

　
　
　
白
鳥
　
安
刀
　
長
谷
部

・
右
十
一
人
常
食
欲

三
宅
　
　
大
伴
　
出
庭

下
乙
兄
　
　
大
蔵

（城
二
四
ー
一
三
）

・
山
口
　
額
田
　
額
田
部
　
大
伴
　
下
　
出
庭

・

口
　
　
合
十
四
人
　
受
食
一
斗
四
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
城
二
四
ー
一
四
）

三
門
醜
訂

長
谷
部

・

　
　
井
十
人

　
　
　
　
　
　
額
田

・

二
門
常
食
給

　
　
　
　
　
　
川
合

大
伴
　
　
阿
刀
　
間
人

額
田
部
　
白
鳥

（城
二
九
ー
↓
五
）

白
鳥
　
額
田
部

下
　
　
三
宅

二
〇

九
・
三
四
・
三
　
〇
一

阿
斗（

一
七
九
）
・
一
五
・
四
　
〇
一
九

（
一
九
七
）
・
（
二
七
）
・
四
　
〇
一

゜
［
u
井
九
人

三
門
檜
毛
野
籠

鳥
　
取
　
　
石
作

佐
伯
大
伴
　
［

（城
二
九
ー
一
五
）

　
〔
額
力
〕

下
番
口
田

］

・
二
門
川
合
額
田

・

今
依
口
食
口

〔門
力
〕

口

口
大
伴
　
口
口

（城
二
九
ー
一
五
）

（城
二
九
ー
一
六
）

二

四
二
）
・
一
九
・
三
　
〇
一
九

→
四
〇
・
二
七
・
二
　
〇
］

（九
五
）
・
二
四
・
三
　
〇
一
九

昼亀

干下

七口
）
　口爾
　醜
三
△

≡
・

（八
）
・
三
　
〇
八
一

藩
部
阿
刀
右
九
人

　
　
　
川
合

・

二
門

　
　
　
額
田

・

下

井
九
人

・
二
門

（城
一
一
九
－
一
五
）

　
　
　
　
　
〔
額
力
〕

白
鳥
　
三
宅
　
口
［

阿
刀
　
大
伴
　
口
口
［

　
　
　
　
　
〔
長
谷
力
〕

（城
二
九
ー
一
五
）

　
　
　
［
川
］

口
口
　
［
U

〔額

田
力
〕

一
八

三
・
一
八
・
五
　
〇
一

（
一〇
⊥
ハ
）
　
・
　
（
二
一
二
）
　
・
一
二
　
〇
八
↓

　
門
の
警
備
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
別
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
、
こ

こ
で
は
先
に
も
触
れ
た
額
田
氏
と
額
田
部
氏
の
明
確
な
区
別
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

西
宮
兵
衛
木
簡
の
段
階
で
は
史
料
も
少
な
く
、
木
簡
に
登
場
す
る
氏
が
額
田
氏
か
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碗
）

田

部
氏
か
は
断
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
条
大
路
木
簡
の
出
土
に
よ
り
、
両
者
は
明

確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
。
一
つ
の
木
簡
の
中
で
額
田
と
額
田
部
が
書

き
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
も
し
同
番
中
に
同
姓
者
が
い
た
場
合
は
、

　
　
　
笑
原

・

翼
所

　
　
　
薦
集

　
〔
六
力
〕

・

右
口
人
口

大
倭
乙
　
刑
部

大
倭
上
　
乙
訓

（城
二
九
ー
一
七
）

一
七
一
・
一
九
・
四
〇
一
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の

よ
う
に
、
大
倭
上
万
呂
、
乙
（
弟
）
虫
（
城
二
九
i
一
八
）
を
区
別
し
て
お
り
、

額

田
・
額
田
部
が
同
姓
者
の
区
別
に
基
づ
く
表
記
で
は
な
い
こ
と
な
ど
が
根
拠
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
額
田
、
額
田
部
氏
と
も
に
宮
内
の
門
や
皇
后
宮
の
門
を
警
備
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

兵
衛
を
出
す
氏
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
兵
衛
は
a
郡
領
子
弟
、
b
内
六
位
以

下
八

位
以
上
の
嫡
子
で
年
二
十
一
才
以
上
・
見
無
役
任
者
の
う
ち
の
中
等
者
か
ら
任

　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

用
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
額
田
部
氏
は
平
群
郡
の
郡
領
氏
族
で
も
あ

っ

た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
a
で
も
合
致
す
る
が
、
b
と
す
れ
ば
、
前
項
で
触
れ
た

律
令
官
人
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
位
置
づ
け
と
正
に
符
合
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。

　

そ
の
他
、
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
に
よ
る
と
、
東
大
寺
写
経
所
、
造
東
大
寺
司
、

造
石
山
寺
司
な
ど
で
経
師
や
雇
夫
と
し
て
勤
務
す
る
額
田
部
姓
の
者
も
知
ら
れ
る
。

必
ず
し
も
額
田
部
連
（
宿
禰
）
氏
の
者
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

律
令
制
下
の
額
田
部
氏
が
中
下
級
官
人
層
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
な
お
、
次
の
史
料
は
各
々
の
地
に
本
拠
を
構
え
て
平
城
京
に
中
下
級
官
人
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
＞

出
仕
し
て
い
た
人
々
を
役
所
に
召
喚
す
る
文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
都
の

存
し
た
大
和
国
で
は
こ
の
よ
う
な
形
態
で
の
勤
務
も
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

津
嶋
連
生
石

・

召
急
　
山
部
宿
禰
東
人
平
群
郡

　
　
　

忍
海
連
宮
立
忍
海
郡

刑
部
造
兄
人

・

小
長
谷
連
赤
麻
呂

小
長
谷
連
荒
當
志
貴
上
郡

春
日
椋
人
生
村
宇
太
郡

一
二
宅
連
足
嶋
山
邊
郡

大
豆
造
ム
フ
志
廣
背
郡

　
　
　
　
和
銅
六
年
五
月
十
日
使
葦
屋

右
九
人

椋
人
大
田

充
食
馬（城

⊥
パ
ー
五
）
　
〇
一

と
す
る
と
、
中
下
級
官
人
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
人
々
も
、
平
群
郡
額
田
郷
に
本
拠

地
を
置
き
な
が
ら
、
平
城
京
に
勤
務
す
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
と
推
定
さ
れ
る
。

（
3
）
長
屋
王
家
と
の
関
係

次
に

近
年
出
土
し
た
長
屋
王
家
木
簡
の
中
に
、
額
田
部
氏
の
姿
が
散
見
す
る
の
で
、

王
・
貴
族
家
と
中
小
豪
族
と
の
関
係
と
い
う
視
点
で
、
長
屋
王
家
と
額
田
部
氏
の
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
o
o
）

な
が
り
に
触
れ
て
み
た
い
。

資
人
各
田
部
連

・

。

木
上
進
　
供
養
分
米
六
斗

。

各
田
部
逆
　
七
月
四
日
秦
廣
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甥
万
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
城
二
一
ー
一
〇
）

・
木
上
進
嬬
米
四
斜
　
各
田
部
逆

・

　

十
二
月
廿
一
日
忍
海
安
麻
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
城
二
一
ー
一
〇
）

（城
二
八
－
一
九
）
　
　
〇
九
一

一
五

二
・
二
一
・
三
　
〇
一

二
〇

八
・
二
九
・
五
　
〇
一

　
長
屋
王
家
木
簡
に
現
れ
る
額
田
部
氏
は
、
資
人
額
田
部
連
と
木
上
よ
り
米
な
ど
を

運
搬
し
た
額
田
部
逆
の
二
人
で
あ
る
。
前
者
は
長
屋
王
家
木
簡
の
中
で
「
資
人
」
表

記
が

出
て
来
る
数
少
な
い
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
額
田
部
連
が
長

屋
王
家
に

帳
内
・
資
人
と
し
て
仕
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
畿
内
で
は
山
背
国
愛
宕

郡
出
雲
郷
に
は
中
下
級
官
人
や
帳
内
・
資
人
と
し
て
勤
務
す
る
者
が
多
く
、
中
下
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

官
人
の

出
身
地
を
窺
わ
せ
る
著
名
な
例
で
あ
り
、
長
屋
王
家
に
も
左
大
臣
資
人
出
雲

臣
忍
人
、
北
宮
帳
内
出
雲
臣
安
麻
呂
（
『
大
日
本
古
文
書
』
一
⊥
二
六
四
・
三
六
七
、

城
二
五
－
二
八
）
の
二
名
が
仕
え
て
い
た
。
大
和
国
平
群
郡
額
田
郷
の
額
田
部
連

（宿
禰
）
に
関
し
て
も
、
王
・
貴
族
家
に
出
仕
す
る
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
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し
た
中
下
級
官
人
ク
ラ
ス
の
氏
と
王
臣
家
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
事
例
と
し
て
興
味

深
い
も
の
と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
は
畿
内
中
小
豪
族
の
生
き
方
と
し
て
、
中
下
級
官
人

と
し
て
の
国
家
へ
の
奉
仕
以
外
に
、
王
臣
家
に
仕
え
る
と
い
う
道
も
あ
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

次
に

額
田

部
氏
に
は
、
長
屋
王
家
の
邸
外
の
機
関
に
勤
務
す
る
者
も
存
し
た
。
木

上
は

奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
の
地
（
『
和
名
抄
』
広
瀬
郡
城
戸
郷
）
に
比
定
さ
れ
、

長
屋
王
の

父
高
市
皇
子
以
来
、
長
屋
王
家
と
関
係
を
有
し
た
土
地
で
あ
り
、
木
上
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

と
称
す
る
機
構
が
置
か
れ
て
い
る
。
木
上
司
は
、
長
屋
王
家
の
家
政
の
中
枢
を
担
う

帳
内
・
資
人
ク
ラ
ス
の
者
が
管
理
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
直
接
経
営
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

っ

て

運
営

さ
れ
る
田
庄
的
所
有
の
下
に
あ
っ
た
。
額
田
部
逆
は
管
理
者
で
は
な
く
、

他
の
木
簡
で
は
「
持
丁
」
と
表
現
さ
れ
る
物
資
運
搬
者
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
い

わ
ば
雑
仕
者
、
下
働
き
的
な
存
在
で
あ
る
が
、
田
庄
の
実
際
の
経
営
に
は
そ
う
い
っ

た
人
々
の
掌
握
も
重
要
で
あ
る
。
木
上
司
は
額
田
郷
か
ら
は
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程

南
に
存
し
、
広
瀬
郡
城
戸
郷
の
範
囲
に
入
っ
て
お
り
、
額
田
の
地
と
は
郡
を
異
に
し

て

い

る
。
と
す
る
と
、
平
群
郡
に
近
接
す
る
地
域
ま
で
額
田
部
氏
が
進
出
し
て
い
た

の
で

あ
ろ
う
か
。
先
述
の
よ
う
に
、
広
瀬
郡
の
地
は
六
世
紀
に
敏
達
系
皇
族
が
進
出

し
て
、
斑
鳩
を
中
心
と
す
る
用
明
系
の
上
宮
王
家
と
対
抗
す
る
拠
点
と
も
な
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
7
2
）

い

わ
れ
、
開
発
の
可
能
性
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
進
出
は
広
姫
の
子
押
坂

彦
人
大
兄
皇
子
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
広
姫
死
後
に
敏
達
皇
后
と
な

っ

た
額
田
部
皇
女
（
推
古
天
皇
）
の
子
小
墾
田
皇
女
は
彦
人
大
兄
に
嫁
し
て
お
り
、

あ
る
い
は
額
田
部
皇
女
の
ラ
イ
ン
か
ら
、
額
田
部
氏
が
こ
の
地
域
に
進
出
す
る
契
機

が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
彦
人
大
兄
ー
舘
明
－
天
武
の

流
れ
を
く
む
長
屋
王
家
の
木
上
進
出
に
伴
っ
て
、
額
田
部
氏
が
長
屋
王
家
の
田
庄
に

関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
な
る
が
、
以
上
の
点
は
あ
く
ま
で
想
像
に
留
め
て
お
く
。

な
お
、
律
令
国
家
成
立
以
前
の
平
群
郡
地
域
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
も
触
れ

る
こ
と
に
し
た
い
。

　
以

上
、
律
令
官
人
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
動
向
に
つ
い
て
整
理
し
、
中
下
級
官
人

と
し
て
国
家
に
奉
仕
す
る
だ
け
で
な
く
、
長
屋
王
家
な
ど
の
王
臣
家
に
奉
仕
す
る
方

法
も
存
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
は
、
朝
廷
へ
の
奉
仕
と
同
時
に
、

額
田

の

宮
や
蘇
我
倉
家
と
の
関
係
を
有
す
る
こ
と
に
窺
え
る
、
ヤ
マ
ト
王
権
下
の
額

田
部
氏
の
存
在
形
態
と
も
共
通
す
る
面
を
持
っ
て
お
り
、
畿
内
中
小
豪
族
が
と
っ
た

生

き
方
の
一
つ
を
物
語
る
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
一
方
、
畿
内
に
は
在
地
首
長
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

の

要
素
が
少
な
い
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
畿
内
中
小
豪
族
に
は
在
地
豪
族
、
郡
司
と

し
て
の
生
き
方
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
在
地
豪
族
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
あ
り

方
、
在
地
社
会
や
額
田
寺
と
の
関
係
な
ど
の
検
討
に
進
み
た
い
。

2
　
在
地
豪
族
額
田
部
氏

本
節
で
は
在
地
豪
族
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
姿
を
整
理
す
る
。
「
額
田
寺
伽
藍
並
条

里
図
」
に
は
「
船
墓
〈
額
田
部
宿
禰
先
祖
〉
」
と
あ
り
、
額
田
部
連
（
宿
禰
）
が
代
々

こ
の
地
に
豪
族
と
し
て
勢
力
を
築
い
て
き
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と
考
え
る
。
し

か

し
、
先
述
の
よ
う
に
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
で
は
大
和
国
に
は
僅
か
に
額
田
部
河
田
連

が

記

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
氏
を
額
田
寺
の
檀
越
と
す
る
意
見
も
呈
さ
れ

る
程
で
あ
る
。
額
田
部
河
田
連
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る

が
、
こ
の
地
に
お
け
る
額
田
部
連
（
宿
禰
）
の
あ
り
方
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。
長
屋

王
家
木
簡
に
見
え
る
額
田
部
氏
の
広
瀬
郡
へ
の
進
出
や
先
に
触
れ
た
律
令
国
家
成
立

以
前
の
額
田
の
地
域
の
範
囲
な
ど
も
、
額
田
部
連
（
宿
禰
）
の
勢
力
を
考
え
る
上
で

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
平
群
郡
内
で
の
位
置
、
郡
領
氏
族
と
し
て
の

存
否
や
額
田
寺
の
檀
越
と
し
て
の
活
動
な
ど
か
ら
、
在
地
豪
族
額
田
部
氏
の
存
在
形

態
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

（
1
）
平
群
郡
内
で
の
位
置

　
平
群
郡
は

那

珂
・
飽
波
・
平
群
・
夜
麻
・
坂
門
・
額
田
の
六
郷
か
ら
成
る
郡
で
あ

る
。
し
か
し
、
『
書
紀
』
天
武
五
年
四
月
辛
丑
条
に
は
「
飽
波
郡
」
が
見
え
、
法
隆
寺
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系
遺
品
の
幡
銘
の
「
阿
久
奈
弥
評
君
女
子
為
父
母
作
幡
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
二
九
）

の
出
現
と
相
侯
っ
て
、
七
世
紀
後
半
に
は
平
群
評
と
飽
波
評
と
が
存
し
た
も
の
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
｝

え
ら
れ
て
い
る
。
飽
波
評
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
飽
波
郷
、
額
田
郷
と
す
る
見
解
、

飽
波
・
夜
麻
・
坂
門
・
額
田
郷
な
ど
平
群
郡
の
う
ち
の
国
中
平
野
に
属
す
る
地
域
と

　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

す
る
見
解
が
あ
る
が
、
平
群
郡
は
郡
西
部
の
平
群
谷
を
中
心
と
す
る
平
群
評
と
飽
波

評
が

合
体
し
て
成
立
し
た
と
見
て
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
飽
波
評
は
律
令
制
下

の

郡
に

つ
な
が
ら
な
い
数
少
な
い
事
例
で
あ
り
（
他
に
は
伊
場
木
簡
二
一
号
の
駅
評

が

あ
る
）
、
評
制
の
意
義
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
材
料
を
呈
す
る
が
、
こ
の
点
は
措

く
と
し
て
、
今
、
そ
の
範
囲
に
つ
い
て
言
え
ば
、
後
者
の
説
を
支
持
し
た
い
と
思
う
。

既
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
飽
波
評
は
上
宮
王
家
の
飽
波
葦
培
宮
（
膳
菩
岐
々

美
郎
女
所
生
泊
瀬
王
宮
）
や
律
令
制
下
に
も
存
し
た
飽
浪
宮
と
関
係
し
て
設
定
さ
れ

た

も
の
で
あ
り
、
上
宮
王
家
と
結
び
つ
き
の
深
い
斑
鳩
地
域
も
含
ん
だ
方
が
よ
い
こ

と
、
平
群
郡
の
式
内
社
は
殆
ど
が
平
群
郷
・
那
珂
郷
の
地
域
に
比
定
さ
れ
、
平
群
谷

と
い
う
独
立
し
た
空
間
、
平
群
氏
独
自
の
支
配
領
域
が
平
群
評
を
形
成
し
、
そ
の
勢

力
の
及
ば
な
い
国
中
平
野
は
新
た
な
開
発
地
と
し
て
独
自
の
地
域
を
な
す
余
地
が
あ

っ

た
こ
と
な
ど
が
論
拠
と
な
る
。

　
但
し
、
こ
こ
で
先
述
の
額
田
の
地
域
の
広
が
り
の
問
題
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
表
1
の
よ
う
に
、
大
和
国
に
お
け
る
額
田
部
お
よ
び
額
田
（
額
田
村
主
ヵ
）

氏
の
分
布
は
、
平
群
郡
額
田
郷
以
外
に
、
添
下
郡
、
広
瀬
郡
、
城
上
郡
、
山
辺
郡
に

見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
額
田
の
地
域
の
範
囲
と
い
う
点
で
は
、
隣
接
す
る
平

群
郡
額
田
郷
と
添
下
郡
、
山
辺
郡
額
田
邑
の
関
係
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
先
述
の
よ
う

に
、
添
下
郡
と
山
辺
郡
は
額
田
河
田
連
に
よ
る
皮
革
関
係
者
の
統
括
を
通
じ
て
、
額

田
部
連
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
他
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国

皇

別
・
布
留
宿
禰
条
に
は
石
上
神
社
を
管
掌
し
た
布
留
宿
禰
氏
の
斉
明
朝
頃
の
人
に

額
田

臣
が
知
ら
れ
、
山
辺
郡
に
お
け
る
額
田
の
地
域
の
広
が
り
と
の
関
係
を
推
測
さ

せ

る
材
料
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
額
田
部
連
氏
の
勢
力
範
囲
は
律
令
制
下
の
平
群
郡

額
田

郷
よ
り
も
広
大
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
あ
る
い
は
飽
波
評
域
も
額
田
部
連

氏
の
勢
力
圏
に
合
わ
せ
て
、
所
布
評
や
山
辺
評
の
地
域
の
一
部
を
含
む
も
の
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
平
群
郡
の
由
来
と
構
成
を
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
し
て
、
次
に
氏
族
構
成
を
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

理

し
て
み
た
い
。
先
学
の
研
究
を
参
考
に
し
て
、
各
郷
別
に
居
住
氏
族
を
示
す
と
、

表

5
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
山
部
連
、
大
原
史
は
幡
銘
や
経
典
奥
書
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

ど
に
よ
っ
て
法
隆
寺
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
、
膳
臣
、

調
使
な
ど
上
宮
王
家
と
関
係
の
深
い
氏
名
も
登
場
す
る
。
し
か
し
、
各
豪
族
の
位
置

づ

け
を
明
ら
か
に
で
き
る
材
料
は
殆
ど
な
く
、
額
田
部
氏
に
つ
い
て
も
、
郡
司
就
任

の
事
実
に
着
目
し
て
検
討
す
る
し
か
あ
る
ま
い
。

　
『
平
安
遺
文
』
一
六
三
号
貞
観
十
二
年
四
月
二
十
三
日
某
郷
長
解
写

　
　
郡
判

　
　
　
兼
擬
大
領
従
七
位
上
三
嶋
県
主
「
宗
人
」
　
擬
主
帳
額
田
部

　
　
　
［
］
領
無
位
高
志
連
「
継
俊
」
　
　
副
擬
主
帳
平
群
「
糸
主
」

　
『
平
安
遺
文
』
；
二
一
号
延
長
六
年
十
二
月
十
七
日
内
供
奉
十
禅
師
禎
果
弟
子
等
解

　
　
八
条
九
里
三
十
六
坪
・
十
里
一
坪
に
所
在
す
る
土
地
の
四
至
記
載

　
　

「限
北
零
井
額
田
部
吉
雄
山
」

　
　
郡
判

　
　
　
国
司
代
内
竪
大
中
臣
　
　
　
擬
主
帳
平
群

　
　
　
国
目
代
平
群
「
弟
臣
」

　
　
　
　
　
菅
原

　
　
検
校
河
内

　
　
大
領
豊
科

「安
永
」

　
　
少
領
額
田
部
「
茂
業
」

　
　
擬
少
領
大
石

　
『
平
安
遺
文
』
二
五
九
号
天
暦
六
年
十
一
月
二
十
五
日
安
琴
高
村
家
地
売
券

　
　
天
暦
十
一
年
十
一
月
二
十
三
日
平
群
郡
の
郡
判

　
　
　
大
領
兼
惣
行
事
額
田
部
「
茂
業
」
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行
事
内
竪
五
百
井

　
　
　
権
行
事
右
兵
衛
平
群

　
平
群
郡
の
郡
司
に
関
し
て
は
八
世
紀
の
史
料
は
な
く
、
九
世
紀
後
半
以
降
に
散
見

　
　
　
（
7
8
）

し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
畿
内
、
特
に
大
和
国
の
通
例
と
し
て
、
元
来
の
譜
第
郡
領

氏
族

と
は
思
え
な
い
氏
の
者
が
擬
任
郡
司
、
雑
色
人
郡
司
（
「
国
衙
官
人
郡
司
」
）
な

ど
と
し
て
登
場
し
て
い
る
が
、
平
群
氏
と
額
田
部
氏
が
一
貫
し
て
郡
司
に
名
を
連
ね

て

い

る
こ
と
は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
郡
司
と
し
て
登
場
す
る
他
の
人
々
は
平
群
郡

と
の
関
係
が
不
明
な
も
の
が
殆
ど
で
、
単
発
的
に
登
場
す
る
の
で
、
在
地
と
の
関
係
、

勢
力
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
。
確
証
は
な
い
が
、
平
群
氏
と
額
田
部
氏
が
八
世
紀
以
来

の

譜
第
郡
領
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
る
。
と
す
る
と
、
先
述
の
平
群
郡
に

お
け
る
旧
平
群
評
地
域
と
旧
飽
波
評
地
域
の
あ
り
方
、
長
屋
王
家
の
木
上
司
と
額
田

部
氏
の
関
係
な
ど
を
考
慮
し
て
、
額
田
部
氏
は
旧
飽
波
評
地
域
、
つ
ま
り
平
群
郡
の

表5　平群郡の豪族

豪族　名

那珂郷

平群郷 平群臣（朝臣）、早良臣、馬工連

都菩（保）臣（朝臣）、紀臣（朝臣）★

石川朝臣★、発勢朝臣★、穂積朝臣★、高井連★、

間人宿禰★、三嶋県主、高志連、三統宿禰★、

飽波郷 飽波村主、飽波漢人、阿久奈弥評君、膳臣

？阿刀連（宿禰）、阿刀物部、？中臣熊凝連（宿禰）

夜麻郷 山部連（宿禰）、？岡本臣、大窪史

坂門郷 大原史、？坂戸物部、坂戸連

額田郷 額田部連（宿禰）、額田部河田連、

額田村主、額田邑熟皮高麗、大中臣★、

？巨勢臣（朝臣）、中臣連（朝臣）、調使、日根連

不明 五百井造★、大石村主★、菅原、河内、豊科、宇自可、

　　　　　　　　　　一一年［］、多治　　　　一

（★は保証刀禰として見える氏、下線は郡司）

国
中
平
野
部
を
代
表
す
る
有
力
豪
族
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
郡
名
に
平
群
の
名
称
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、
平
群
氏
の
勢
威
の
方
が
強
か

っ

た
た
め
と
も
憶
測
さ
れ
る
が
、
や
は
り
旧
飽
波
評
地
域
で
は
額
田
部
氏
の
伝
統
的

な
勢
力
が
保
持
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
但
し
、
平
群
郡
域
の
古
墳
分
布
と
し
て
は
、
平
群
谷
地
域
、
斑
鳩
地
域
、
額
田
部

丘
陵
の
三
つ
の
中
心
が
指
摘
さ
れ
（
図
1
）
、
後
二
者
が
飽
波
評
域
に
あ
た
る
。
と
す

る
と
、
額
田
部
連
氏
が
勢
力
を
有
し
た
と
考
え
ら
れ
る
飽
波
評
域
に
は
額
田
部
連
氏

以
外
の
勢
力
も
存
し
た
こ
と
に
な
り
、
も
う
ひ
と
つ
の
政
治
勢
力
と
の
関
係
は
ど
う

で

あ
っ
た
か
に
も
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
評
に
は
督
・

　
　
　
　
（
7
9
）

助
督
が
存
し
、
同
氏
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
各
々
別
氏
で
あ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

斑
鳩
地
域
の
古
墳
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
法
隆
寺
系
遺
品
の
幡
銘
に
は
「
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
＞

部
五
十
戸
」
や
「
山
部
殿
」
・
「
山
部
名
嶋
亘
古
連
公
」
な
ど
が
見
え
、
山
部
連
氏
が

有
力
豪
族
と
し
て
存
し
た
可
能
性
を
想
定
し
た
い
。
幡
銘
の
中
に
「
阿
久
奈
弥
評
君

女
子
為
父
母
作
幡
」
と
あ
る
阿
久
奈
弥
評
君
の
氏
姓
は
不
詳
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

同
じ
幡
銘
中
に
登
場
す
る
山
部
連
と
の
関
係
は
推
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
山
部

連
（
宿
禰
）
は
先
掲
の
平
城
宮
木
簡
に
よ
り
、
奈
良
時
代
に
も
平
群
郡
山
部
郷
を
本

拠
地

と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
も
と
山
部
の
中
央
伴
造
で
、
中
下
級
官
人
と
し
て
の

奉
仕
を
続
け
る
（
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
に
よ
る
と
、
六
位
程
度
の
中
下
級
官
人
や

写
経
生
の
例
な
ど
が
知
ら
れ
る
）
と
い
う
点
で
、
額
田
部
連
（
宿
禰
）
と
同
規
模
の

豪
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
山
部
連
氏
を
額
田
部
連
氏
と
並

ぶ
飽
波
評
域
の
も
う
ひ
と
つ
の
有
力
豪
族
に
比
定
し
て
み
た
い
。
山
部
連
氏
が
律
令

制
下
の
郡
司
と
し
て
存
続
し
な
い
の
は
、
そ
の
勢
力
基
盤
と
な
る
斑
鳩
地
域
で
の
法

隆
寺
の
勢
力
故
に
在
地
豪
族
と
し
て
発
展
が
困
難
で
あ
り
、
律
令
官
人
へ
の
転
身
に

遇
進
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
独
自
の
勢
力
基
盤
を
有
す
る
額
田
部
連

氏
が

郡
領

と
し
て
存
続
し
得
た
と
理
解
し
た
い
。
で
は
、
額
田
部
連
（
宿
禰
）
氏
の

在
地
豪
族
と
し
て
の
展
開
を
可
能
に
し
た
条
件
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
次
に
そ
の
点

の
考
察
に
進
む
こ
と
に
し
よ
う
。
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（
2
）
額
田
寺
の
檀
越

　
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
額
田
寺
の
北
に
は
「
船
墓
〈
額
田
部
宿
禰
先
祖
〉
」
の

記
載
が
あ
り
、
寺
院
が
古
墳
に
代
わ
っ
て
豪
族
の
権
威
を
示
す
も
の
と
し
て
建
造
さ

れ

た
と
い
う
見
解
に
従
う
な
ら
ば
、
額
田
寺
の
建
立
は
額
田
部
連
（
宿
禰
）
の
手
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
額
田
部
氏
は
平
群
郡

の

郡
領
氏
族
で
あ
り
、
古
墳
時
代
以
来
、
当
地
に
勢
威
を
築
い
て
き
た
。
で
は
、
額

田

部
氏
と
額
田
寺
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
直

接
に
検
討
で
き
る
材
料
は
な
い
が
、
他
の
寺
院
と
檀
越
の
関
係
な
ど
を
参
考
に
し
な

が

ら
、
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
記
載
を
手
が
か
り
に
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し

た

い
。
額
田
部
氏
が
郡
領
氏
族
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
勢
力
の
あ
り

方
や
経
済
基
盤
な
ど
は
不
明
で
あ
り
、
檀
越
と
し
て
の
様
相
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
そ
の
よ
う
な
側
面
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ

る
。　

寺
院
檀
越
の
あ
り
方
が
わ
か
る
の
は
、
諸
法
令
と
『
日
本
霊
異
記
』
で
あ
ろ
う
。

額
田

寺
は
定
額
寺
で
あ
っ
た
か
否
か
も
不
明
で
、
寺
院
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
難
し

い

樋
、
『
日
本
霊
異
記
』
に
は
村
落
レ
ベ
ル
の
寺
院
も
登
場
し
、
額
田
寺
と
そ
の
檀
越

と
の
関
係
を
推
測
す
る
材
料
と
な
る
と
考
え
る
。
檀
越
は
ま
ず
寺
院
建
立
者
な
い
し

そ
の
子
孫
で
あ
り
（
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
七
・
十
七
話
、
中
巻
第
九
話
、
下
巻
第

二
十
三
・
二
十
八
二
二
十
話
、
『
三
代
格
』
巻
三
大
同
元
年
八
月
二
十
二
日
官
符
）
、

そ
れ
故
に
寺
院
に
対
し
て
大
き
な
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
『
日
本
霊
異
記
』
で
は
檀
越

が

寺
物
を
利
用
し
、
返
却
し
な
い
と
す
る
話
が
散
見
し
（
中
巻
第
九
二
二
十
二
話
、

下
巻
第
二
十
三
話
）
、
法
令
類
に
も
「
檀
越
子
孫
惣
摂
二
田
畝
へ
専
養
二
妻
子
「
不
レ
供
二

衆
僧
⊆
（
『
一
二
代
格
』
巻
三
霊
亀
二
年
五
月
十
七
日
太
政
官
謹
奏
）
、
「
有
レ
犯
之
僧
縦

任
二
三
綱
へ
寺
田
之
類
恣
レ
情
売
買
、
事
多
二
好
濫
一
」
（
延
暦
二
十
四
年
正
月
三
日
官
符
）
、

「檀
越
等
種
二
佃
寺
田
一
不
レ
納
二
租
米
ぺ
或
費
二
燈
分
稲
一
不
レ
燃
二
夜
燈
「
或
貸
二
用
銭
物

経
レ
年
不
レ
還
、
或
駈
二
使
牛
馬
一
兼
役
二
家
人
⊆
・
「
寺
山
樹
木
任
レ
意
研
損
、
愛
憎
自

由
改
二
補
三
綱
一
」
（
大
同
元
年
八
月
二
十
七
日
官
符
）
な
ど
と
非
難
さ
れ
て
お
り
、
寺

物
・
寺
田
の
運
営
や
寺
僧
の
人
事
に
ま
で
介
入
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た

事
柄
を
め
ぐ
っ
て
檀
越
と
寺
僧
が
対
立
し
、
殺
人
に
ま
で
発
展
す
る
事
件
も
起
き
る

こ
と
に
な
る
（
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
第
二
十
三
話
、
『
続
紀
』
宝
字
七
年
十
一
月
丁

酉
条
、
『
三
代
実
録
』
元
慶
六
年
八
月
二
十
三
日
条
）
。
但
し
、
こ
う
し
た
マ
イ
ナ
ス

面
だ
け
で
は
な
く
、
檀
越
が
大
般
若
経
書
写
を
発
願
し
た
話
（
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕗
）

第
二
十
三
話
）
や
夏
安
居
に
都
か
ら
僧
侶
を
招
く
話
（
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
十
一

話
）
な
ど
、
寺
院
の
宗
教
活
動
に
寄
与
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
寺
院
運
営
に
お
い
て

檀
越
の
果
す
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
法
令
類
で
も
、
「
其
所
レ
有
財
物

田

園
、
並
須
国
師
・
衆
僧
及
国
司
・
檀
越
等
相
対
検
校
、
分
明
案
記
、
充
用
之
日
、

共
判
出
付
一
」
（
霊
亀
二
年
五
月
十
七
日
太
政
官
奏
）
、
「
凡
寺
家
流
例
自
在
二
三
綱
・
檀

越
ぺ
相
共
行
二
其
雑
務
⊆
（
貞
観
十
三
年
九
月
七
日
官
符
）
、
「
檀
越
有
下
可
レ
勾
二
当
寺

内
雑
事
一
者
ム
聴
レ
令
二
暫
入
一
」
（
『
後
紀
』
弘
仁
三
年
四
月
癸
卯
条
）
な
ど
と
見
え
、

檀
越
が

寺
院
の
運
営
・
経
営
に
関
与
す
る
の
は
違
法
な
行
為
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た

延
喜
刑
部
式
に
は
良
賎
の
裁
判
の
時
、
「
主
若
寺
檀
越
」
が
列
席
す
る
と
あ
り
、
檀
越

が
寺
院
を
代
表
す
る
例
も
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
檀
越
の
姿
を
具
体
的
に
示
す
話
を
一
つ
掲
げ
よ
う
。
『
日
本
霊
異
記
』

中
巻
第
三
十
二
話
に
よ
る
と
、
紀
伊
国
名
草
郡
三
上
村
の
薬
王
寺
（
勢
多
寺
）
で
は
、

檀
越
岡
田
村
主
氏
に
よ
る
出
挙
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
方
法
は
、
薬
王
寺
の

「薬
料
物
」
を
岡
田
村
主
姑
女
の
家
に
委
託
し
て
、
酒
の
醸
造
と
利
息
徴
収
を
行
わ
せ

る
と
い
う
出
挙
の
全
過
程
を
請
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
「
薬
料
物
」
も
姑
女
の
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

倉
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
薬
分
の
酒
二
斗
を
借
り
て
、
酒
債

を
負
っ
た
ま
ま
死
去
し
た
桜
村
の
物
部
麿
は
、
死
後
牛
と
な
り
、
薬
王
寺
で
五
年
間

役
使
さ
れ
て
お
り
、
あ
と
三
年
間
の
苦
役
が
残
っ
て
い
る
旨
を
檀
越
岡
田
村
主
石
人

の
夢
の
中
で
訴
え
、
石
人
は
寺
僧
浄
達
や
他
の
檀
越
と
相
談
し
、
麿
の
た
め
に
諦
経

を
修
し
て
や
っ
た
と
こ
ろ
、
間
も
な
く
牛
は
寺
か
ら
姿
を
消
し
た
、
と
い
う
の
が
話

の

結
末
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
酒
債
を
負
っ
た
麿
が
役
使
さ
れ
た
の
が
薬
王
寺
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
檀
越
は
自
家
に
移
さ
れ
た
「
薬
料
物
」
を
横
領
し
た
訳
で
は
な
く
、
「
薬
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料
物
」
は
あ
く
ま
で
も
寺
院
の
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
麿
が
牛
と
な

っ

た
苦
し
み
を
訴
え
た
の
は
檀
越
岡
田
村
主
氏
で
あ
る
こ
と
は
、
実
際
の
寺
院
経
営

を
担
う
の
が
檀
越
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。
な
お
、
そ
の
他
、

郡
司
級
豪
族
の
寺
院
の
出
挙
へ
の
参
画
例
と
し
て
、
観
世
音
寺
奴
脾
帳
の
筑
前
国
早

良
郡
の
三
宅
連
氏
が
掲
げ
ら
れ
る
（
『
大
日
本
古
文
書
』
一
四
－
二
六
八
～
二
七
四
）
。

　
以
上
の
檀
越
の
あ
り
方
を
参
考
に
し
て
、
額
田
寺
と
額
田
部
氏
の
関
係
を
考
え
る

こ
と
に
し
た
い
。
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
に
よ
る
と
、
額
田
寺
の
寺
地
は
主
要
伽

藍
三
町
七
段
余
、
東
方
の
雑
舎
の
院
一
町
三
段
三
一
四
歩
の
計
五
町
↓
段
余
と
な
り
、

東
南
の
南
院
・
馬
屋
と
記
さ
れ
た
一
画
と
合
せ
る
と
、
六
町
く
ら
い
に
な
る
と
推
定

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
寺
院
の
周
囲
に
は
寺
田
・
畠
・
林
・
墾
田
・
岡
・
池
が
広
が
り
、

北
方
の
丘
陵
部
に
は
「
船
墓
」
を
始
め
と
す
る
額
田
部
氏
の
墳
墓
が
存
す
る
と
い
う

景
観
に
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
土
地
や
寺
院
伽
藍
の
由
来
は
如
何
で
あ
っ

た

ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
ま
ず
寺
院
資
財
帳
が
残
る
も
の
の
う
ち
、
広
隆
寺
を
比
較
対

象
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。
南
都
の
大
寺
は
と
て
も
比
較
と
は
な
ら
ず
、
額
田
寺
と

同
様
、
古
代
氏
族
の
氏
寺
で
あ
り
、
八
世
紀
以
前
か
ら
存
在
す
る
広
隆
寺
だ
け
が
僅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

か

に
対
照
可
能
な
例
と
考
え
る
。

　
広
隆
寺
は
山
城
国
葛
野
郡
に
存
し
、
葛
野
郡
の
譜
第
郡
司
で
も
あ
る
秦
氏
の
氏
寺

で

あ
る
。
秦
氏
は
中
下
級
官
人
を
輩
出
す
る
氏
と
し
て
も
著
名
で
あ
り
、
こ
の
点
で

も
中
下
級
官
人
・
郡
領
氏
族
と
い
う
額
田
部
氏
と
共
通
す
る
側
面
を
持
つ
。
ま
た
創

建
に

関
わ
っ
た
秦
河
勝
は
厩
戸
皇
子
と
密
接
な
関
係
を
有
し
た
人
物
で
あ
り
、
推
古

朝
に
お
け
る
額
田
部
連
氏
の
活
躍
と
様
相
が
相
似
す
る
。
『
平
安
遺
文
』
一
六
八
号
広

隆
寺
資
財
帳
（
貞
観
十
五
年
）
、
一
七
五
号
広
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳
（
仁
和
三
年
）

に
よ
る
と
、
広
隆
寺
の
寺
院
地
は
六
町
で
（
一
七
五
号
）
、
額
田
寺
と
規
模
も
近
く
、

ま
た
寺
院
周
辺
に
寺
田
・
畠
な
ど
が
広
が
る
点
も
相
似
す
る
。
広
隆
寺
は
弘
仁
九
年

の
火
災
で
堂
塔
・
歩
廊
が
焼
失
し
、
僅
か
に
東
・
西
・
南
の
大
門
、
四
面
の
築
地
が

残
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
資
財
帳
に
見
え
る
の
は
承
和
頃
の
再
興
後
の
姿
で
あ
る
と

い

う
が
、
基
本
的
な
立
地
は
そ
れ
以
前
の
も
の
を
踏
襲
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
秦
氏
は
長
岡
京
・
平
安
京
遷
都
に
尽
力
し
、
藤
原
氏
と
も
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
な

ど
、
氏
と
し
て
の
勢
力
や
広
隆
寺
に
対
す
る
檀
越
、
あ
る
い
は
国
家
の
保
護
と
い
う

点
で
、
額
田
部
氏
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
と
い
う
懸
念
も
あ
る
が
、
『
日
本
高
僧
伝
要

文
抄
』
第
三
延
暦
僧
録
第
五
守
真
居
士
伝
に
よ
る
と
、
藤
原
魚
名
は
「
又
於
二
額
田
寺
一

年
例
安
居
行
道
」
し
た
と
あ
り
、
額
田
寺
に
も
奈
良
時
代
に
お
い
て
他
氏
の
者
の
崇

拝
・
関
与
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
続
紀
』
宝
字
元
年
七
月
庚
戌
条
に
は
、
橘
奈
良
麻

呂
の
乱
の
計
画
の
一
つ
に
、
賀
茂
角
足
が
高
麗
福
信
・
奈
貴
王
・
坂
上
苅
田
麻
呂
・

巨
勢
苗
麿
・
牡
鹿
嶋
足
ら
を
「
額
田
部
宅
」
で
飲
酒
さ
せ
、
足
留
め
し
て
、
乱
平
定

に

向
か
わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
の
「
額
田
部
宅
」
を
平
群

郡
額
田
郷
に
存
し
た
と
見
れ
ば
、
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
に
登
場
す
る
巨
勢
朝
臣

古
麻
呂
・
中
臣
朝
臣
毛
人
な
ど
王
臣
諸
家
の
田
地
の
所
在
と
合
せ
て
、
額
田
の
地
に

は

王
臣
家
の
進
出
も
窺
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、
額
田
寺
は
額
田
部
氏
の
氏
寺
と
い
う

以
外
に
、
国
家
か
ら
何
ら
か
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
広
隆
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
〕

と
類
似
の
様
相
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
豪
族
の
氏
寺
と

い

う
側
面
を
些
か
な
り
と
も
継
承
し
て
い
る
例
が
他
に
な
い
の
で
、
敢
え
て
広
隆
寺

と
の
比
較
を
試
み
、
額
田
寺
に
つ
い
て
検
討
す
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

　
表
6
に
よ
る
と
、
広
隆
寺
の
伽
藍
は
堂
町
、
政
所
町
、
倉
町
の
三
区
画
に
分
か
れ
、

そ
れ
に
別
院
が
付
属
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
額
田
寺
の
伽
藍
も
西
方
の
主
要
伽
藍

が

存
す
る
堂
町
、
東
方
の
「
東
太
衆
」
や
そ
の
西
の
竈
屋
・
食
殿
を
含
む
政
所
町
、

そ
の
北
の
倉
町
、
そ
し
て
、
南
に
存
す
る
別
院
た
る
「
南
院
」
と
い
う
よ
う
に
、
同

様
の
構
成
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
広
隆
寺
の
場
合
は
、
先
述
の
秦

氏
の
政
治
的
な
地
位
や
山
城
国
に
存
し
、
都
に
近
接
す
る
名
刹
と
し
て
の
評
価
も
あ

っ

て

か
、
必
ず
し
も
秦
氏
と
の
関
係
が
推
定
で
き
な
い
人
物
も
多
く
の
寺
物
や
建
物

を
寄
進
し
て
い
る
が
、
別
院
の
塔
院
の
建
立
者
秦
忌
寸
蓑
丸
・
帯
主
父
子
を
始
め
、

秦
氏
の

人

々
も
様
々
な
寄
進
を
行
っ
て
い
る
。
承
和
の
復
興
の
中
心
と
な
っ
た
と
さ

れ

る
道
昌
は
讃
岐
国
香
川
郡
の
秦
氏
出
身
で
あ
る
（
『
一
二
代
実
録
』
貞
観
十
七
年
二
月
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表6　広隆寺の伽藍と寺物寄進者

建物名 基　本　構　造 備考 建物名 基本構造 備　考

寺院地 築地 東60丈・南87丈・西78 南は23丈が瓦葺、その 別院

6町 丈・北90丈 他はすべて板葺 塔院 三重塔 檜皮葺 秦忌寸蓑丸・帯主父子

堂町 鐘 檜皮葺5間、4面庇 懸半蔀は別当玄虚が が建立

造加 堂 檜皮葺3間
歩廊 檜皮葺、廻50間 僧房 板葺5間（→7間）、

中門 檜皮葺 1面庇

講法堂 檜皮葺5間、4面庇 南門 檜皮葺
一一一一一 一一一一一一一 ＿－r＿＿＿＿＿－r＿一一一一 一一一一一一一一一一一一　一一一

鐘楼 鐘は僧都道昌の発願 般若院 堂 檜皮葺3間、4面庇・ 榎井朝臣嶋長が建立

食堂 檜皮葺5間、2面庇 藤原朝臣藤嗣★が奉納 前庇1面
僧房 檜皮葺9間、西妻庇 僧房 板葺5間、3面庇

板葺9間、2面庇 168号では11間 屋 板葺7間、1面庇
一一一一一 一一一一一一一 一一一一一一　一一、一一一　　 一一一　一一一一一一一一一一｝一（南北） 寺東院 堂 檜皮葺5間、4面庇 道昌が建立

板葺6間、2面庇 前礼堂 7間 （175号のみに見える）

（南北） 僧房 板葺5間（→11間）、

板葺6間、3面庇 4面（→3面）庇
（南北＋？） 屋 板葺5間、3面庇 （175号のみに見える）

宝蔵南倉 檜皮葺 屋 板葺3間、1面庇 （168号のみに見える）

北倉 檜皮葺 倉 檜皮葺

政所町 長倉 檜皮葺、隔5間 倉 板葺

倉 草葺（→板葺） 公癬倉か 門屋 板葺
一一一一一 一一一一一一一 一一r＿＿＿一一一一＿一｝一一 一一一一一一一一一一一一一一一一

甲小居倉 新堂院 堂 檜皮葺5間、4面庇 （175号のみに見える）

政所庁屋 板葺7間、2面庇 168号に新造とある 前礼堂 7間 大別当玄虚が建立

厨屋 板葺11間、北庇 屋 板蓋5間
大炊屋 板葺5間、2面庇 堂 檜皮葺5間、4面庇・ 在原朝臣行平が建立

湯屋 板葺5間、1面庇 前庇

厩屋 板葺5間、1面庇 僧房 檜皮葺13間、4面庇

門屋 板葺 （政所中門か） 倉 檜皮葺

客房 板葺5間、2面庇 屋 板葺5間、3面庇
（南北） 寺物 （仏像、経典、 その他）の寄進者

倉代 2合（1合受20石、1合 仁明天皇、 文徳天皇、女御（仁明）藤原朝臣息子、尚侍（清和）

受9石） 源朝臣全子（嵯峨源氏、母は当麻治田麻呂の女、源潔姫の同母妹）、

南大門 檜皮葺 尚蔵永原御息所 （淳和女御永原原姫ヵ）、 安倍弟澄命婦、城部淡海

東大門 檜皮葺 新堂の前に立っている 刀自、 大別当玄虚、 大僧都実敏（西大寺僧、 尾張国愛知郡物部氏

西大門 檜皮葺 出身）、 少別当玄秀、 寺主玄寛、朱雀院禅師親王、僧都道昌（讃岐

倉町 東一倉 草葺 寺家以西畠に所在 国香川郡秦氏出身、 承和の復興の中心人物）、 榎井朝臣嶋長、都宿

東二倉 草葺 禰貞継、 紀真安良、 良階貞範、秦宿禰貞棟、 秦忌寸安宗、秦忌寸

東三倉 草葺（→板葺） 雪持、 秦忌寸貞吉

小倉 板葺

※『平安遺文』168号、175号を併考して作成。異同は注記した。

★藤原藤嗣は魚名の三男鷲取の子、母は藤原良継女。
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九

日
条
卒
伝
）
が
、
や
は
り
秦
氏
と
い
う
こ
と
で
広
隆
寺
の
復
興
に
尽
力
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
額
田
寺
の
別
院
南
院
は
主
要
伽
藍
建
立
後
に
、
額
田
部
氏
の

者
が

寄
進
し
た
可
能
性
も
高
く
、
檀
越
額
田
部
氏
が
額
田
寺
の
伽
藍
整
備
に
寄
与
し

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　
次
に

寺
周
辺
の
寺
田
・
畠
な
ど
の
意
味
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
周
辺
の
土
地
の

種
目
と
面
積
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

a
田
・
畠
…
寺
田
二
町
一
段
一
六
五
歩
、
寺
畠
二
町
六
四
歩

　

b
寺
院
と
そ
の
近
辺
の
土
地
…
寺
院
五
町
↓
段
一
八
七
歩
、
垣
内
田
三
〇
八
歩
・

　
　
垣
陸
田
一
段
二
八
歩
、
寺
厩
田
六
段
；
二
四
歩
、
竈
門
田
一
二
五
歩
、
槻
本
田

　
　
四
段
二
〇
歩
（
小
計
一
町
二
段
三
五
五
歩
）

　

c
林
…
寺
林
七
段
七
二
歩
、
寺
楊
原
一
町
五
段
↓
二
二
歩
、
寺
栗
林
七
段
二
八
歩
、

　
　
橡
林
；
二
五
歩
（
小
計
三
町
一
〇
七
歩
）

　

d
墾
田
…
寺
田
墾
三
〇
歩
、
寺
新
家
田
三
段
二
二
〇
歩
、
寺
小
荒
木
田
一
町
＝
一

　
　
〇
歩
（
小
計
一
町
四
段
一
〇
歩
）

　
e
岡
…
寺
岡
九
町
二
段
六
二
歩

　

f
池
…
寺
小
手
池
、
池
心
六
段
二
一
〇
歩
〔
寺
院
地
以
外
の
合
計
一
九
町
七
段
一

　
　
六
一
二
歩
〕

　
先
掲
の
広
隆
寺
の
寺
院
地
六
町
、
水
陸
田
五
八
町
一
段
二
七
八
歩
（
一
七
五
号
）

に

対

し
て
、
寺
院
地
は
そ
れ
程
差
が
な
い
が
、
額
田
寺
の
周
辺
の
土
地
は
一
九
町
七

段
一
六
三
歩
と
か
な
り
少
な
く
、
ま
た
そ
の
半
分
く
ら
い
は
岡
で
あ
り
、
額
田
寺
に

と
っ
て
船
墓
の
所
在
す
る
北
方
の
岡
の
重
要
性
を
窺
わ
せ
る
数
字
で
あ
る
。
ま
た
寺

院
周
辺
の
林
も
三
町
余
と
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
。
こ
う
し
た
山
川
藪
沢
に
つ

い
て

は
、
『
書
紀
』
大
化
元
年
九
月
甲
申
条
「
其
臣
連
等
・
伴
造
・
国
造
各
置
二
己
民
一
、

恣
レ
情
駈
使
、
又
割
二
国
県
山
海
林
野
池
田
一
、
以
為
己
財
一
、
争
戦
不
レ
已
、
或
者
兼
二

併
数
万
頃
田
「
或
者
全
無
一
容
レ
針
少
地
一
」
と
非
難
さ
れ
、
八
・
九
世
紀
に
も
度
々
山

野
占
拠
の
禁
止
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
『
三
代
格
』
巻
十
六
慶
雲
三
年
三
月
十

四
日
詔
に
「
但
氏
々
祖
墓
及
百
姓
宅
辺
、
栽
レ
樹
為
レ
林
、
井
周
；
二
十
許
歩
不
レ
在

禁
限
一
焉
」
、
延
暦
十
七
年
十
二
月
八
日
官
符
に
「
但
元
来
相
伝
加
レ
功
成
レ
林
非
一
民
要

地
一
者
、
量
一
主
貴
賎
一
五
町
以
下
作
レ
差
許
レ
之
。
墓
地
・
牧
地
不
レ
在
制
限
「
但
牧
無

レ

馬
者
亦
従
二
収
還
「
若
以
レ
嶋
為
レ
牧
者
、
除
レ
草
之
外
勿
レ
妨
二
民
業
一
」
、
大
同
元
年
八

月
二
十
五
日
官
符
「
但
宅
辺
側
近
元
来
加
レ
功
、
栽
レ
栗
為
レ
林
者
、
准
二
上
条
一
量
一
主

貴
賎
一
許
レ
之
」
な
ど
と
あ
り
、
氏
々
祖
墓
の
周
辺
や
宅
辺
の
林
は
一
定
面
積
の
範
囲

で
占
有
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
額
田
部
氏
と
の
関
係
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
飼

馬
と
の
関
係
を
想
定
で
き
る
と
す
れ
ば
、
牧
地
と
し
て
の
北
方
の
丘
陵
部
の
利
用
如

何
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
額
田
寺
並
伽
藍
条
里
図
」
か
ら
は
こ
の
点
を

読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
憶
説
を
記
す
に
留
め
て
お
く
。
。

　
先
述
の

よ
う
に
、
額
田
部
氏
が
平
群
郡
の
郡
領
と
す
る
と
、
国
家
的
給
付
は
職
分

田
六
町
な
い
し
四
町
で
あ
り
（
田
令
職
分
田
条
）
、
額
田
寺
の
寺
田
等
と
比
べ
て
は
る

か
に

少
な
い
額
で
あ
る
。
畿
外
の
郡
司
に
は
墾
田
一
〇
〇
町
を
東
大
寺
に
寄
進
し
た

越
前
国
足
羽
郡
大
領
生
江
臣
東
人
や
『
続
紀
』
宝
字
五
年
二
月
戊
午
条
「
越
前
国
加

賀
郡
少
領
道
公
勝
石
、
出
二
挙
私
稲
六
万
束
「
以
二
其
違
勅
「
没
二
利
稲
三
万
束
こ
の

よ
う
に
、
大
規
模
な
開
墾
や
出
挙
経
営
を
行
う
例
が
あ
る
が
、
在
地
首
長
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
額
）

側
面
が
弱
い
畿
内
の
郡
司
に
は
そ
の
よ
う
な
経
営
の
展
開
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
↓
方
、

『続
紀
』
天
平
十
八
年
三
月
戊
辰
条
「
太
政
官
処
分
、
凡
寺
家
買
レ
地
、
律
令
所
レ
禁
、

比
年
之
間
、
占
買
繁
多
、
於
レ
理
商
量
、
深
乖
二
憲
法
「
宜
レ
令
三
京
及
畿
内
厳
加
二
禁
制
こ
、

五

月
庚
申
条
「
禁
下
諸
寺
競
買
一
百
姓
墾
田
及
園
地
「
永
為
中
寺
地
と
な
ど
と
あ
り
、

先

に
触
れ
た
檀
越
の
行
為
に
関
す
る
法
令
の
中
に
も
、
畿
内
を
対
象
と
し
た
も
の
も

あ
り
（
『
三
代
格
』
巻
三
延
暦
二
十
四
年
正
月
三
日
官
符
、
大
同
元
年
八
月
二
十
二
日

官
符
）
、
「
私
立
道
場
「
及
将
由
宅
園
地
一
捨
施
、
井
売
易
与
レ
寺
」
こ
と
を
禁
ず
る

法
令
も
見
え
て
い
る
（
巻
十
九
延
暦
二
年
六
月
十
日
官
符
）
。
額
田
部
氏
が
郡
司
職
分

田
以
外
に
ど
れ
程
の
土
地
を
有
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
述
の
寺
田
や
寺

物
に
対
す
る
檀
越
の
関
与
や
寺
院
に
関
わ
る
経
済
活
動
の
存
在
か
ら
考
え
て
、
額
田

部
氏
に
と
っ
て
額
田
寺
の
存
在
や
そ
の
周
辺
の
土
地
は
極
め
て
重
要
な
経
済
基
盤
と

な
り
得
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
寺
院
北
方
の
丘
陵
部
は
「
氏
々
祖
墓
」
に
該
当
す
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る
「
船
墓
〈
額
田
部
宿
禰
先
祖
〉
」
を
始
め
と
す
る
額
田
部
氏
の
墳
墓
が
存
在
し
て
お

り
、
そ
の
存
在
も
周
辺
の
土
地
を
占
有
す
る
根
拠
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
牧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
8
7
＞

地
や
将
来
の
開
墾
地
と
し
て
の
価
値
も
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
額
田

寺
は
額
田
部
氏
と
密
接
不
可
分
の
も
の
で
あ
り
、
豪
族
額
田
部
氏
の
権
威
を
支
え
る

と
と
も
に
、
経
済
的
な
価
値
も
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
、
本
節
で
は
、
平
群
郡
の
譜
第
郡
領
氏
族
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
位
置
、
額

田
寺
の
檀
越
と
し
て
の
あ
り
方
の
推
定
や
額
田
寺
の
存
在
が
経
済
的
な
面
で
も
大
き

な
意
味
を
持
っ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。
第
一
節
で
の
検
討
と
合
せ
て
、
律
令
制
下

の
中
下
級
官
人
、
畿
内
の
郡
司
氏
族
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
姿
を
描
く
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。
最
後
に
こ
う
し
た
額
田
部
氏
の
あ
り
方
を
畿
内
郡
司
氏
族
全
体
の
存
在

形
態
の

中
に
位
置
づ
け
、
以
上
の
考
察
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
側
面
や
畿
内
郡
司
氏

族
と
し
て
の
一
般
化
の
可
否
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し
、
本
章
の
む
す
び
と
し
た
い
。

3
　
畿
内
郡
司
氏
族
の
様
相

『延
喜
式
』
に
は
次
の
よ
う
な
畿
内
の
郡
司
に
関
わ
る
規
定
が
存
す
る
。

　
a
式
部
上
式
　
凡
畿
内
郡
司
患
解
・
服
解
・
侍
解
等
、
聴
レ
復
・
任
本
職
つ

b
式
部
上
式
　
凡
畿
内
郡
司
、
六
年
成
選
。

　
c
民
部
上
式
　
凡
畿
内
調
物
者
、
専
当
国
司
部
領
納
一
京
庫
「
其
郡
司
者
不
レ
可
レ
入

　
　
　
　
　
　
レ
京
。

　
こ
の
よ
う
な
特
例
的
措
置
の
存
在
は
、
畿
内
郡
司
の
特
別
な
位
置
づ
け
を
窺
わ
せ

る
も
の
で
あ
り
、
近
年
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
二
つ
の
側
面
か
ら
検
討
が
試
み
ら

れ
て

い
る
。

　
ま
ず
郡
司
は
国
擬
↓
式
部
省
錠
擬
（
試
郡
司
）
↓
読
奏
↓
任
郡
司
（
郡
司
召
）
と

い

う
手
続
き
で
任
用
さ
れ
る
が
、
弘
仁
式
部
式
・
延
喜
式
部
下
式
の
試
郡
司
の
規
定

は
、
「
先
引
二
東
海
道
一
国
朝
集
使
及
郡
司
等
・
屯
二
立
庭
中
こ
と
、
東
海
道
か
ら
始
ま

り
、
「
六
道
〈
除
二
西
海
道
一
〉
勘
詑
」
と
、
大
宰
府
が
式
部
省
に
代
わ
っ
て
錠
擬
を
行

う
西
海
道
（
『
続
紀
』
大
宝
二
年
三
月
丁
酉
条
）
を
除
く
六
道
に
つ
い
て
行
う
こ
と
、

つ

ま
り
畿
内
郡
司
が
試
郡
司
に
現
れ
な
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
①
郡
領
錠
擬
は
畿
外
の
政
治
集
団
と
の
「
外
交
」
の
場
で
あ

り
、
畿
内
を
代
表
す
る
天
皇
が
畿
外
の
首
長
と
対
決
す
る
舞
台
で
あ
る
か
ら
、
畿
内

郡
司
は
試
郡
司
に
登
場
し
な
い
と
す
る
見
解
、
②
『
続
紀
』
天
平
七
年
五
月
丙
子
条
の

式
部
省
錠
擬
の
あ
り
方
の
変
更
は
「
畿
内
七
道
諸
国
」
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る

か

ら
、
八
世
紀
に
は
畿
内
郡
司
も
試
郡
司
の
対
象
で
あ
り
、
畿
内
郡
司
の
内
考
へ
の

転
換

（
b
の
法
源
と
な
る
後
掲
d
）
に
よ
っ
て
、
弘
仁
式
の
畿
内
の
除
外
に
帰
結
し

た
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
試
郡
司
は
畿
内
・
外
を
問
わ
ず
、
在
地
首
長
層
を
郡
司

制
と
い
う
国
家
機
構
に
編
成
す
る
律
令
制
存
立
の
基
盤
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
立
場
、
③
『
西
宮
記
』
・
『
北
山
抄
』
の
読
奏
に
は
「
畿
内
」
の
訓
が
見
え
、
『
小
右

記
』
長
徳
二
年
十
月
十
三
日
条
の
読
奏
の
難
に
「
摂
津
国
不
レ
注
二
朝
集
使
」
と
あ
り
、

ま
た
『
北
山
抄
』
に
よ
る
と
、
天
慶
九
年
の
郡
司
召
（
任
郡
司
）
に
は
河
内
国
志
紀

郡
大
領
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
畿
内
郡
司
も
試
郡
司
に
与
っ
た
と

考
え
、
弘
仁
式
文
は
畿
内
へ
の
言
及
を
省
略
あ
る
い
は
脱
漏
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

実
際
に
は
畿
内
郡
司
も
式
部
省
錠
擬
を
受
け
た
と
説
明
す
る
、
な
ど
の
意
見
が
呈
さ

　
　
　
く
°
。
°
。
）

れ
て

い

る
。
②
に
関
し
て
は
、
天
平
七
年
格
に
よ
っ
て
十
二
月
一
日
に
畿
内
郡
司
が

式
部
省
に
参
集
す
る
と
し
て
も
、
試
郡
司
に
与
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
こ
と
、
内

考
へ
の
転
換
が
何
故
試
郡
司
か
ら
の
除
外
に
つ
な
が
る
の
か
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
の
疑
問
が
あ
り
、
③
に
つ
い
て
も
、
読
奏
や
任
郡
司
の
儀
式
に
畿
内
郡
司

が

参
加
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
肝
心
の
試
郡
司
参
加
の
確
証
が
な
い

こ
と
、
弘
仁
式
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
、
延
喜
式
で
も
畿
内
が
見
え
な
い
の
は
、
省
略

や

脱
漏

と
簡
単
に
片
付
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
（
延
喜
式
の
杜
撰
と
の
説
明
も
可
能

で
は

あ
る
が
）
こ
と
な
ど
、
充
分
に
納
得
で
き
な
い
点
が
残
る
。
但
し
、
『
類
聚
符
宣

抄
』
第
七
天
徳
三
年
四
月
五
日
摂
津
国
司
解
で
は
、
住
吉
郡
大
領
を
「
譜
第
正
胤
、

変
世
門
地
、
試
用
擬
任
、
性
識
清
廉
、
足
レ
為
二
郡
領
こ
と
し
て
推
挙
し
、
十
一
月
十

四
日
太
政
官
符
で
任
用
を
決
定
し
て
お
り
、
こ
の
間
、
国
解
を
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
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し
た
か
を
考
え
る
と
、
読
奏
の
前
提
と
し
て
式
部
省
で
何
ら
か
の
審
査
が
あ
っ

た

と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
①
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
畿
内
郡

司
は
式
部
省
で
試
郡
司
と
は
別
の
形
で
審
査
に
与
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
ね
ば
な
ら

ず
、
現
段
階
で
は
①
も
確
説
と
は
見
な
し
難
い
。

　
次
に

試
郡
司
を
め
ぐ
る
論
争
で
も
言
及
さ
れ
た
畿
内
郡
司
の
性
格
に
関
し
て
は
、

以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

d
『
後
紀
』
延
暦
十
八
年
四
月
壬
寅
条

　
　
公
卿
奏
日
、
大
和
守
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
園
人
解
構
、
郡
司
之
任
、
所
レ
掌
不

　
　
レ
軽
、
而
外
考
之
官
、
不
レ
得
二
胎
謀
、
准
二
於
諸
国
「
亦
無
レ
潤
レ
身
。
是
以
擬
用

　
　
之
日
、
各
競
辞
退
、
郡
務
闘
怠
、
率
由
二
於
此
づ
伏
請
居
二
之
内
考
「
将
レ
勧
二
後

　
　
輩
一
者
。
臣
等
商
量
、
夫
高
爵
以
之
彰
レ
勲
、
厚
賞
以
之
酬
レ
労
、
所
ト
以
勧
二
励
士

　
　
庶
べ
任
用
得
占
人
也
。
而
畿
内
諸
国
、
近
接
二
都
下
「
駈
策
之
労
、
尤
是
殊
甚
、

　
　
准

於
外
国
へ
不
レ
可
二
同
日
「
如
今
所
レ
申
穏
便
、
誠
合
二
進
昇
づ
伏
望
五
国
郡

　
　
司
、
一
居
二
内
考
づ
許
レ
之
。

　
e
『
三
代
格
』
巻
七
天
長
二
年
閏
七
月
二
十
六
日
官
符
（
「
　
」
1
1
弘
仁
八
年
官
符
）

　
　
応
下
諸
郡
司
病
損
之
後
不
レ
預
二
他
色
一
依
レ
旧
復
任
及
還
本
上
事
。
右
得
二
式
部
省
解

　
　
一
侮
、
検
二
案
内
「
太
政
官
弘
仁
八
年
正
月
廿
四
日
符
構
、
「
今
月
廿
三
日
下
二
五

　
　
畿
内
諸
国
符
一
侮
、
右
大
臣
奏
状
僑
、
依
二
太
政
官
去
延
暦
十
八
年
四
月
廿
八
日

　
　
符
、
五
国
郡
司
一
居
二
内
考
一
率
由
、
近
接
二
都
下
、
駈
策
殊
甚
、
准
於
外
国
「

　
　
不
レ
可
二
同
日
刃
今
件
人
等
未
出
身
一
前
相
競
如
レ
林
、
既
得
レ
考
後
好
称
＝
詐
病
「

　
　
非
三
菅
闘
二
郡
務
「
誠
是
欺
二
犯
朝
章
⇒
伏
望
、
自
レ
今
以
後
有
二
斯
類
一
者
、
国
司

　
　
勘
レ
実
一
従
二
還
本
市
若
有
卜
国
司
受
二
彼
請
託
｝
諏
解
却
上
者
、
准
レ
状
科
附
、
不

　
　
レ
従
二
寛
典
「
庶
逼
二
好
源
・
以
励
二
後
進
一
レ
者
。
中
納
言
　
正
三
位
兼
行
民
部
卿

　
　
藤
原
朝
臣
葛
野
麻
呂
宣
、
奉
レ
勅
、
依
レ
奏
」
者
。
然
則
詐
病
還
本
、
格
意
明
白
。

　
　
実
病
得
レ
疫
処
置
未
レ
的
。
又
貧
濁
有
レ
状
無
レ
故
不
レ
上
、
省
例
還
本
事
無
レ
疑
。

　
　
但
或
服
解
後
不
レ
堪
二
復
任
一
、
或
難
レ
居
レ
職
不
堪
時
務
一
、
如
レ
此
解
任
、
理
在

　
　
レ
難
レ
抑
。
然
而
人
情
誰
濫
、
真
偽
巨
レ
信
、
推
二
尋
事
述
’
非
レ
無
二
疑
渉
「
概
由

　
　
レ
明
二
内
考
之
栄
「
還
足
レ
致
二
濫
偽
之
源
ゆ
如
レ
聞
、
件
郡
司
等
遁
レ
職
之
日
、
巧

　
　
称
二
病
患
「
解
却
之
後
、
伍
称
二
病
疫
「
規
二
去
本
職
一
求
二
入
他
選
「
伍
勘
二
格
出

　
　
之
後
解
却
之
人
一
七
十
二
人
。
望
請
、
実
病
之
人
者
、
国
司
研
レ
実
毎
レ
得
二
疸
癒
一

　
　
更
用
復
任
。
不
レ
堪
二
麓
務
・
者
、
省
家
閲
レ
帳
為
レ
欺
二
朝
章
「
将
レ
従
二
還
本
「
其

　
　
実
病
得
レ
痔
待
レ
闘
之
間
、
従
二
於
抑
退
「
不
レ
預
二
他
考
⊃
然
則
人
皆
懲
慎
好
述

　
　
自
絶
。
望
請
二
官
裁
’
者
。
左
大
臣
宣
、
奉
レ
勅
、
依
レ
請
。

　

f
『
三
代
格
』
巻
七
貞
観
十
年
六
月
二
十
八
日
官
符
所
引
天
長
三
年
五
月
三
日
官

　
　
符
（
「
　
」
内
）

　
　
一
応
レ
蹟
二
郡
司
罪
一
事
。
右
撰
格
所
起
請
侮
、
太
政
官
天
長
三
年
五
月
三
日
下
’

　
　
河
内
国
一
符
偶
、
「
別
当
正
三
位
行
中
納
言
兼
右
近
衛
大
将
春
宮
大
夫
良
峯
朝
臣

　
　
安
世
奏
状
僻
、
前
年
之
間
、
水
早
相
伍
、
百
姓
凋
痒
、
或
合
門
流
移
、
或
絶
戸

　
　
死
亡
、
風
俗
由
レ
蕨
長
衰
、
郡
吏
以
レ
之
逃
散
。
所
以
頃
年
以
二
諸
司
主
典
一
任
二
用

　
　
郡
司
「
至
レ
有
二
闘
怠
へ
必
加
＝
刑
罰
、
難
下
各
拠
二
時
格
一
以
望
中
爵
級
い
而
不
レ
忍
二

　
　
彼
耽
へ
遂
致
二
逃
遁
づ
凡
決
二
罰
郡
司
「
法
家
不
レ
聴
、
格
式
無
レ
有
。
伏
請
、
主

　
　
典
以
上
被
レ
補
二
郡
司
コ
若
有
二
罪
過
、
依
レ
法
令
レ
贈
。
然
則
不
レ
去
一
其
職
「
必

　
　
致
二
経
遠
之
図
コ
但
自
余
郡
司
不
レ
改
一
前
例
一
者
。
中
納
言
従
三
位
兼
左
兵
衛
督

　
　
清
原
真
人
夏
野
宣
、
奉
レ
勅
、
依
レ
奏
」
者
。
如
今
此
格
ロ
ハ
下
二
一
国
「
未
レ
施
二
諸

　
　
国
。
伏
望
、
下
二
知
五
畿
内
及
七
道
諸
国
「
令
レ
知
二
鴻
恩
一
者
。
中
納
言
兼
左
近

　
　
衛
大
将
従
三
位
藤
原
朝
臣
基
経
宣
、
奉
レ
勅
、
依
レ
請
。

　

d
は
b
の
法
源
と
な
る
も
の
、
e
は
d
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
態
に
対
応
し
た
も
の

で
、
a
の
規
定
と
関
連
す
る
法
令
で
あ
る
。
ま
ず
d
に
よ
る
と
、
こ
れ
以
前
の
畿
内

郡
司
の
任
用
状
況
は
、
（
イ
）
外
考
の
官
で
あ
り
、
胎
謀
1
1
子
孫
の
た
め
に
残
す
は
か

り
ご
と
、
つ
ま
り
蔭
位
の
制
な
ど
の
官
人
と
し
て
の
特
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

（
ロ
）
畿
外
と
比
べ
て
、
郡
司
に
な
っ
て
も
身
を
潤
す
こ
と
が
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
郡
司
の
な
り
手
が
不
足
し
、
郡
務
が
墾
滞
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
（
ハ
）
都

に

近
接
し
て
い
る
た
め
、
中
央
の
駆
策
の
労
が
多
い
と
い
う
事
情
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
は
当
時
は
平
安
京
造
営
等
で
郡
司
に
よ
る
労
役
差
発
や
行
幸
・
遊
猟
へ
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の
奉
仕

な
ど
、
中
央
政
府
へ
の
奉
仕
が
繁
多
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
と
も
符

　
　
　
　
　
（
8
9
）

合

し
て
い
よ
う
。
そ
こ
で
、
d
で
畿
内
郡
司
を
内
考
と
し
た
と
こ
ろ
、
郡
司
希
望
者

が

増
大
し
た
と
あ
り
（
e
）
、
d
の
方
策
は
成
功
し
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
実
際

は

彼

ら
が
求
め
た
の
は
中
央
官
人
と
同
じ
内
考
の
官
職
で
あ
っ
て
、
郡
司
就
任
後
、

詐
っ
て
病
と
称
し
、
郡
司
を
解
替
さ
れ
、
中
央
官
人
へ
の
転
身
を
図
る
方
便
と
し
て

利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
e
）
。
以
上
の
よ
う
な
平
安
初
期
の
状
況
と
、
畿
内
は
ヤ
マ

ト
王
権
以
来
中
央
政
府
の
勢
力
基
盤
で
あ
り
、
籍
帳
支
配
や
雇
役
制
に
よ
っ
て
政
府

に

よ
る
民
衆
の
個
々
の
把
握
が
進
ん
で
い
た
と
い
う
指
摘
か
ら
、
畿
内
郡
司
に
は
畿

外
の
よ
う
な
在
地
首
長
と
し
て
の
側
面
は
な
く
、
人
民
に
対
し
て
強
力
な
支
配
・
隷

属
関
係
を
形
成
し
得
て
い
な
い
の
で
、
部
内
に
勢
力
を
扶
植
し
た
り
、
私
富
を
蓄
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
9
0
）

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
見
解
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
d
・
e
に
よ
る
と
、

畿
内
で
は
官
位
目
当
て
で
郡
司
に
な
る
と
い
う
特
色
が
あ
り
、
f
の
諸
司
主
典
の
郡

司
任
用
は
在
地
首
長
と
し
て
の
側
面
の
欠
如
を
示
す
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
在
地
有
力

者
と
中
央
官
人
と
い
う
選
択
肢
を
有
し
た
畿
内
の
氏
族
は
、
中
央
官
人
へ
の
志
向
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
＞

重
視
し
た
と
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
試
郡
司
の
有
無
と
畿
内
郡
司
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
研
究
を
手
が
か
り
に
、

以
下
、
私
な
り
に
畿
内
郡
司
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

　

g
『
続
紀
』
宝
亀
三
年
四
月
庚
午
条

　
　
正
四
位
下
近
衛
員
外
中
将
兼
安
芸
守
勲
二
等
坂
上
大
忌
寸
苅
田
麻
呂
等
言
、
以
二

　
　
檜
前
忌
寸
へ
任
天
和
国
高
市
郡
司
一
元
由
者
、
先
祖
阿
智
使
主
、
軽
嶋
豊
明
宮

　
　
駅
宇
天
皇
御
世
、
率
一
十
七
県
人
夫
一
帰
化
。
詔
賜
二
高
市
郡
檜
前
村
一
而
居
焉
。

　
　
凡
高
市
郡
内
者
、
檜
前
忌
寸
及
十
七
県
人
夫
満
レ
地
而
居
、
他
姓
者
十
而
一
二
焉
。

　
　
是
以
天
平
元
年
十
一
月
十
五
日
、
従
五
位
上
民
忌
寸
衰
志
比
等
申
其
所
由
「
天

　
　
平
三
年
、
以
丙
蔵
少
属
従
八
位
上
蔵
垣
忌
寸
家
麻
呂
「
任
二
少
領
づ
天
平
十
一

　
　
年
、
家
麻
呂
転
＝
大
領
へ
以
二
外
従
八
位
下
蚊
屋
忌
寸
子
虫
「
任
二
少
領
づ
神
護

　
　
元
年
、
以
二
外
正
七
位
上
文
山
口
忌
寸
公
麻
呂
一
任
一
・
大
領
っ
今
此
人
等
被
レ
任
二
郡

　
　
司
べ
不
三
必
伝
二
子
孫
「
而
三
腹
逓
任
、
四
二
世
干
今
コ
奉
レ
勅
、
宜
下
莫
レ
勘
二
譜

　
　

第
「
聴
↓
任
郡
司
。

　

h
『
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
十
月
二
十
二
日
条

　
　

河
内
国
高
安
郡
人
常
陸
権
少
目
従
八
位
上
常
澄
宿
禰
秋
雄
・
権
史
生
従
八
位
上

　
　

常
澄
宿
禰
秋
常
・
河
内
国
検
非
違
使
従
七
位
下
八
戸
史
野
守
・
安
芸
医
師
従
八

　
　

位
上
常
澄
宿
禰
宗
吉
’
河
内
国
高
安
郡
少
領
従
七
位
下
常
澄
宿
禰
宗
雄
・
式
部

　
　

位
子
従
六
位
上
常
澄
宿
禰
秋
原
等
六
人
、
賜
二
姓
高
安
宿
禰
つ
秋
雄
等
自
言
、
先

　
　

祖
後
漢
光
武
皇
帝
・
孝
章
皇
帝
之
後
也
。
喬
孫
高
安
公
陽
倍
、
天
万
豊
日
天
皇

　
　
御
世
、
立
二
高
安
郡
市
陽
倍
二
字
、
意
与
二
八
戸
両
字
一
語
相
渉
、
伍
後
賜
二
八
戸

　
　

史
姓
⊃
末
孫
正
六
位
上
八
戸
史
貞
川
等
、
承
和
三
年
改
八
戸
史
、
賜
二
常
澄
宿

　
　

禰
。
望
請
改
二
八
戸
・
常
澄
両
姓
へ
復
本
姓
高
安
也
。

　

i
『
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
五
月
九
日
条

　
　

河
内
国
高
安
郡
人
右
兵
衛
無
位
常
澄
宿
禰
藤
枝
、
右
近
衛
無
位
常
澄
宿
禰
常
主
、

　
　

位
子
無
位
常
澄
宿
禰
季
道
・
無
位
八
戸
史
善
賜
二
姓
高
安
宿
禰
つ
去
元
慶
三
年
藤

　
　
枝
等
父
並
改
．
・
本
姓
「
賜
二
高
安
宿
禰
へ
藤
枝
等
脱
漏
不
レ
載
官
符
⇒
故
追
賜
レ
之
。

　

ま
ず
g
の
高
市
郡
の
場
合
は
、
g
に
よ
る
と
東
漢
直
氏
の
勢
力
が
絶
大
で
あ
っ
た

か
に

記

さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
元
来
高
市
県
主
（
連
）
が
譜
第
郡
領
氏
族
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
『
書
紀
』
天
武
元
年
七
月
壬
子
条
に
大
領
高
市
県
主
許
梅
、
天
平
十
一

年
蔵
垣
忌
寸
家
麻
呂
・
蚊
屋
忌
寸
子
虫
の
大
・
少
領
独
占
以
後
で
も
、
勝
宝
八
年
十

、
二
月
十
三
日
東
大
寺
飛
騨
坂
所
公
験
案
（
『
大
日
本
古
文
書
』
二
五
ー
二
〇
四
）
に
擬

大
領
従
七
位
上
高
市
連
屋
守
・
擬
少
領
無
位
高
市
連
広
君
が
見
え
て
お
り
、
後
者
の

例
は

擬
任
郡
司
の
段
階
で
は
あ
る
が
、
国
司
に
よ
る
郡
司
錠
擬
の
意
志
が
譜
第
氏
族

高
市
連
氏
の
登
用
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
9

の
記
述
は
、
あ
る
程
度
割
引
い
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
東
漢
直
氏
の
一
族
か

ら
高
市
郡
司
が
出
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
問
題
は
そ
の
任
用
方
法
で
あ
る
。
9
に

よ
れ
ば
、
天
平
三
年
蔵
垣
忌
寸
家
麻
呂
の
少
領
任
用
の
際
に
は
、
民
忌
寸
衰
志
比
等

の
上
奏
が
あ
っ
た
と
あ
り
、
今
回
も
坂
上
苅
田
麻
呂
の
上
言
が
行
わ
れ
て
い
る
。
天

平
三
年
段
階
で
は
、
天
平
七
年
格
に
よ
る
国
擬
者
以
外
の
副
申
者
の
申
送
と
そ
れ
に
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基
づ

く
実
質
的
な
式
部
省
錠
擬
施
行
以
前
で
あ
る
か
ら
、
家
麻
呂
の
任
用
は
国
擬
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
＞

式
部
省
鐙
擬
（
試
郡
司
）
と
い
う
郡
司
任
用
手
続
き
と
は
別
な
ル
ー
ト
で
実
現
し
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
g
で
は
「
宜
下
莫
レ
勘
二
譜
第
「
聴
古
任
二
郡
司
「
」
と
あ
る

が
、
弘
仁
式
部
式
・
延
喜
式
部
下
式
に
記
さ
れ
た
試
郡
司
の
場
に
お
い
て
は
「
令
レ
申
二

譜
第
二
こ
と
が
儀
式
の
中
心
で
あ
り
、
『
西
宮
記
』
・
『
北
山
抄
』
な
ど
に
は
無
譜
者

の

任
用
規
定
も
あ
る
と
は
い
え
、
譜
第
を
勘
定
せ
ず
に
郡
司
に
任
用
す
る
と
は
、
試

郡
司
を
経
ず
に
任
用
す
る
と
い
う
方
法
の
存
在
を
示
唆
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

蔵
垣
忌
寸
家
麻
呂
は
内
蔵
寮
の
主
典
ク
ラ
ス
か
ら
の
転
身
で
あ
り
、
f
に
記
さ
れ
た

諸
司
主
典
の
郡
司
登
用
の
場
合
も
、
同
様
の
任
用
方
法
が
と
ら
れ
た
可
能
性
を
窺
わ

せ
る
。

　
但
し
、
一
方
で
、
畿
内
に
お
い
て
も
意
外
に
譜
第
郡
司
が
勢
力
を
有
し
て
い
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

考
え
ら
れ
る
例
も
あ
る
。
郡
司
の
一
覧
表
を
見
る
と
、
山
城
国
葛
野
郡
（
秦
忌
寸
）
．

紀
伊
郡

（秦
忌
寸
）
・
宇
治
郡
（
宇
治
宿
禰
）
・
相
楽
郡
（
掃
守
宿
禰
）
、
大
和
国
吉
野

郡
（
吉
野
連
）
・
宇
陀
郡
（
宇
陀
公
）
、
河
内
国
錦
部
郡
（
錦
部
）
・
高
安
郡
（
八
戸
史
）
、

摂
津
国
住
吉
郡
（
津
守
宿
禰
）
・
嶋
上
郡
（
三
島
県
主
）
な
ど
、
九
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
も
、
八
世
紀
以
来
の
譜
第
氏
族
が
郡
司
に
就
任
し
て
い
る
例
が
存
す
る
。
先
掲
の

『類
聚
符
宣
抄
』
の
摂
津
国
司
解
の
存
在
と
譜
第
に
基
づ
く
郡
司
任
用
の
事
例
は
、
国

擬
↓
式
部
省
錠
擬
（
試
郡
司
）
↓
読
奏
↓
任
郡
司
の
手
続
き
に
よ
る
任
用
方
法
が
畿

内
郡
司
に
も
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
以
上
の
よ
う
な
譜
第
氏
族
に

よ
る
郡
司
の
地
位
確
保
の
例
と
も
合
致
し
て
い
る
。

　
以

上
、
試
郡
司
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
て
は
、
畿
内
郡
司
で
も
試
郡
司
を
経
て
任

用
さ
れ
た
例
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
①
説
が
成
り
立
つ
条
件
と
し
て
、
試
郡

司
を
経
ず
に
畿
内
郡
司
が
任
用
さ
れ
る
例
も
存
す
る
と
い
う
推
測
を
指
摘
す
る
に
留

ま
り
、
そ
れ
は
果
し
て
式
文
に
お
け
る
畿
内
の
全
面
的
不
記
載
に
つ
な
が
る
か
否
か

に

つ
い
て

は
、
結
論
は
保
留
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
畿
内
郡
司
の
位
置
づ

け
と
し
て
、
在
地
首
長
と
し
て
の
側
面
は
弱
く
、
中
央
官
人
任
用
へ
の
志
向
が
強
い

と
す
る
見
解
を
紹
介
し
た
が
、
譜
第
郡
司
が
畿
内
で
も
存
続
し
て
い
る
と
す
る
と
、

こ
の
意
見
に
は
修
正
が
必
要
と
な
ろ
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
額
田
部
氏
の
場
合
、

平
群
郡
の
譜
第
郡
司
の
地
位
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
同
時
に
律
令
制
下
の

中
下
級
官
人
と
し
て
の
活
躍
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
畿
内
郡
司
氏
族
の
姿
を
よ
く

示
す
の
が
、
h
・
i
の
河
内
国
高
安
郡
の
八
戸
史
一
族
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

即
ち
、
改
氏
姓
申
請
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
郡
領
や
国
検
非
違
使
な
ど
在
地
で
の

権
威
・
勢
力
を
保
つ
と
同
時
に
、
中
下
級
官
人
と
し
て
出
仕
す
る
者
も
お
り
、
在
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

豪
族
、
律
令
官
人
の
両
側
面
を
一
族
で
分
担
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
確

か

に
在
地
首
長
と
し
て
の
側
面
は
弱
い
の
で
あ
る
が
、
在
地
豪
族
と
律
令
官
人
、
こ

の

二
つ
の

側
面
は
畿
内
の
郡
司
氏
族
に
と
っ
て
と
も
に
重
視
す
べ
き
要
素
で
あ
り
、

両
立
を
得
て
こ
そ
畿
内
中
小
豪
族
の
存
立
基
盤
を
確
保
し
得
た
の
だ
と
考
え
た
い
。

と
す
る
と
、
額
田
部
氏
を
畿
内
郡
司
の
あ
り
方
の
↓
つ
の
典
型
と
見
な
す
こ
と
も
可

能
で
あ
り
、
中
小
豪
族
の
生
き
様
を
具
体
的
に
示
す
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

　
畿
内
郡
司
氏
族
は
律
令
制
下
の
中
下
級
官
人
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
畿
外
に
比

べ
て

在
地
首
長
と
し
て
の
勢
威
は
弱
い
も
の
の
、
譜
第
郡
司
と
し
て
在
地
に
基
盤
を

保
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
側
面
は
と
も
に
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

律
令
官
人
と
し
て
の
出
仕
故
に
、
郡
司
任
用
の
際
の
試
郡
司
を
畿
外
の
郡
司
候
補
者

と
は
別
の
形
で
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
事
例
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て

畿
内
郡
司
氏
族
の
特
色
は
、
こ
う
し
た
二
面
性
の
保
持
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

本
稿
で
検
討
し
た
額
田
部
氏
は
畿
内
郡
司
氏
族
の
一
つ
の
典
型
例
と
見
て
よ
い
と
思

わ
れ
る
。
な
お
、
平
安
時
代
の
中
央
官
人
と
し
て
の
額
田
部
宿
禰
氏
の
動
向
は
、
国

史
に
氏
人
の
活
躍
が
見
え
ず
、
『
平
安
遺
文
』
等
に
も
僅
か
に
校
生
と
し
て
額
田
部
日

麻
呂
が
知
ら
れ
る
の
み
で
（
題
顕
編
一
四
五
一
号
保
延
三
年
十
一
月
十
日
倶
舎
論
疏

奥
書
）
、
平
安
京
移
貫
後
の
額
田
部
宿
禰
の
あ
り
方
は
不
詳
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ち
な
み
に
、
『
大
和
郡
山
市
史
』
史
料
集
（
一
九
六
六
年
）
五
八
額
田
寺
新
故
禁
制

定
置
断
簡
に
は
、
嘉
元
年
間
（
一
三
〇
三
～
一
三
〇
五
）
の
故
禁
制
条
々
事
に
続
い
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て
、
「
於
二
額
田
郷
内
検
断
等
「
不
レ
可
レ
為
二
違
乱
一
事
」
と
あ
り
、
額
田
寺
の
検
断
権

の

存
在
が
窺
わ
れ
る
。
中
・
近
世
の
額
田
部
氏
の
行
方
は
不
明
で
あ
る
が
、
既
に
西

大
寺
の
末
寺
化
を
経
て
い
た
と
は
い
え
、
額
田
寺
の
こ
の
地
域
に
お
け
る
権
力
の
存

続
を
考
え
る
時
、
そ
の
檀
越
と
し
て
の
額
田
部
氏
の
存
否
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い

と
思
う
。
こ
の
点
は
中
・
近
世
の
額
田
寺
や
周
辺
地
域
の
検
討
に
譲
る
こ
と
に
し
、

古
代
の
額
田
部
氏
の
あ
り
方
の
考
察
は
こ
こ
で
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

む
す
び

　
小
稿
で
は
、
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
理
解
の
一
助
と
し
て
、
ヤ
マ
ト
王
権
の

時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
頃
ま
で
の
史
料
に
よ
っ
て
、
額
田
寺
の
檀
越
額
田
部
氏
の

あ
り
方
を
描
き
、
合
せ
て
畿
内
郡
司
氏
族
の
特
色
に
言
及
し
た
。
畿
内
郡
司
氏
族
は
、

畿
内
の
中
小
豪
族
と
し
て
、
名
代
の
部
管
理
者
や
品
部
な
ど
と
し
て
ヤ
マ
ト
王
権
の

実
務
運
営

を
支
え
、
律
令
制
下
に
お
い
て
も
中
下
級
官
人
と
し
て
国
家
の
日
常
業
務

を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
。
同
時
に
郡
司
と
し
て
在
地
で
の
勢
威
も
保
持
し
、
中
下
級

官
人

と
在
地
豪
族
の
二
面
を
備
え
た
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
検
討
し
た

額
田

部
氏
も
、
こ
の
畿
内
郡
司
氏
族
の
一
つ
の
典
型
で
あ
り
、
律
令
制
下
の
中
下
級

官
人
、
王
臣
家
と
の
関
係
、
譜
第
郡
司
、
氏
寺
の
経
営
と
檀
越
と
し
て
の
関
与
な
ど
、

よ
り
具
体
的
に
畿
内
郡
司
氏
族
の
諸
相
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
事
例
と
し
て
評
価
で

き
る
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以

上
、
額
田
部
氏
や
額
田
寺
の
歴
史
は
、
畿
内
中
小
豪
族
の
存
在
形
態
を
具
体
的

に
考
え
る
事
例
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
ま
た
畿
内
豪
族
の
あ
り
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）

検
討
で
き
る
そ
の
他
の
例
の
「
発
掘
」
を
期
待
し
て
、
蕪
雑
な
稿
を
終
え
た
い
。

註（
1
）
　
楢
崎
干
城
編
「
日
本
古
代
ウ
ジ
族
関
係
論
文
目
録
（
1
）
」
（
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
五
冊
、

　

塙
書
房
、
一
九
七
一
年
）
、
高
島
正
人
『
奈
良
時
代
諸
氏
族
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

　
　
八
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
2
）
　
畿
内
中
小
豪
族
の
研
究
と
し
て
は
、
岸
俊
男
a
「
山
背
国
愛
宕
郡
考
」
（
『
続
律
令
国
家
と
貴

　
　
族
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
、
b
「
県
犬
養
橘
宿
禰
三
千
代
を
め
ぐ
る
憶
説
」

　
　
（
『
宮
都
と
木
簡
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）
、
長
家
理
平
「
古
代
中
小
豪
族
の
考
察
」

　
　
（
『
日
本
歴
史
』
二
九
八
、
一
九
七
三
年
）
、
前
田
晴
人
「
河
内
三
野
県
主
の
服
属
儀
礼
に
つ
い

　
　
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
〇
七
、
一
九
九
〇
年
）
、
「
三
野
県
主
、
美
努
連
の
性
格
と
そ
の
形
成

　
　
要
因
」
（
『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
六
八
、
一
九
九
一
年
）
「
古
代
河
内
の
反
乱
伝
承
と
三
野

　
　
県
主
」
（
『
日
本
書
紀
研
究
』
　
一
九
、
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
）
、
田
島
裕
久
「
平
安
中
・
後
期

　
　
に
お
け
る
中
・
小
氏
族
の
在
地
動
向
」
（
『
日
本
古
代
史
叢
説
』
慶
磨
通
信
、
一
九
九
二
年
）
、

　
　
鈴
木
靖
民
「
掃
守
氏
と
相
楽
神
社
」
（
『
古
代
対
外
関
係
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八

　
　
五
年
）
、
小
林
敏
男
『
古
代
王
権
と
県
・
県
主
制
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）

　
　
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
る
。

（
3
）
　
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
考
証
篇
第
三
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）
二
六
二

　
　
頁
。

（
4
）
　
前
田
晴
人
「
額
田
部
連
の
系
譜
と
職
掌
と
本
拠
地
」
（
『
日
本
歴
史
』
五
二
〇
、
一
九
九
一
年
）
。

（
5
）
　
『
和
名
抄
』
の
八
田
郷
は
矢
田
部
、
額
田
郷
も
額
田
部
と
関
連
付
け
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、

　
　
実
際
ヤ
タ
ベ
、
ヌ
カ
タ
ベ
と
い
う
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

（
6
）
　
喜
田
新
六
「
桓
武
朝
に
は
じ
ま
る
地
方
人
の
京
都
貫
附
に
つ
い
て
」
（
『
桓
武
朝
の
諸
問
題
』

　
　
一
九
六
二
年
）
。

（
7
）
　
田
中
卓
「
『
紀
氏
家
牒
』
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
国
家
の
成
立
と
諸
氏
族
』
国
書
刊
行
会
、
一

　
　
九
八
六
年
）
に
よ
る
。

（
8
）
　
『
書
紀
』
雄
略
二
年
十
月
丙
子
条
に
は
大
津
馬
飼
が
見
え
、
『
日
本
書
紀
（
三
）
』
（
岩
波
書

　
　
店
、
一
九
九
四
年
）
三
一
頁
注
一
九
は
大
津
を
河
内
の
和
泉
大
津
か
摂
津
の
難
波
大
津
に
比

　
　
定
し
て
い
る
。
後
者
と
す
れ
ば
、
摂
津
地
域
に
も
馬
飼
集
団
が
存
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

　
　
河
内
・
倭
以
外
で
は
、
天
平
五
年
山
背
国
愛
宕
郡
計
帳
に
八
坂
馬
養
造
姓
者
が
見
え
て
お
り

　
　
（
『
大
日
本
古
文
書
』
一
ー
五
四
三
）
、
愛
宕
郡
八
坂
郷
を
本
拠
地
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）
　
二
条
大
路
木
簡
の
中
に
室
原
馬
養
造
姓
が
見
え
（
城
二
四
ー
八
）
、
大
和
国
城
下
郡
室
原
郷

　
　
（
現
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
大
字
唐
古
あ
る
い
は
大
字
蔵
堂
）
を
本
拠
と
し
た
も
の
と
考
え

　
　
ら
れ
る
。
但
し
、
後
述
の
河
内
○
○
馬
飼
部
造
の
よ
う
な
、
倭
＋
地
名
の
馬
飼
の
例
は
な
い

　
　
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
『
続
紀
』
天
平
十
六
年
二
月
丙
午
条
に
よ
る
と
、
律
令
制
下
で
は
馬
飼
が
卑
賎
視
さ
れ
て
い
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た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
前
に
あ
っ
て
は
多
様
な
活
動
を
行
い
、
国
家
に
と
っ
て
重
要

　
　
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
継
体
と
河
内
馬
飼
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
川

　
　
明
久
「
継
体
天
皇
の
周
辺
」
（
『
日
本
古
代
の
社
会
と
政
治
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）

　
　
参
照
。

（
H
）
　
『
書
紀
』
欽
明
七
年
七
月
条
に
今
来
郡
檜
隈
邑
の
人
川
原
民
直
宮
が
良
馬
を
得
た
話
が
あ
り
、

　
　
こ
れ
は
渡
来
系
氏
族
の
例
で
あ
る
が
、
生
駒
山
東
麓
以
外
に
も
馬
の
伝
承
が
存
す
る
。
ま
た

　
　
勝
宝
六
年
十
一
月
十
一
日
知
牧
事
吉
野
百
嶋
解
（
『
大
日
本
古
文
書
』
四
－
三
↓
）
に
よ
る
と
、

　
　
吉
野
郡
に

牧
が

存

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
註
（
9
）
も
参
照
。

（
1
2
）
　
佐
伯
註
（
3
）
書
四
〇
七
頁
～
四
〇
八
頁
。

（
1
3
）
　
前
田
註
（
4
）
論
文
。

（
1
4
）
　
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
考
証
篇
第
五
（
吉
川
弘
文
館
、
↓
九
八
三
年
）
三
五
〇

　
　
頁
～
三
五
一
頁
。

（
1
5
）
福
山
敏
男
「
額
安
寺
」
（
『
奈
良
朝
寺
院
の
研
究
』
綜
芸
舎
、
一
九
七
八
年
）
二
四
頁
。
な
お
、

　
　
狩
野
久

「額

田
部
連
と
飽
波
評
」
（
『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』
東
大
出
版
会
、
一
九
九
〇

　
　
年
）
は
道
慈
を
額
田
部
連
氏
と
見
て
、
額
田
寺
と
の
関
係
を
考
え
て
い
る
。

（
1
6
）
　
井
上
薫
「
道
慈
」
（
『
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）
。

（
1
7
）
　
一
条
冬
良
『
後
妙
華
寺
殿
令
聞
書
』
所
引
の
一
条
兼
良
の
説
。

（
1
8
）
　
野
村
忠
夫
「
国
造
姓
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
（
『
信
濃
』
二
四
－
七
、
一
九
七
二
年
）
。

（
1
9
）
　
栗
田
寛
『
国
造
本
紀
考
』
（
近
藤
出
版
部
、
一
九
〇
三
年
）
、
佐
伯
有
清
・
高
嶋
弘
志
編
『
国

　
　
造
・
県
主
関
係
史
料
集
』
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
、
新
野
直
吉
a
「
額
田
国
造
今
足

　
　
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
六
〇
、
一
九
七
〇
年
）
、
b
「
国
造
の
世
界
」
（
『
古
代
の
日

　
　
本
』
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
、
早
川
万
年
「
和
珂
部
臣
君
手
と
大
海
人
皇
子
の
湯
沐
邑
」

　
　
（
『
岐
阜
史
学
』
九
一
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
。

（
2
0
）
　
『
古
代
氏
族
人
名
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）
の
当
該
項
を
参
照
。

（
2
1
）
　
狩
野
註
（
1
5
）
論
文
。

（
2
2
∀
　
喜
田
註
（
6
）
論
文
。

（
2
3
）
　
本
位
田
菊
士
「
額
田
部
連
・
額
田
部
に
つ
い
て
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
三
八
、
一
九
八
五

　

年
）
。

（
2
4
）
　
直
木
孝
次
郎
「
複
姓
の
研
究
」
（
『
日
本
古
代
国
家
の
構
造
』
青
木
書
店
、
一
九
五
八
年
）
。

（
2
5
）
　
本
位
田
註
（
2
3
）
論
文
は
、
額
田
部
湯
坐
連
を
額
田
部
連
の
本
宗
家
と
考
え
、
本
宗
は
こ
の

　
　
事
件
で
没
落
し
た
と
見
る
。

（
2
6
）
本
位
田
註
（
2
3
）
論
文
。
な
お
、
前
沢
和
之
「
古
代
の
皮
革
」
（
『
古
代
国
家
の
形
成
と
展
開
』

　

吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）
五
一
六
頁
に
よ
る
と
、
「
熟
皮
」
は
馬
皮
の
油
鞍
し
処
理
を
示

　
す
と
さ
れ
て
い
る
。

（
2
7
）
　
前
田
註
（
4
）
論
文
。
こ
の
見
解
は
神
魂
命
系
の
額
田
部
氏
を
三
野
県
主
の
権
力
を
構
成
す

　
　
る
要
素
と
考
え
る
と
こ
ろ
に
眼
目
が
あ
り
、
本
来
の
本
拠
地
は
河
内
国
河
内
郡
額
田
郷
と
し

　
　
て
い
る
。

（
2
8
）
　
佐
伯
有
清
「
新
撰
姓
氏
録
序
説
」
（
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
研
究
篇
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

　
　
⊥
ハ
一
二
年
）
。

（
2
9
）
　
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
考
証
篇
第
四
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）
四
九
頁

　
　

は
、
額
田
部
連
、
額
田
部
河
田
連
を
左
右
馬
寮
の
伴
部
で
あ
る
馬
部
の
名
負
氏
の
一
員
で
あ

　
　
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
述
べ
る
。

（
3
0
）
　
佐
伯
註
（
3
）
書
二
六
三
頁
。
な
お
、
前
田
註
（
4
）
論
文
は
、
額
田
部
連
・
額
田
部
随
玉

　
　
を
三
野
県
主
の
下
に
ヤ
マ
ト
王
権
に
奉
仕
し
た
氏
と
し
て
並
列
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い

　
　
る
が
、
「
額
田
部
」
砥
玉
の
命
名
か
ら
見
て
、
額
田
部
氏
の
中
で
の
玉
作
り
と
い
う
見
方
を
と

　
　
る
方
が
よ
い
と
思
う
。

（
3
1
）
　
佐
伯
註
（
3
）
書
二
〇
九
頁
。

（
3
2
）
　
（
イ
）
田
中
巽
「
額
田
部
に
つ
い
て
」
（
『
兵
庫
史
学
』
二
一
、
一
九
五
九
年
）
、
（
ロ
）
太
田

　
　
亮

『
日
本
上
代
に
於
け
る
社
会
組
織
の
研
究
』
（
磯
部
甲
陽
堂
、
一
九
二
九
年
）
一
七
一
頁
、

　
　
新
野
註

（
1
9
）
a
論
文
、
本
位
田
註
（
2
3
）
論
文
な
ど
、
（
ハ
）
狩
野
註
（
1
5
）
論
文
、
岸
俊

　
　
男

「「
額
田
部
臣
」
と
倭
屯
田
」
（
『
末
永
先
生
米
寿
記
念
献
呈
論
文
集
』
一
九
八
五
年
）
な
ど
。

（
3
3
）
　
落
合
重
信
「
額
田
部
と
そ
の
性
格
」
（
『
兵
庫
史
学
』
三
一
、
一
九
六
二
年
）
。

（
3
4
）
　
落
合
註
（
3
3
）
、
本
位
田
註
（
2
3
）
論
文
な
ど
。

（
3
5
）
　
『
国
史
大
辞
典
』
一
一
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）
「
ぬ
か
た
べ
」
の
項
（
吉
村
武
彦
氏

　
　
執
筆
）
、
岸
註
（
3
2
）
論
文
、
黛
弘
道
「
古
代
王
権
の
成
立
」
（
『
物
部
・
蘇
我
氏
と
古
代
王
権
』

　
　
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

（
3
6
）
　
拙
稿
「
出
雲
地
域
と
ヤ
マ
ト
王
権
」
（
『
新
版
古
代
の
日
本
』
四
、
角
川
書
店
、
↓
九
九
一
年
）
。

（
3
7
）
　
直
木
孝
次
郎
「
人
制
の
研
究
」
（
『
日
本
古
代
国
家
の
構
造
』
青
木
書
店
、
一
九
五
八
年
）
。

（
3
8
）
　
鎌
田
元
↓
「
大
王
に
よ
る
国
土
の
統
一
」
（
『
日
本
の
古
代
』
六
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六

　
　
年
）
。

（
3
9
）
　
狩
野
久
「
部
民
制
」
（
『
講
座
日
本
史
』
一
、
東
京
大
学
出
版
会
、
↓
九
七
〇
年
）

（
4
0
）
武
廣
亮
平
「
額
田
部
臣
と
部
民
制
」
（
『
古
代
王
権
と
交
流
』
七
、
名
著
出
版
、
一
九
九
五
年
）

　
　
も
、
額
田
部
を
額
田
部
皇
女
の
名
代
と
見
て
い
る
。

（
4
1
）
　
仁
藤
敦
史
a
「
「
斑
鳩
宮
」
に
つ
い
て
」
、
b
「
「
斑
鳩
宮
」
の
経
済
基
盤
」
、
c
「
「
斑
鳩
宮
」

　
　
の
経
営
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
王
権
と
都
城
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
、
平
林
章
仁
「
敏

　
　
達
天
皇
系
王
統
の
広
瀬
郡
進
出
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
一
四
冊
、
塙
書
房
、
一

　
　
九
八
七
年
）
な
ど
。

（
4
2
）
　
仁
藤
註
（
4
1
）
a
論
文
。

（
4
3
）
　
平
林
註
（
4
1
）
論
文
。

（
4
4
）
　
額
田
部
連
比
羅
夫
と
海
石
榴
市
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
和
田
華
「
市
・
女
・
チ
マ
タ
」

　
　
（
『
日
本
の
古
代
』
一
二
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
）
一
七
四
～
一
七
五
頁
で
も
言
及
さ

　

れ
て

い
る
。
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（
4
5
）
井
上
薫
「
舎
人
制
度
の
一
考
察
」
、
「
ト
ネ
リ
制
度
の
一
考
察
」
（
『
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
』

　

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
∀
、
拙
稿
「
長
屋
王
邸
宅
の
住
人
と
家
政
機
関
」
（
『
平
城
京
長
屋

　
　
王
邸
宅
と
木
簡
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
。

（
4
6
）
　
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
『
額
田
部
狐
塚
古
墳
周
濠
部
発
掘
調
査
概
要
報
告
』
（
一
九
八
四

　

年
）
、
『
松
山
古
墳
1
』
二
九
九
一
年
）
、
『
松
山
古
墳
皿
』
（
一
九
九
三
年
）
な
ど
に
よ
る
。

（
4
7
）
　
西
嶋
定
生
「
古
墳
と
大
和
政
権
」
（
『
岡
山
史
学
』
一
〇
、
一
九
六
一
年
）
。

（
4
8
）
　
笹
山
晴
生
「
た
た
み
こ
も
平
群
の
山
」
（
『
ば
れ
る
が
』
二
二
五
、
一
九
七
〇
年
）
、
辰
巳
和
弘

　
　
「
平
群
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
（
『
地
域
王
権
の
古
代
学
』
白
水
社
、
一
九
九
四
年
）
。
な

　
　
お
、
若
井
敏
明
「
初
期
の
大
臣
に
つ
い
て
」
（
『
史
泉
』
八
二
、
一
九
九
五
年
）
は
平
群
氏
の

　

大
臣
就
任
を
史
実
と
見
る
が
、
そ
の
論
拠
は
斑
鳩
地
域
の
五
世
紀
の
古
墳
の
存
在
で
あ
る
。

　
　
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
斑
鳩
地
域
は
飽
波
評
域
に
入
る
も
の
と
思
わ
れ
、
平
群
評
域
の

　
　
平
群
谷
地
域
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
り
、
や
は
り
六
世
紀
頃
の
平
群
氏
の
活
躍
は
支
持
し
難

　
　
い
。
六
世
紀
後
半
の
平
群
氏
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
長
門
「
倭
王
権
に
お
け
る
合

　
　
議
制
の
史
的
展
開
」
（
『
日
本
古
代
の
国
家
と
祭
儀
』
雄
山
閣
、
　
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
4
9
）
　
鈴
木
靖
民
「
倭
の
五
王
の
外
交
と
内
政
」
（
『
日
本
古
代
の
政
治
と
制
度
』
続
群
書
類
従
完
成

　
　
会
、
一
九
八
五
年
）
。

（
5
0
）
　
本
位
田
註
（
2
3
）
、
前
田
註
（
4
）
論
文
、
本
位
田
菊
士
「
河
内
馬
飼
部
と
倭
馬
飼
部
」

　
　
（
『
東
ア
ジ
ア
と
日
本
』
歴
史
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
、
辰
巳
和
弘
「
上
宮
王
家
と

　
　
古
代
平
群
郡
地
域
」
（
『
地
域
王
権
の
古
代
学
」
白
水
社
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
、
額
田
部
氏

　
　
発
展
の
要
因
と
し
て
貢
馬
を
指
摘
す
る
見
解
は
多
い
。
『
奈
良
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
一
九

　
　
八
一
年
）
四
七
三
頁
馬
司
村
（
ま
つ
か
さ
む
ら
・
現
大
和
郡
山
市
馬
司
町
）
の
項
に
「
佐
保

　
　
川
西
方
、
筒
井
村
南
方
に
立
地
」
と
あ
り
、
額
田
寺
の
北
東
に
位
置
し
て
馬
に
関
わ
る
地
名

　
　
が
存
す
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
地
は
安
貞
二
年
十
二
月
額
安
寺
別
当
某
譲
状
（
『
鎌

　
　
倉
遺
文
』
三
七
九
四
号
）
に
「
同
寺
領
山
林
等
井
東
別
所
・
馬
司
上
下
庄
」
、
永
仁
二
年
三
月

　
　
東
大
寺
大
仏
灯
油
料
田
注
文
（
一
八
五
一
七
号
）
に
「
添
下
郡
京
南
七
条
二
里
六
坪
内
一
段

　
　
小
字
マ
ツ
カ
サ
」
と
見
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
と
い
う
。

（
5
1
）
　
胡
口
靖
夫
「
美
努
王
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」
（
『
国
史
学
』
九
二
、
一
九
七
四
年
）
。
な

　
　
お
、
山
川
均
「
大
和
に
お
け
る
七
世
紀
の
主
要
交
通
路
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
」
（
『
ヒ
ス

　
　
ト
リ
ア
』
一
五
〇
、
一
九
九
五
年
）
で
は
惰
使
入
京
ル
ー
ト
や
額
田
部
氏
の
役
割
が
述
べ
ら

　
　
れ
て
い
る
。

（
5
2
）
　
外
交
儀
礼
の
全
般
的
流
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
古
代
難
波
に
お
け
る
外
交
儀
礼
と
そ
の
変

　
　
遷
」
（
『
古
代
日
本
の
対
外
認
識
と
通
交
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
5
3
）
　
村
井
章
介
『
東
ア
ジ
ア
往
還
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（
5
4
）
　
凡
河
内
直
氏
の
外
交
面
で
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
註
（
5
2
）
拙
稿
を
参
照
。
な
お
、
加
藤
順

　
　
一
「
対
外
交
渉
に
お
い
て
官
人
の
外
貌
が
有
す
る
政
治
的
性
格
」
（
『
名
古
屋
明
徳
短
期
大
学

　
　
紀
要
』
H
、
一
九
九
六
年
）
も
参
照
。

（
5
5
）
　
黒
田
裕
一
「
推
古
朝
に
お
け
る
「
大
国
」
意
識
」
（
『
国
史
学
』
一
六
五
、
一
九
九
八
年
）
。

（
5
6
）
　
笹
山
晴
生
『
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
二
〇
四
頁
。

（
5
7
）
　
井
上
光
貞
「
日
本
に
お
け
る
仏
教
統
制
機
関
の
確
立
過
程
」
（
『
日
本
古
代
国
家
の
研
究
』
岩

　

波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
。
な
お
、
佐
伯
昌
紀
「
寺
家
知
事
考
」
（
『
寺
院
史
研
究
』
四
、
一
九

　
　
九
四
年
）
は
、
法
頭
を
中
央
統
制
機
関
で
は
な
く
、
各
寺
院
毎
に
檀
越
の
中
か
ら
選
任
さ
れ

　
　
て
寺
領
管
理
等
を
職
掌
と
す
る
「
寺
家
法
頭
」
と
で
も
い
う
べ
き
寺
職
で
あ
る
と
し
、
七
世

　

紀
の
氏
族
家
産
段
階
の
寺
院
に
特
有
の
機
構
で
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
法

　
　
頭
と
額
田
寺
と
の
関
係
如
何
が
問
題
と
な
る
が
、
額
田
寺
の
創
建
の
問
題
と
と
も
に
保
留
と

　
　
し
て
お
き
た
い
。

（
5
8
）
　
こ
の
点
は
前
田
註
（
4
）
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
5
9
）
　
拙
稿
「
橘
家
と
恵
美
太
家
」
（
『
長
屋
王
家
木
簡
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇

　
　
年
）
参
照
。

（
6
0
）
　
山
尾
幸
久
『
日
本
古
代
王
権
形
成
史
論
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
四
二
四
～
四
四
二

　
　
頁
参
照
。

（
6
1
）
　
黛
弘
道
「
冠
位
十
二
階
考
」
（
『
律
令
国
家
成
立
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）
。

（
6
2
）
　
国
立
歴
民
俗
博
物
館
の
共
同
研
究
「
古
代
荘
園
絵
図
と
在
地
社
会
に
つ
い
て
の
史
的
研
究
」

　
　
第
十
一
回
研
究
会
に
お
け
る
仁
藤
敦
史
氏
の
報
告
「
額
田
部
周
辺
の
古
代
氏
族
」
で
は
、
額

　
　
田
部
氏
の
本
宗
が
額
田
部
連
か
ら
額
田
部
河
田
連
（
額
田
部
宿
禰
所
称
）
に
変
化
し
、
別
祖

　
　
氏
宗
（
喪
葬
令
墓
条
）
と
し
て
「
額
田
寺
伽
藍
並
条
里
図
」
の
「
船
墓
〈
額
田
部
宿
禰
先
祖
〉
」

　
　
の
記
載
が
生
ま
れ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
広
い
意
味
で
の
同
族

　
　
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
額
田
部
氏
が
こ
の
地
に
勢
力
を
有
し
た
豪
族
で
あ
っ
た
と
す

　
　
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
。

（
6
3
）
　
『
平
城
宮
木
簡
』
一
（
解
説
）
、
笹
山
晴
生
「
兵
衛
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
日
本
古
代
の
政

　
　
治
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
、
鬼
頭
清
明
「
二
条
大
路
出
土
の
門
号
記
載
木
簡

　
　
に
つ
い
て
」
（
『
律
令
国
家
の
政
務
と
儀
礼
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
、
拙
稿
「
二
条
大

　
　
路
木
簡
と
門
の
警
備
」
（
『
長
屋
王
家
木
簡
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

　
　
な
ど
。

（
醐
）
　
笹
山
註
（
6
3
）
論
文
。

（
6
5
）
　
二
条
大
路
木
簡
の
門
関
係
の
木
簡
が
皇
后
宮
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
註
（
6
3
）
拙

　
　
稿
参
照
。

（
6
6
）
　
笹
山
註
（
5
6
）
書
第
二
章
。

（
6
7
）
　
東
野
治
之
『
木
簡
が
語
る
日
本
の
古
代
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
二
二
～
二
九
頁
。

（
6
8
）
　
な
お
、
額
田
氏
の
例
で
あ
る
が
、
藤
原
麻
呂
家
に
仕
え
た
額
田
根
万
呂
（
城
二
九
ー
二
〇
）
、

　
　
長
屋
王
関
係
で
は
佐
保
に
勤
務
し
た
額
田
児
君
（
城
二
一
ー
一
〇
）
や
額
田
直
持
末
呂
（
城

　
　
二
七
ー
一
七
）
な
ど
も
知
ら
れ
る
。

（
6
9
）
　
岸
註
（
2
）
a
論
文
。
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（
7
0
）
　
福
原
栄
太
郎
「
長
屋
王
家
形
成
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
七
七
、

　
　
一
九
九
］
年
）
、
岩
本
次
郎
「
木
上
と
片
岡
」
（
『
木
簡
研
究
』
一
四
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
。

（
7
1
）
　
拙
著
『
長
屋
王
家
木
簡
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
）
第
一
部
を
参
照
。

（
7
2
）
　
平
林
註
（
4
1
）
論
文
。

（
7
3
）
　
大
津
透
「
律
令
国
家
と
畿
内
」
（
『
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
。

（
7
4
）
　
狩
野
註
（
1
5
）
論
文
。

（
7
5
）
　
辰
巳
註
（
5
0
）
論
文
。

（
7
6
）
　
加
藤
謙
吉
「
平
群
地
方
の
地
域
的
特
性
と
藤
ノ
木
古
墳
」
（
『
大
和
政
権
と
古
代
氏
族
』
吉

　
　
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
。

（
7
7
）
　
岸
俊
男
「
古
代
の
画
期
　
雄
略
朝
か
ら
の
展
望
」
（
『
日
本
の
古
代
』
六
、
中
央
公
論
社
、
一

　
　
九
八
六
年
）
。

（
7
8
）
米
田
雄
介
「
郡
司
一
覧
」
（
『
日
本
史
総
覧
』
補
巻
中
世
三
・
近
世
三
、
新
人
物
往
来
社
、
一

　
　
九
八
四
年
）
参
照
。

（
7
9
）
　
拙
稿
「
評
の
成
立
と
評
造
」
（
『
古
代
郡
司
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
参

　
　
照
。

（
8
0
）
　
浅
井
和
春
「
東
京
国
立
博
物
館
保
管
上
代
裂
の
銘
文
に
つ
い
て
」
（
『
M
U
S
E
U
M
』
三

　
　
九
〇
、
一
九
八
三
年
）
。

（
8
1
）
　
『
平
安
遺
文
』
四
六
〇
九
号
上
野
国
交
替
実
録
帳
の
「
定
額
寺
」
の
項
に
は
、
「
放
光
寺
。
件

　
　
寺
依
一
氏
人
申
請
べ
不
レ
為
二
定
額
寺
「
防
除
放
已
了
者
」
と
あ
り
、
氏
人
の
申
請
も
定
額
寺
化

　
　
の
一
つ
の
要
素
で
あ
っ
た
。

（
8
2
）
都
の
僧
侶
が
地
方
と
の
通
交
を
持
っ
た
こ
と
は
、
鈴
木
景
二
「
都
鄙
間
交
通
と
在
地
秩
序
」

　
　
（
『
日
本
史
研
究
』
三
七
九
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（
8
3
）
　
太
田
愛
之
「
古
代
村
落
の
再
編
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
七
二
、
一
九
九
三
年
）
。

（
8
4
）
　
井
上
満
郎
「
墨
書
土
器
「
鵤
室
」
の
文
献
学
的
考
察
」
（
『
北
野
廃
寺
発
掘
調
査
報
告
書
』
京

　
　
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
三
年
）
九
三
頁
は
、
九
条
に
存
し
た
広
隆
寺
よ
り
北
の

　
　
八
条
に
存
す
る
北
野
廃
寺
が
旧
広
隆
寺
で
あ
り
、
北
野
廃
寺
は
広
隆
寺
の
移
転
後
の
平
安
時

　

代
ま
で
存
続
し
て
い
る
こ
と
は
瓦
の
編
年
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
広
隆
寺
の
本
体
が
太

　

秦
の
地
に
移
っ
て
か
ら
も
規
模
を
縮
小
し
て
法
灯
を
護
っ
た
と
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
九

　

世
紀
中
頃
～
十
世
紀
前
半
の
遺
構
S
K
二
〇
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
に
記
さ
れ
た
「
鵤
室
」

　
　
は
、
広
隆
寺
の
移
転
後
も
旧
地
に
継
続
し
た
広
隆
寺
後
身
の
寺
に
設
け
ら
れ
た
聖
徳
太
子
を

　

祀

る
施
設
・
部
屋
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
す
る
と
、
資
財
帳
の
広
隆
寺
は
八
世
紀
以
前
の
姿

　

を
伝
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
移
転
説
の
可
否
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が

　

あ
る
こ
と
を
留
保
条
件
と
し
て
お
き
た
い
。

（
8
5
）
　
額
田
寺
の
創
建
に
つ
い
て
は
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
下
の
熊
凝
寺
を
額
田
寺
に
比
定
す
る
説

　

を
措
く
と
し
て
も
、
氏
寺
と
し
て
は
規
模
が
大
き
く
、
創
建
瓦
の
年
代
も
七
世
紀
初
に
遡
る

　
　
こ
と
か
ら
、
上
宮
王
家
や
推
古
天
皇
と
の
関
係
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
存
す

　
　
る
。
例
え
ば
、
『
日
本
の
古
代
遺
跡
』
四
奈
良
県
北
部
（
保
育
社
、
一
九
八
二
年
）
＝
二
～

　
　
一
一
五
頁
参
照
。

（8
6
）
　
大
津
註
（
7
3
）
論
文
。

（
8
7
）
　
牧
が
後
に
開
墾
に
よ
り
消
滅
す
る
例
に
つ
い
て
は
、
西
岡
虎
之
助
「
武
士
階
級
結
成
の
一
要

　
　
因
と
し
て
の
「
牧
」
の
発
展
」
（
『
荘
園
史
の
研
究
』
上
、
岩
波
書
店
、
↓
九
五
三
年
）
＝
二

　
　
六
～
三
一
九
頁
参
照
。

（
8
8
）
①
早
川
庄
八
「
選
任
令
・
選
叙
令
と
郡
領
の
「
試
練
」
」
（
『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』
上
、

　
　
吉
川

弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
。
『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）

　
　
所
収
の
際
の
二
九
八
頁
補
注
も
参
照
。
②
×
町
健
「
畿
内
郡
司
と
式
部
省
の
「
試
練
」
」
（
『
日

　
　
本
歴
史
』
四
六
六
、
一
九
八
二
年
）
。
③
森
田
悌
「
畿
内
郡
司
と
試
練
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
七

　
　
四
、
一
九
八
二
年
）
。
な
お
、
拙
稿
「
試
郡
司
・
読
奏
・
任
郡
司
ノ
ー
ト
」
（
『
古
代
郡
司
制
度

　
　
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
も
参
照
。

（
8
9
）
　
浅
井
勝
利
「
畿
内
郡
司
層
氏
族
に
関
す
る
覚
書
」
（
『
史
観
』
一
二
九
、
一
九
九
三
年
）
。

（
9
0
）
　
大
津
註
（
7
3
）
論
文
。

（
9
1
）
　
浅
井
註
（
8
9
）
論
文
。

（
9
2
）
　
郡
司
任
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
律
令
国
家
に
お
け
る
郡
司
任
用
方
法
と
そ
の
変
遷
」

　
　
（
『
古
代
郡
司
制
度
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。

（
9
3
）
　
米
田
註
（
7
8
）
表
参
照
。

（
9
4
）
　
小
口
雅
史
「
安
都
雄
足
の
私
田
経
営
」
（
『
史
学
雑
誌
』
九
六
の
六
、
一
九
八
七
年
）
四
七
頁

　
　
で
は
、
河
内
国
渋
川
郡
を
本
拠
と
す
る
安
都
雄
足
の
一
族
に
郡
領
の
者
が
存
し
、
雄
足
の
経

　
　
営
を
助
け
た
様
子
を
推
定
し
て
お
り
、
畿
内
郡
司
と
律
令
官
人
の
関
係
の
例
と
す
る
こ
と
が

　
　
で
き
る
。
な
お
、
『
扶
桑
略
記
』
寛
平
八
年
条
所
引
善
家
秘
記
に
備
中
国
賀
夜
郡
の
郡
領
賀
陽

　
　
氏
の
一
族
構
成
が
知
ら
れ
る
例
が
あ
り
、
大
領
・
統
領
・
吉
備
津
彦
神
社
の
神
主
な
ど
、
地

　
　
方
の
要
職
を
独
占
し
、
ま
た
蹟
労
に
よ
り
備
前
権
少
目
の
職
に
就
く
等
の
展
開
も
窺
わ
れ
る
。

　

在
地
豪
族
が
律
令
国
家
の
中
で
自
己
の
権
威
を
保
つ
方
法
を
示
す
事
例
と
し
て
、
h
：
－
と

　
　
と
も
に
注
目
さ
れ
る
。

（
9
5
）
　
鈴
木
註
（
2
）
論
文
は
、
山
城
国
相
楽
郡
の
郡
領
掃
守
連
（
宿
禰
）
氏
の
歴
史
を
検
討
し
、

　

在
地
で
は
相
楽
神
社
の
奉
祀
と
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
が
、
史
料
的
制
約
の
た
め
に
、
額

　

田

部
氏
ほ
ど
に
は
、
律
令
官
人
、
郡
司
、
在
地
経
営
な
ど
の
あ
り
方
は
解
明
で
き
て
い
な
い
。
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額
田
及
び
額
田
部
氏
関
係
史
料
集
成
（
稿
）

　

1
　
額
田
及
び
額
田
部
氏
の
出
自

㎜

『日
本
書
紀
』
神
代
上
宝
鏡
開
始
段
第
三
の
一
書

（上
略
）
次
天
津
彦
根
命
、
此
茨
城
国
造
・
額
田
部
連
等
遠
祖
也
。

（下
略
）

肥

『古
事
記
』

（上
略
）
次
天
津
日
子
根
命
者
〈
凡
川
内
国
造
・
額
田
部
湯
坐
連
・
茨
木
国
造
・
倭
田

中
直
・
山
代
国
造
・
馬
来
田
国
造
・
道
尻
岐
閑
国
造
・
周
芳
国
造
・
倭
滝
知
造
・
高

市
県
主
・
蒲
生
稲
寸
・
三
枝
部
造
等
之
祖
也
。
〉
（
下
略
）

㎜
『日
本
書
紀
』
神
功
四
十
七
年
四
月
条
分
註

（上
略
）
〈
千
熊
長
彦
者
、
分
明
不
レ
知
其
姓
人
。
一
云
、
武
蔵
国
人
、
今
是
額
田
部

槻
本
首
等
之
始
祖
也
。
百
済
記
云
、
職
麻
那
那
加
比
脆
者
、
蓋
是
欺
也
。
〉
（
下
略
）

脳
『紀
氏
家
牒
』

（
7
）
家
牒
日
、
六
男
平
群
木
兎
宿
禰
、
歴
二
仕
応
神
・
仁
徳
・
履
中
三
代
天
皇
へ
執
二

国
政
づ
凡
寿
殆
一
百
五
十
余
歳
。
初
木
兎
宿
禰
与
二
仁
徳
天
皇
一
同
日
生
〈
神
功
皇
后

摂
政
六
十
年
。
〉
、
然
後
家
二
大
倭
国
平
群
県
平
群
里
「
故
称
一
平
群
木
兎
宿
禰
⇒
是
平

群
朝
臣
・
馬
工
連
等
祖
也
。

（
1
5
）
家
牒
日
、
家
二
大
倭
国
平
群
県
平
群
里
、
故
称
日
二
平
群
木
兎
宿
禰
「
是
平
群
朝

臣
・
馬
工
連
等
祖
也
。

（1
6
）
又
云
、
額
田
早
良
宿
禰
男
額
田
駒
宿
禰
、
平
群
県
在
馬
牧
へ
択
二
駿
駒
一
養
レ
之
、

献
二
天
皇
づ
勅
賜
二
姓
馬
工
連
へ
令
レ
掌
レ
飼
。
故
号
其
養
レ
駒
之
処
一
日
生
駒
く
又
云
、

額
田
駒
宿
禰
男
、
［
］
馬
工
御
織
連
。
〉

（2
0
）
紀
氏
家
牒
日
、
額
田
早
良
宿
禰
。
（
成
信
考
、
木
兎
宿
禰
二
男
也
。
）

（
2
1
）
紀
氏
家
牒
日
、
平
群
真
鳥
大
臣
弟
、
額
田
早
良
宿
禰
家
平
群
県
額
田
里
、
不

レ

尋
二
父
氏
「
負
・
（
母
氏
ヵ
）
姓
額
田
首
つ

　
＊
番
号
は
田
中
卓
「
『
紀
氏
家
牒
』
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
国
家
の
成
立
と
諸
氏
族
』

　
　
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。

鵬
『日
本
書
紀
』
武
烈
即
位
前
紀
（
参
考
）

…
大
臣
平
群
真
鳥
臣
、
専
檀
二
国
政
、
欲
レ
王
二
日
本
へ
陽
為
二
太
子
営
レ
宮
、
了
即
自

居
、
触
レ
事
驕
慢
、
都
無
一
臣
節
「
於
レ
是
、
太
子
思
三
欲
聰
’
物
部
麓
鹿
火
大
連
女
影
媛
、

遣
二
媒
人
一
向
一
影
媛
宅
一
期
レ
会
。
影
媛
曾
姦
一
真
鳥
大
臣
男
鮪
一
〈
鮪
、
此
云
一
弦
麻
〉
、

恐
レ
違
二
太
子
所
’
期
、
報
日
、
妾
望
レ
奉
レ
待
二
海
柘
榴
市
巷
コ
由
レ
是
太
子
欲
レ
往
期

処
へ
遣
二
近
侍
舎
人
「
就
二
平
群
大
臣
宅
へ
奉
二
太
子
命
一
求
二
索
官
馬
「
大
臣
戯
言
陽

進
日
、
官
馬
為
レ
誰
飼
養
、
随
レ
命
而
已
。
久
之
不
レ
進
。
…

㈱

『新
撰
姓
氏
録
』
河
内
国
皇
別
・
額
田
首
条

早
良
臣
同
祖
、
平
群
木
兎
宿
禰
之
後
也
。
不
レ
尋
二
父
氏
へ

負
一
母
氏
額
田
首
づ

醐
『新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
下
・
額
田
部
湯
坐
連
条

天
津
彦
根
命
子
明
立
天
御
影
命
之
後
也
。
允
恭
天
皇
御
世
、
被
遣
薩
摩
国
、
平
二
隼
人
へ

復
奏
之
日
、
献
御
馬
一
匹
べ
額
有
町
形
廻
毛
℃
天
皇
嘉
レ
之
、
賜
二
姓
額
田
部
一
也
。

棚
『新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
下
・
三
枝
部
連
条
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額
田
部
湯
坐
連
同
祖
。
顕
宗
天
皇
御
世
、
喚
二
集
諸
氏
人
等
、

茎
之
草
生
二
於
宮
庭
「
採
以
奉
レ
献
、
伍
負
二
姓
三
枝
部
造
⇒

⑱

『新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
下
・
奄
智
造
条

額
田
部
湯
坐
連
同
祖
。

賜
二
饗
醸
「
干
レ
時
三

伽o

『新
撰
姓
氏
録
』
左
京
神
別
下
・
額
田
部
条

同
命
（
天
津
彦
根
命
子
明
立
天
御
影
命
か
）
孫
意
富
伊
我
都
命
之
後
也
。

㎝

『新
撰
姓
氏
録
』
右
京
神
別
上
・
額
田
部
宿
禰
条

明
日
名
門
命
三
世
孫
天
村
雲
命
之
後
也
。

肥

『新
撰
姓
氏
録
』
右
京
神
別
上
・
額
田
部
随
玉
条

額
田
部
宿
禰
同
祖
、
明
日
名
門
命
十
一
世
孫
御
支
宿
禰
之
後
也
。

鵬
『新
撰
姓
氏
録
』
右
京
神
別
下
・
高
市
連
条

額
田
部
同
祖
、
天
津
彦
根
命
三
世
孫
彦
伊
賀
都
命
之
後
也
。

脳
『新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
神
別
・
額
田
臣
条

伊
香
我
色
雄
命
之
後
也
。

鵬

『新
撰
姓
氏
録
』
山
城
国
神
別
・
額
田
部
宿
禰
条

明
日
名
門
命
六
世
孫
天
由
久
富
命
之
後
也
。

価
『新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
神
別
・
三
枝
部
連
条

額
田

部
湯
坐
連
同
祖
、
天
津
彦
根
命
十
四
世
孫
達
己
呂
命
之
後
也
。
顕
宗
天
皇
御
世
、

諸
氏
、
賜
二
饗
嚥
べ
干
レ
時
宮
庭
有
一
三
一
茎
草
べ
献
レ
之
、
因
賜
姓
三
枝
部
造
⊃

㎝

『新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
神
別
・
額
田
部
河
田
連
条

同
神
（
天
津
彦
根
命
）
三
世
孫
意
富
伊
我
都
命
之
後
也
。
允
恭
天
皇
御
世
、

馬
つ
天
皇
勅
、
此
馬
額
如
二
田
町
「
伍
賜
一
姓
額
田
部
連
一
也
。

鵬

『新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
神
別
・
奄
智
造
条

同
神
（
天
津
彦
根
命
）
十
四
世
孫
建
凝
命
之
後
也
。

咀
『新
撰
姓
氏
録
』
摂
津
国
神
別
・
額
田
部
宿
禰
条

同
神
（
委
文
連
条
の
角
凝
魂
命
ま
た
は
多
米
連
条
の
神
魂
命
か
）

之
後
也
。

㎜
『新
撰
姓
氏
録
』
摂
津
国
神
別
・
額
田
部
条

額
田
部
宿
禰
同
祖
、
明
日
名
門
命
之
後
也
。

伽

『新
撰
姓
氏
録
』
摂
津
国
神
別
・
凡
河
内
忌
寸
条

額
田
部
湯
坐
連
同
祖
。

吻

『新
撰
姓
氏
録
』
河
内
国
神
別
・
額
田
部
湯
坐
連
条

天
津
彦
根
命
五
世
孫
乎
田
部
連
之
後
也
。

02

『新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
諸
蕃
・
額
田
村
主
条

出
レ
自
二
呉
国
人
天
国
古
一
也
。

献
二
額
田

男
五
十
狭
経
魂
命

皿
『新
撰
姓
氏
録
』
逸
文

（上
略
）
大
鶴
鶴
天
皇
〈
温
仁
徳
〉
御
世
、
挙
レ
落
随
来
。
今
高
向
村
主
（
中
略
）
額

田
村
主
（
中
略
）
等
是
其
後
也
。
爾
時
阿
智
王
奏
、
建
二
今
来
郡
「
後
改
号
二
高
市
郡
。

而
人
衆
巨
多
、
居
地
陰
狭
、
更
分
二
置
諸
国
⊃
摂
津
・
参
河
・
近
江
・
播
磨
・
阿
波
等
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漢
人
村
主
是
也
。

鵬

『新
撰
姓
氏
録
』
大
和
国
皇
別
・
布
留
宿
禰
条
（
参
考
）

柿
本
朝
臣
同
祖
。
天
足
彦
国
押
人
命
七
世
孫
米
餅
摘
大
使
主
命
之
後
也
。
男
木
事
命
、

男
市
川
臣
、
大
鶴
鶴
天
皇
御
世
、
達
二
倭
賀
布
都
努
斯
神
社
於
石
上
御
布
瑠
村
高
庭
之

地
べ
以
市
川
臣
一
為
二
神
主
℃
四
世
孫
額
田
臣
・
武
蔵
臣
、
斉
明
天
皇
御
世
、
宗
我
蝦

夷
大
臣
、
号
武
蔵
臣
物
部
首
井
神
主
首
つ
因
レ
弦
失
二
臣
姓
一
為
二
物
部
首
つ
男
正
五
位

上
日
向
、
天
武
天
皇
御
世
、
依
二
社
地
名
一
改
二
布
瑠
宿
禰
姓
つ
日
向
三
世
孫
邑
智
等
也
。

鵬
『国
造
本
紀
』
額
田
国
造
条

額
田
国
造
。
志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
、
和
通
臣
祖
彦
訓
服
命
孫
大
直
侶
宇
命
定
二
賜
国
造
づ

2
　
皇
族
・
王
族
名

田

『日
本
書
紀
』
仁
徳
即
位
前
紀

…
是
時
額
田
大
中
彦
皇
子
、
将
レ
掌
二
倭
屯
田
及
屯
倉
へ
而
謂
二
其
屯
田
司
出
雲
臣
之
祖
於

宇
宿
禰
一
日
、
是
屯
田
者
、
自
レ
本
山
守
地
、
是
以
今
吾
将
レ
治
　
、
爾
之
不
レ
可
レ
掌
。

…
即
率
一
吾
子
籠
一
而
来
之
。
因
問
二
倭
屯
田
「
対
言
、
伝
聞
之
、
於
纏
向
玉
城
宮
御

宇
天
皇
之
世
「
科
二
太
子
大
足
彦
尊
一
定
二
倭
屯
田
一
也
、
是
時
勅
旨
、
凡
倭
屯
田
者
、

毎
御
宇
帝
皇
之
屯
田
也
、
其
難
二
帝
皇
之
子
「
非
二
御
宇
．
者
不
レ
得
レ
掌
　
、
是
謂
山
守
地

非
之
也
。
時
大
鶴
鶉
尊
遣
吾
子
籠
於
額
田
大
中
彦
皇
子
一
而
令
レ
知
レ
状
。
大
中
彦
皇

子
更
無
二
如
何
一
焉
、
乃
知
二
其
悪
「
而
赦
之
勿
レ
罪
。
…

鵬
『日
本
書
紀
』
仁
徳
六
十
二
年
是
歳
条

額
田
大
中
彦
皇
子
猟
二
干
闘
鶏
「
時
皇
子
自
二
山
上
一
望
之
、
階
二
野
中
一
有
レ
物
、
其
形

如
レ
盧
。
伍
遣
二
使
者
一
令
レ
視
、
還
来
之
日
、
窟
也
。
因
喚
二
闘
鶏
稲
置
大
山
主
一
、
問

之
日
、
有
二
其
野
中
一
者
何
空
日
　
。
啓
日
、
氷
室
也
。
皇
子
日
、
其
蔵
如
何
、
亦
笑
用

焉
。
日
、
掘
レ
土
丈
余
、
以
レ
草
蓋
二
其
上
、
敦
敷
二
茅
荻
「
取
レ
氷
以
置
其
上
へ
既
経
二

夏
月
一
而
不
絆
、
其
用
之
、

献
二
干
御
所
コ
天
皇
歓
之
。

散
レ
氷
也
。

即
当
二
熱
月
’
漬
二
水
酒
一
以
用
也
。
皇
子
則
将
二
来
其
氷
「

自
レ
是
以
後
、
毎
レ
当
一
季
冬
一
必
蔵
レ
氷
、
至
二
干
春
分
始

吻
『日
本
書
紀
』
推
古
即
位
前
紀

豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
、
天
国
排
開
広
庭
天
皇
中
女
也
。

日
二
額
田
部
皇
女
市
姿
色
端
麗
、
進
止
軌
制
。
…

橘
豊

日
天
皇
同
母
妹
也
。
幼

㎜

『日
本
書
紀
』
用
明
元
年
五
月
条
（
参
考
）

…
（
三
輪
君
逆
）
隠
二
於
三
諸
之
岳
つ
是
日
夜
半
潜
自
レ
山
出
、
隠
二
於
後
宮
一
〈
謂
炊
屋

姫
皇
后
之
別
業
、
是
名
二
海
石
榴
市
宮
也
づ
〉
。
逆
之
同
姓
自
堤
与
横
山
二
言
二
逆
君
在

処
。
穴
穂
部
皇
子
即
遣
寺
屋
大
連
一
〈
或
本
云
、
穴
穂
部
皇
子
与
二
泊
瀬
部
皇
子
’
相

計
而
遣
二
守
屋
大
連
づ
〉
日
、
汝
応
三
往
討
逆
君
井
其
二
子
⇒
大
連
遂
率
レ
兵
去
。
…

皿

『平
城
宮
発
掘
出
土
木
簡
概
報
』

］
文
額
田
部
王
給

3
　
氏
人
の
活
躍

（二
十
三
）

八

頁
S
D
四
七
五
〇
出
土

　
（
八
四
）
・
（
二
六
）
・
三

〇
八
一

斑

『播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
意
此
川
条

意
此
川
、
品
太
天
皇
之
世
、
出
雲
御
蔭
大
神
、
坐
二
於
枚
方
里
神
尾
山
、
毎
遮
二
行
人
へ

半
死
半
生
。
爾
時
、
伯
者
人
小
保
己
・
因
幡
布
久
漏
・
出
雲
都
伎
也
、
三
人
相
憂
、

申
二
於
朝
庭
づ
於
レ
是
、
遣
二
額
田
部
連
久
等
々
べ
令
レ
祈
。
丁
レ
時
、
作
二
屋
形
於
屋
形

田
「
作
二
酒
屋
於
佐
々
山
一
、
而
祭
レ
之
、
宴
遊
甚
楽
、
既
櫟
二
山
柏
「
桂
レ
帯
撞
レ
腰
、

下
二
於
此
川
一
相
塵
。
故
号
璽
川
つ

㈱

『播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
鼓
山
条

鼓
山
。
昔
、
額
田
部
連
伊
勢
、
与
二
神
人
腹
太
文
「

相
闘
之
時
、
打
二
鳴
鼓
一
而
相
闘
之
。

164



森公章［額田部氏の研究］・

故
号
日
二
鼓
山
コ
〈
々
谷
生
レ
檀
。
〉

倣
島
根
県
松
江
市
岡
田
山
一
号
墳
出
土
大
刀
銘

　
　
　
　
　
　
〔
素
ヵ
〕

額
田
部
臣
口
口
口
口
口
大
利
口

鰯
『日
本
書
紀
』
欽
明
二
十
二
年
是
歳
条

復
遣
二
奴
氏
大
舎
献
二
前
調
賦
コ
於
二
難
波
大
郡
「
次
二
序
諸
蕃
「
掌
客
額
田
部
連
・

葛
城
直
等
使
レ
列
干
百
済
之
下
一
而
引
導
。
大
舎
怒
還
不
レ
入
館
舎
「
乗
レ
船
帰
二
至
穴

門
コ
於
レ
是
、
修
二
治
穴
門
館
づ
大
舎
間
日
、
為
二
誰
客
一
造
。
工
匠
河
内
馬
飼
首
押
勝

欺
給
日
、
遣
レ
問
二
西
方
無
ワ
礼
使
者
之
所
レ
停
宿
処
也
。
大
舎
還
レ
国
告
二
其
所
ジ
言
。

故
新
羅
築
二
城
於
阿
羅
波
斯
山
「
以
備
二
日
本
℃

鰯

『日
本
書
紀
』
推
古
十
六
年
八
月
癸
卯
条

唐
客
入
レ
京
。
是
日
、
遣
二
飾
騎
七
十
五
匹
一
而
迎
二
唐
客
於
海
石
榴
市
衝
つ

比
羅
夫
以
告
二
礼
辞
一
焉
。

額
田
部
連

悶

『惰
書
』
巻
八
十
一
東
夷
伝
倭
国
条

（上
略
）
倭
王
遣
二
小
徳
阿
輩
曇
一
従
二
数
百
人
べ
設
二
儀
伎
、
鳴
二
鼓
角
一
来
迎
。
後
十
日
、

又
大
礼
寄
多
砒
従
一
二
百
余
騎
’
郊
労
、
既
至
二
彼
都
づ
（
下
略
）

慨
『日
本
書
紀
』
推
古
十
八
年
十
月
丙
申
条

新
羅
・
任
那
使
人
藻
二
於
京
つ
是
日
、
命
二
額
田
部
連
比
羅
夫
一
為
下
迎
二
新
羅
客
荘
馬

之
長
い
以
二
膳
臣
大
伴
一
為
下
迎
二
任
那
客
一
荘
馬
之
長
垣
即
安
二
置
阿
斗
河
辺
館
コ

囎

『日
本
書
紀
』
推
古
十
九
年
五
月
五
日
条

薬
猟
於
兎
田
野
つ
取
二
鶏
鳴
時
一
集
二
干
藤
原
池
上
、

臣
為
二
前
部
領
、
額
田
部
連
比
羅
夫
連
為
二
後
部
領
「

以
二
会
明
一
乃
往
之
。
粟
田
細
目

是
日
、
諸
臣
服
色
皆
随
二
冠
色
、

各
著
二
髪
華
⇒

尾
。

則
大
徳
・
小
徳
並
用
レ
金
、
大
仁
・
小
仁
用
二
豹
尾
「
大
礼
以
下
用
二
鳥

脚

『日
本
書
紀
』
大
化
元
年
八
月
癸
卯
条

遣
使
於
大
寺
一
喚
二
聚
僧
尼
一
而
詔
日
、
（
中
略
）
凡
自
二
天
皇
一
至
二
干
伴
造
「
所
レ
造
之

寺
、
不
レ
能
レ
営
者
、
朕
皆
助
作
。
今
拝
三
寺
司
等
与
二
寺
主
「
巡
二
行
諸
寺
べ
験
僧

尼
・
奴
脾
・
田
畝
之
実
「
而
尽
顕
奏
。
即
以
二
来
目
臣
〈
闘
名
〉
・
三
輪
色
夫
君
・
額

田
部
連
甥
一
為
二
法
頭
コ

㎝

『日
本
書
紀
』
大
化
五
年
三
月
甲
戌
条

坐
二
蘇
我
山
田
大
臣
一
而
被
レ
毅
者
、
田
口
臣
筑
紫
・
耳
梨
道
徳
・
高
田
醜
〈
醜
此
云
乏

渠
一
〉
雄
・
額
田
部
湯
坐
連
〈
闘
名
〉
・
秦
吾
寺
等
凡
十
四
人
、
被
レ
絞
者
九
人
、
被
レ

流
者
十
五
人
。

脇
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
三
年
十
二
月
己
卯
条

大

伴
連
・
佐
伯
連
・
阿
曇
連
・
忌
部
連
・
尾
張
連
・
倉
連
・
中
臣
酒
人
連
・
土
師

連
・
掃
部
連
・
境
部
連
・
桜
井
田
部
連
・
伊
福
部
連
・
巫
部
連
・
忍
壁
連
・
草
壁

連
・
三
宅
連
・
児
部
連
・
手
綴
丹
比
連
・
靱
丹
比
連
・
漆
部
連
・
大
湯
人
連
・
若
湯

人
連
・
弓
削
連
・
神
服
部
連
・
額
田
部
連
・
津
守
連
・
県
犬
養
連
・
稚
犬
養
連
・
玉

祖
連
・
新
田
部
連
・
倭
文
連
〈
倭
文
、
此
云
一
之
頭
於
利
一
〉
・
氷
連
・
凡
海
連
・
山
部

連
・
矢
集
連
・
狭
井
連
・
爪
工
連
・
阿
刀
連
・
茨
田
連
・
田
目
連
・
少
子
部
連
・
苑

道
連
・
小
治
田
連
・
猪
使
連
・
海
犬
養
連
・
間
人
連
・
春
米
連
・
美
濃
矢
集
連
・
諸

会
臣
・
布
留
連
五
十
氏
賜
レ
姓
日
二
宿
禰
「

傾

『聖
徳
太
子
平
氏
伝
勘
文
』
上
一

大
湯
坐
・
若
湯
坐
事
。
万
葉
集
第
三
云
、
若
湯
座
王
歌
一
首
。
文
。
日
本
記
出
二
諸
家

氏

之
処
云
、
大
湯
人
連
・
若
湯
人
連
。
文
。
又
一
所
云
、
額
田
部
大
湯
座
連
。
文
。
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幽

『続
日
本
紀
』
文
武
四
年
六
月
甲
午
条

勅
二
浄
大
参
刑
部
親
王
、
直
広
壱
藤
原
朝
臣
不
比
等
、
直
大
弐
粟
田
朝
臣
真
人
、
直
広

参
下
毛
野
朝
臣
古
麻
呂
、
直
広
鯵
伊
岐
連
博
得
、
直
広
騨
伊
余
部
連
馬
養
、
勤
大
壱

薩
弘
恪
、
勤
広
参
土
師
宿
禰
甥
、
勤
大
騨
坂
合
部
宿
禰
唐
、
務
大
壱
白
猪
史
骨
、
追

大
壱
黄
文
連
備
・
田
辺
史
百
枝
・
道
君
首
名
・
狭
井
宿
禰
尺
麻
呂
、
追
大
壱
鍛
造
大

角
、
進
大
壱
額
田
部
連
林
、
進
大
弐
田
辺
史
首
名
・
山
口
伊
美
伎
大
麻
呂
、
直
広
難

調
伊
美
伎
老
人
等
「
撰
二
定
律
令
へ
賜
レ
禄
各
有
レ
差
。

鰯
『続
日
本
紀
』
大
宝
三
年
十
月
癸
未
条

天
皇
御
二
大
安
殿
つ
詔
賜
ト
遣
二
新
羅
一
使
波
多
朝
臣
広
足
・
額
田
人
足
、

衣
一
襲
垣
又
賜
二
新
羅
王
錦
二
匹
・
施
冊
匹
つ

梛
『続
日
本
紀
』
和
銅
五
年
正
月
戊
子
条

…
正
六
位
下
額
田
首
人
足
、
…
並
従
五
位
下
。

各
套
一
領
・

側

『続
日
本
紀
』
養
老
五
年
正
月
甲
戌
条

又
　
詔
日
、
文
人
・
武
士
、
国
家
所
レ
重
、
医
・
卜
・
方
術
、
古
今
斯
崇
。
宜
丙
擢
下
於
二

百
僚
之
内
「
優
二
遊
学
業
べ
堪
レ
為
二
師
範
．
者
い
特
加
二
賞
賜
へ
勧
乙
励
後
生
恥
…
（
明

経
）
第
二
博
士
正
七
位
上
背
奈
公
行
文
・
調
忌
寸
古
麻
呂
、
従
七
位
上
額
田
首
千
足
、

…
各
施
十
五
疋
・
糸
十
五
絢
・
布
光
端
・
鍬
廿
口
。
…

脇
『続
日
本
紀
』
天
平
十
六
年
十
月
辛
卯
条

律
師
道
慈
法
師
卒
。
〈
天
平
元
年
為
二
律
師
つ
〉
法
師
俗
姓
額
田
氏
、
添
下
郡
人
也
。
性
聡

悟
為
レ
衆
所
レ
推
、
大
宝
元
年
随
レ
使
入
レ
唐
、
渉
＝
覧
経
典
へ
尤
精
一
三
論
コ
養
老
二
年

帰
朝
。
是
時
釈
門
之
秀
者
唯
法
師
及
神
叡
法
師
二
人
而
已
。
著
二
述
愚
志
一
巻
「
論
一

僧
尼
之
事
づ
（
下
略
）

鵬

『続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
六
年
閏
十
月
庚
戌
条

外
従
五
位
上
額
田
部
湯
坐
連
息
長
授
二
従
五
位
下
づ

㎜
『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
七
月
丙
子
条

正
六
位
上
阿
倍
朝
臣
乙
加
志
授
従
五
位
下
、
正
六
位
上
額
田
部
宿
禰
三
當
・
戸
憶

志
・
根
連
蘇
鞠
・
生
江
臣
智
麻
呂
・
調
連
牛
養
・
山
田
史
銀
並
外
従
五
位
下
。
三
當

本
姓
額
田
部
川
田
連
也
。
是
日
、
以
二
額
田
部
宿
禰
姓
へ
便
書
二
位
記
一
賜
レ
之
。

皿

『続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
七
月
己
丑
条

今
良
大
目
・
東
人
・
子
秋
麻
呂
等
六
十
八
人
賜
二
姓
檜
前
・
若
桜
部
・
津
守
部
・
真
髪

部
・
石
上
部
・
丈
部
・
桑
原
部
・
置
始
部
・
宇
治
部
・
大
宅
部
・
丸
部
・
秦
部
’
林

部
・
穂
積
部
・
調
使
部
・
伊
福
部
・
采
女
部
・
額
田
部
・
上
村
主
・
湯
坐
部
・
壬
生

部
「　

＊
戸
令
放
家
人
奴
碑
為
良
家
人
条
集
解

　
　
貞
云
、
放
家
人
奴
脾
一
為
レ
良
日
、
其
姓
所
司
可
レ
定
、
更
不
レ
可
レ
奏
者
。
私
案
、

　
　
官
処
分
可
レ
聞
也
、
臨
時
事
故
。
今
行
事
、
主
姓
随
二
部
字
．
申
二
送
所
司
－
耳
者
。

　
　
〈
在
二
跡
記
背
。
〉

呪

『大
同
類
聚
方
』
巻
七
十
五
（
参
考
）

額
田
薬
。
三
河
国
額
田
郡
額
田
部
連
之
方
。

血
下
者
。

知
安
連
病
大
便
下
日
久
不
止
時
々
服
痛

呪

『大
同
類
聚
方
』
巻
七
十
五
（
参
考
）

知
阿
礼
也
美
。
西
乃
久
保
薬
。
大
和
国
城
上
伊
久
子
乃
神
社
（
式
・
忍
坂
坐
生
根
神

社
）
爾
所
伝
爾
而
額
田
部
連
等
乃
家
方
也
。
孕
女
乃
七
八
月
乃
頃
卒
爾
腹
大
爾
痛
天

前
陰
与
利
血
下
利
或
波
如
挙
乃
大
爾
塊
利
血
数
十
下
出
天
後
腹
痛
不
止
流
者
是
則
胎

中
乃
燗
下
流
者
也
。
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咀
『令
義
解
』
附
録
天
長
三
年
十
月
五
日
「
応
レ
撰
二
定
令
律
問
答
私
記
一
事
」

明
法
博
士
外
従
五
位
下
額
田
国
造
今
足
見
ユ

＊
経
歴

　

弘
仁
十
三
年
正
月
己
亥
条
・
従
六
下
↓
外
従
五
下

　

天
長
六
年
正
月
戊
子
条
・
外
従
五
下
↓
従
五
下
、
時
に
額
田
宿
禰
と
見
ユ

鰯

『続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
正
月
甲
申
条

天
皇
御
二
紫
震
殿
「
垂
二
珠
簾
へ
覧
二
青
馬
⇒
詔
授
二
三
品
秀
良
親
王
二
品
べ

位
上
）
額
田
部
湯
坐
連
長
吉
並
外
従
五
位
下
。
宴
立
兄
賜
レ
禄
有
レ
差
。

慨
『続
日
本
後
紀
』
承
和
十
三
年
九
月
辛
亥
条

河
内
国
河
内
郡
人
式
部
位
子
従
六
位
下
額
田
首
皆
人
、

坊
⇒

（正
六

改
＝
本
居
一
貫
二
附
右
京
五
条
三

田
『日
本
三
代
実
録
』
貞
観
四
年
八
月
是
月
条

従
五
位
下
守
大
判
事
兼
行
明
法
博
士
讃
岐
朝
臣
永
直
卒
。
…
嘗
大
判
事
興
原
敏
久
．

明
法
博
士
額
田
今
人
等
、
抄
二
出
刑
法
難
義
数
十
事
「
欲
レ
遣
二
間
大
唐
「
永
直
聞
レ
之
、

自
請
詳
二
解
其
義
へ
累
年
疑
滞
、
一
時
氷
釈
、
遣
唐
之
問
、
因
レ
斯
止
　
。
…

慨
『平
安
遺
文
』
一
六
三
号
貞
観
十
二
年
四
月
二
十
三
日
某
郷
長
解
写

　
郡
判

　
　
兼
擬
大
領
従
七
位
上
三
嶋
県
主
「
宗
人
」
擬
主
帳
額
田
部

　
　
［
］
領
無
位
高
志
連
「
継
俊
」
　
　
副
擬
主
帳
平
群
「
糸
主
」

咀

『平
安
遺
文
』
；
二
↓
号
延
長
六
年
十
二
月
十
七
日
内
供
奉
十
禅
師
禎
果
弟
子
等

解　
八
条
九
里
三
十
六
坪
・
十
里
一
坪
に
所
在
す
る
土
地
の
四
至
記
載

　

「限
北
ぢ
井
額
田
部
吉
雄
山
」

郡
判
　
国
司
代
内
竪
大
中
臣

　
国
目
代
平
群
「
弟
臣
」

　
　
　
　
菅
原

　
検
校
河
内

　
大
領
豊
科
「
安
永
」

　
少
領
額
田
部
「
茂
業
」

　
擬
少
領
大
石

擬
主
帳
平
群

㎜
『平
安
遺
文
』
二
六
四
号
天
暦
六
年
十
一
月
二
十
五
B
安
ぢ
高
村
家
地
売
券

天
暦
十
↓
年
十
一
月
二
十
三
日
平
群
郡
の
郡
判

　
　
大
領
兼
惣
行
事
額
田
部
「
茂
業
」

　
　
行
事
内
竪
五
百
井

　
　
権
行
事
右
兵
衛
平
群

皿

『平
安
遺
文
』
四
五
五
〇
号
昌
泰
二
年
六
月
三
十
日
河
内
国
某
田
地
売
券

四
至
保
証
刀
禰
の
中
に
「
陰
陽
寮
史
生
正
六
位
上
額
田
真
人
国
麻
呂
」
あ
り

㎜

『平
安
遺
文
』
四
五
八
一
号
東
大
寺
返
抄

東
大
寺
［
］
返
抄
山
辺
郡
南
郷

　
当
年
利
稲
参
拾
束
事
『
封
』

口
件
利
稲
国
符
二
百
冊
束
（
之
内
脱
ヵ
）
、
額
田
豊
連
所
レ
進
収
納
如
レ
件
、

　
　
　
　
長
保
元
年
拾
弐
月
拾
玖
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口

〔預
ヵ
〕
堂
達
（
草
名
）

［
口
口
日
－
儀
師
（
草
名
）

故
返
抄
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㈱

『平
安
遺
文
』
題
蹟
編
一
四
五
｝
号
倶
舎
論
疏
巻
一
二
奥
書

本
奥
云
、
〈
初
校
額
田
部
日
麻
呂
、
再
校
葛
城
首
麻
呂
〉
移
二
唐
草
本
一
書
畢
、

年
十
一
月
十
日
夜
鮎
了
、
非
人
老
法
師

砲
『藤
原
宮
木
簡
」
一
－
三
六
号

・
梗
田
　
甘
宅
宮

　
　
　
　
一
口

・

酉
給
止
申
口
口
（
天
地
逆
）

　
　
　
　
〔
頒
力
〕

保
延
三

（八
七
）
・
（
一
四
）
・
二
　
〇
八
一

㈱

『平
城
宮
木
簡
』

・
口
額
田
部
男
龍

・

　
額
田
部
男
龍

ニ
ー
二
七
六
二
号
S
D
三
一
五
五
出
土

伽
『平
城
宮
木
簡
』
三
－
三
二
六
二
号

［
‖
U

・

口
松
成
舎
人
従
八
位
上
額
田
部
嶋
国

・
十
月
廿
三
日
口
口
息
主

（
二
二
〇
）
・
二
一
・
一
〇
　
〇
八
一

S
D
四
九
五
一
出
土

（
一
四
五
）
・
二
九
・
二
　
〇
一
九

臨
『飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
六
）
八
頁

　
　
〔
ア
カ
〕

・

各
田
口

・

口
㈱
『平
城
宮
木
簡
』
一
ー
一
〇
〇
号
　
S
K
八
二
〇
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
結
力
〕

・
東
三
門
鯛
酬
撫
北
晶
下
部
北
府
綿

・

合
十
人
　
五
月
九
日
食
司
日
下
部
太
万
呂
状
　
　
一
八
八
・
二
二
・
二

愉
『平
城
宮
木
簡
』
一
－
一
〇
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
部
力
〕

　
　
　
　
額
田
［
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
比
口
［

　
東
三
門

　
　
　
　
茨
田
　
錦
部

㎜
『平
城
宮
木
簡
』

・

東
癖
子
二

・

一
－
二
三
号

　
　
〔
三
力
〕

額

田
口
［

　
〔
七
力
〕

合
口
［

S
K
八
二
〇
出
土

〇
一

（
一
二
六
）
・
（
一
七
）
・
三
　
〇
一
九

S
K
八
二
〇
出
土

（
一
一
〇
）
・
三
三
・
三
　

〇
一
九

m
『平
城
宮
木
簡
』
三
－
三
五
〇
八
号

［
川
U

　
〔
諸
力
〕

秦
口
万
呂
八

［
日
］
八

］
口
口
口
八

阿
倍
枚
万
呂
八

秦
巳
知
万
呂
八

〔津
力
〕
　
〔
継
力
〕

口
口
真
口
八

〔更
力
〕

口
占
真
立
八

額
田
乙
勝
八

口
口
口
山
四

　
　

S
D
三
四
一
〇
・
S
D
一
二
五
〇
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ロ
カ
〕
〔
野
力
〕

　
　
　
　
丸
部
駿
河
万
呂
一
升
二
　
口
口
口
口
八

　
　
　
　
口
乃
秋
一
升
二
　
　
　
上
毛
野
力
八

　
　
　
　

山
口
乙
万
呂
一
升
二
口
口

近
衛
　
　
山
口
廣
濱
八

　
　
　
　
水
取
継
成
八

　
　
　
　
茨
田
弥
継
八

　
　
　
　
　
（
三
三
四
）
・
（
五
八
）
・
二
　
〇
一
九

㎝
『平
城
宮
木
簡
』
三
－
三
五
二
九
号
s
D
三
四
一
〇
・
s
D
一
二
五
〇
出
土

　
　
　
火
頭
若
倭
部
足
嶋
諭
田
部
臨
，
〕

°

葛
木
生
　
　
丈
部
嶋
足
衛
士
額
田
部
小
国

　
　
　
　
　
衛
口
部
嶋
口

　
　
　
　
　
　
　
〔
息
力
〕

　
　
　

衛

　
宅
部
口
万
呂
［
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唇
力
〕

・
津
守
生
火
頭
中
臣
廣
成
　
　
生
部
口
人

　
　
　
　

石
部
宇
人

二
一
四
・
三
五
・
三
〇
＝
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昭
『平
城
宮
木
簡
』
四
ー
四
四
一
三
号
S
D
四
一
〇
〇
出
土

〔大

初

位

下
額
ヵ
〕

口
口
口
口
口
口

脳
『平
城
宮
木
簡
』
四
ー
四
四
八
一
号
S
D
四
一
〇
〇
出
土

　

［

］
位
子
額
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
七
二
）
・
（
五
九
）

　
＊
式
部
省
移
の
横
材
木
簡
に
多
数
の
人
名
と
と
も
に
見
え
る

鵬
『平
城
宮
木
簡
』
四
－
四
四
八
九
号
S
D
四
一
〇
〇
出
土

　
　
〔
初
力
〕
　
　
〔
田
力
〕

　
山
口
位
下
額
口

晒
『平
城
宮
木
簡
』
四
－
四
四
九
〇
号
s
D
四
一
〇
〇
出
土

　
　
　
　
　
　
　
〔
已
上
力
〕

　
額
田
部
国
万
呂
口
口
［

m
『平
城
宮
木
簡
』
四
－
四
四
九
一
号
S
D
四
一
〇
〇
出
土

　
口
額
田
口
口

僻
『平
城
宮
木
簡
』
四
ー
四
四
九
二
号
S
D
四
一
〇
〇
出
土

　
　
　
　
　
　
　
〔
万
呂
力
〕

　
［
川
一
□
□
□
□
「
初
位
額
田
白
麻
呂
」

㈱

『平
城
宮
木
簡
』
四
－
五
三
七
五
号
S
D
四
一
〇
〇
出
土

　
〔
額
田
力
〕

　
口
口

⑭

『平
城
宮
木
簡
』
四
－
四
五
〇
六
号
S
D
四
一
〇
〇
出
土

　
〔
額
力
〕

　
口
田
部
家
万
呂

〇
九
↓

・

六
　
〇
八
一

〇

九
〇

九

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

〇
九
一

捌

『平
城
宮
木
簡
』
五
ー
七
四
四
九
号
S
D
四
一
〇
〇
出
土

　
額

田
部
小
廣
五
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
九
一

脱

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
十
）
五
頁

・

額
田
部
御
口
　
額
田
部
口
［

・
　
　
　
［
　
　
［
［
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
一
九

隈

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
十
三
）
六
頁
S
D
九
〇
九
二
出
土

各
田
ア
林

　
　
　
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
九
一

慨

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
十
八
）
一
四
頁
S
D
三
七
一
五
出
土

　
　
　
　
　
　
〔
山
階
力
〕

・

［

山
口
口
　
口
口
豊
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
三
人
受
廣

　
　
［
川
山
口
口
ロ
マ
万
呂

　
　
　
　
　
　
〔

省
・
〕
　
　
「
口
　
［
］
」

　
　
〔
月
力
〕

・
口
口
十
三
日
史
生
額
田
口
長
三
升
　
　
　
　
（
二
三
三
）
・
（
二
二
）
・
三
　
〇
八
一

咄

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
十
九
）
↓
三
頁
S
D
二
七
〇
〇
出
土

口
口
初
位
下
額
田
部
口
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
七
）
・
（
八
）
・
三
　
〇
八
一

鰯
『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
十
九
）
一
四
頁
S
D
二
七
〇
〇
出
土

・
召
勝
烈
廟
諭
田
マ
諸
羽
勾
嵯
城
五
月

　
　
　
　
　
鳥
塞
古
万
呂

・

　
　
　
八
歳
十
月
七
日
宇
治
　
　
　
　
　
　
　
二
六
〇
・
（
二
八
）
・
七
　
〇
八
一
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脚

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
十
九
）
三
〇
頁
S
D
二
七
〇
〇

位
下
額
田
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
九
一

隈
『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
二
）
一
三
頁
S
D
五
一
〇
〇
出
土

北
門
饒
馨
合
四
人

．

三

門
慷
魏
合
四
人
　
　
（
；
三
）
二
五
二
；
一
九

⑱

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
四
）
一
三
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

三
門
理
．
曙
酬
鱗
田
右
六
人
饗
給
申

・

　
　
　
　
　

八

月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
（
二
六
八
）
・
三
一
・
三
　
〇
一
九

㎜
『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
四
）
二
二
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

　
　
弓
川
合
　
額
田
　
額
田
部
　
三
宅
　
大
伴
　
出
庭

・

ロ
　
　
ロ
「
白
鳥
　
安
刀
　
長
谷
部
　
下
乙
兄
　
大
蔵

・

右
十
一
人
常
食
欲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
・
三
四
・
三
　
〇
一
一

㎝

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
四
）
一
四
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

・
山
口
　
額
田
　
額
田
部
　
大
伴
　
下
　
出
庭
　
阿
斗

・

口
　
　
合
十
四
人
　
受
食
一
斗
四
升
　
　
　
　
（
一
七
九
）
・
一
五
・
四
　
〇
一
九

㎜
『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
九
）
一
五
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

三
門
翻
訂
離
部
醐
間
人

・

長

谷
部
井
十
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
）
・
（
二
七
）
・
四
　
〇
二

㎜

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

三
門
常
食
給
糟
柏
鳥
諸
部

．

報當
阿
刀
右
九
人

捌

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
額
力
〕

三
門
酬
舶
鵬
梶
田
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
長
谷
力
〕

・
下
井
九
人

鰯
『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

　
　
　
　
　
［
］

・

二
門

　
　
　
口
口
　
［
U

　
　
　
〔
額
田
力
〕

°

［
u
井
九
人

慨

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

三
門
稽
毛
野
籠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
額
力
〕

　
鳥
取
　
石
作
下
番
口
田

　
佐
伯
大
伴
　
［
　
　
山

（二
十

九
）
一
五
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

　
　
　

　
一
八
三
二
八
・
五
　
〇
一
一

（二
十
九
）
一
五
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

　
（
一
〇
⊥
ハ
）
　
・
　
（
一
二
二
）
　
・
一
二
　
〇
八
一

（二
十
九
）
一
五
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

　
　
　
（
一
四
二
）
・
一
九
・
三
〇
一
九

（二

十
九
）
一
五
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

　
　
　
　
一
四
〇
・
二
七
・
二
　
〇
二
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㎜

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
九
）
一
六
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

・
二
門
　
川
合
額
田

・

今
依
口
食
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
五
）
・
二
四
・
三
　
〇
一
九

㈱
『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
九
）
一
七
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

　
〔
門
ヵ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
画
師
ヵ
〕

口
口
大
伴
　
口
口
　
額
田
　
下
　
　
口
　
口
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
八
三
）
・
（
八
）
・
三
　
〇
八
一

㈱
『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
九
）
二
〇
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

・
口
　
丈
部
大
足
八
合

　
　
　
各
田
根
万
呂
八
合

　
　
　
日
下
部
廣
道
七
［

　
〔
天
平
八
年
ヵ
〕

・
　
口
口
口
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
九
）
・
（
二
一
）
・
二
　
〇
八
↓

㎜

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
三
十
）
一
八
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

　
　
〔
位
額
力
〕

　
七
口
口
田
部
［
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
九
一

皿

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
三
十
）
二
五
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

　
諭
田
臣
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
空

皿

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
三
十
）
二
五
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

額
田

口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
九
一

皿

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
三
十
）
二
五
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

額

田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
九
一

四

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
三
十
）
二
五
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

額

田
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
九
一

鵬

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
三
十
）
二
五
頁
S
D
五
三
〇
〇
出
土

　
〔
額
力
〕

　
口
田
部

　
口
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
九
一

描

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
三
十
一
）
一
七
頁
S
D
五
一
〇
〇
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
部
力
〕

・

　
　
口
額
田
大
川
道
口
国

・

嶋
縣
廣
国
従
八
元
位
国
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
・
一
五
・
五
　
〇
一
一

皿

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
一
）
一
〇
頁
S
D
四
七
五
〇
出
土

・

佐
保
解
　
進
生
董
弐
拾
根

・
額
田
児
君
　
和
銅
八
年
八
月
十
一
日
付
川
瀬
造
麻
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
四
八
）
・
（
二
八
）
・
三
　
〇
八
一

㎜

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
一
）
一
〇
頁
S
D
四
七
五
〇
出
土

・

。

木
上
進
　
供
養
分
米
六
斗

・

。

各
田
部
逆
　
七
月
四
日
秦
廣
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甥
万
呂
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
二
二
・
三
　
〇
二

珊

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
一
）
一
〇
頁
S
D
四
七
五
〇
出
土

・

木
上
進
嬬
米
四
斜
　
各
田
部
逆

・

　

十
二
月
廿
一
日
忍
海
安
麻
呂
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八
・
二
九
・
五
　
〇
］
一
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m
『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
七
）
一
七
頁
S
D
四
七
五
〇
出
土

　
　
　
　
　
〔
末
呂
力
〕

　
各
田
直
持
口
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
○
・
一
九
二
　
〇
五
一

m
『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
八
）
一
九
頁
S
D
四
七
五
〇
出
土

資
人
各
田
部
連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
九
一

　

4
　
額
田
寺
お
よ
び
関
連
地
名

m
『聖
徳
太
子
伝
私
記
』
下
　
太
子
御
建
立
の
四
六
寺

　
　
同
国
平
群
郡
額
（
田
）
部
郷

熊
凝
寺
額
田
寺
今
額
安
寺
也

　
　
今
大
安
寺
之
本
寺
也

田

『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』
第
三
延
暦
僧
録
第
五
守
真
居
士
（
藤
原
魚
名
）
伝

…
於
二
奈
羅
東
山
河
内
山
寺
一
常
行
二
印
仏
・
以
為
二
恒
務
づ
又
於
二
奈
羅
城
西
山
一
造
一
方

葉
寺
つ
又
於
二
額
田
寺
一
年
例
安
居
行
道
。
…

m
『続
日
本
紀
』
宝
字
元
年
七
月
庚
戌
条

…
又
問
二
佐
伯
古
比
奈
「
歎
云
、
賀
茂
角
足
請
二
高
麗
福
信
・
奈
貴
王
・
坂
上
苅
田
麻

呂
・
巨
勢
苗
麻
呂
・
牡
鹿
嶋
足
へ
於
二
額
田
部
宅
一
飲
レ
酒
。
其
意
者
為
レ
令
下
二
此
等
人

莫
よ
会
二
発
逆
之
期
一
也
。
又
角
足
与
二
逆
賊
一
謀
、
造
一
由
村
宮
図
へ
指
授
入
レ
道
。
…

　

5
　
畿
外
の
額
田
・
額
田
部
氏
の
分
布

　
尾
張
国

田

『平
安
遺
文
』
九
七
号
嘉
祥
三
年
三
月
二
十
二
日
尾
張
国
符
案
・
日
下

大
目
額
田
首
（
使
）

m
『大
日
本
古
文
書
』
一
－
六
二
二
　
天
平
六
年
度
尾
張
国
正
税
帳
・
海
部
郡
部
末
尾

主
帳
外
大
初
位
上
勲
十
二
等
額
田
部
（
病
）

　
参
河
国

m
『大
同
類
聚
方
』
巻
七
十
五
（
幌
に
同
じ
）
（
参
考
）

額
田
薬
。
三
河
国
額
田
郡
額
田
部
連
之
方
。
知
安
連
病
大
便
下
日
久
不
止
時
々
服
痛

血
下
者
。

　
武
蔵
国

田

『日
本
書
紀
』
神
功
四
十
七
年
四
月
条
分
註

千
熊
長
彦
者
、
分
明
不
レ
知
二
其
姓
一
人
。
一
云
、
武
蔵
国
人
、
今
是
額
田
部
槻
本
首
之

始
祖
也
。

　
安
房
国

抽

『平
城
宮
木
簡
』
一
ー
三
三
八
・
三
三
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
條
〕

上
総
国
朝
夷
郡
健
田
郷
戸
主
額
田
部
小
君
戸
・
矢
作
部
林
調
鰻
六
斤
朝
㌍
年
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇
四
・
三
三
・
四
〇
五
一

朝
夷
郡
健
田
郷
戸
主
額
畢
小
君
戸
・
矢
作
部
林
調
鰻
六
斤
珊
報
七
年
＋
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三
一
・
二
八
・
三
　
〇
一
一

　
上
総
国

仰

『正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』

金
光
明
寺
封
上
総
国
周
准
郡
額
部
郷
戸
主
額
田
部
千
万
呂
細
布
調
壱
端
1
1

酪
酷
駅
専
当
舗
晶
繰
離
韻
纏
麟
轄
竃
八
年
＋
月
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捌

『平
安
遺
文
』
二
四
四
〇
号
　
上
総
国
能
勢
村
今
富
名
坪
付
案

検
田
使
書
生
大
判
官
代
額
田
（
在
判
）

　
常
陸
国

惚

『大
日
本
古
文
書
』
十
四
ー
二
八
四
　
天
平
宝
字
三
年
六
月
二
十
九
日
作
金
堂
所
解

逃
亡
仕
丁

…
四
人
逃
亡
〈
並
常
陸
国
、
生
部
真
切
石
、
額
田
部
小
龍
、
土
師
広
万
呂
、

占
部
大
敷
〉

　
近
江
国

鵬
天
台
座
主
記

第
十
七
世
権
僧
都
喜
慶
〈
三
昧
座
主
〉
。
治
山
一
年
。
近
江
国
浅
井
郡
人
、
額
田
氏
。

師
主
相
応
和
尚
、
長
意
延
昌
等
弟
子
。
康
保
二
年
〈
乙
丑
〉
二
月
十
五
日
宣
命
〈
年

七
十
七
、
腸
六
十
二
〉
、
同
三
年
〈
丙
寅
〉
七
月
十
七
日
入
滅
〈
七
十
八
〉
。

　
美
濃
国

捌

『国
造
本
紀
』
（
㈱
に
同
じ
）

額
田
国
造
。
志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
、
和
通
臣
祖
彦
訓
服
命
孫
大
直
侶
宇
命
定
二
賜
国
造
づ

慨

『大

日
本
古
文
書
』
一
ー
九
・
一
五
・
二
二
　
大
宝
二
年
御
野
国
味
蜂
間
郡
春
部

里
戸
籍

上
政
戸
都
布
江
安
倍
の
戸
口

　
戸
主
母
額
田
部
刀
良
売
〈
年
六
十
二
、
次
女
〉

中
政
戸
春
部
鳥
の
戸
口

　
戸
主
妻
額
田
部
枚
夫
売
〈
年
五
十
六
、
正
女
〉

下
政
戸
石
部
宮
麻
呂
の
戸
口

　
寄
人
額
田
部
支
奴
売
〈
年
冊
五
、
正
女
〉

随

『大
日
本
古
文
書
』
一
ー
二
九
　
大
宝
二
年
御
野
国
本
貸
郡
栗
栖
太
里
戸
籍

下
政
戸
刑
部
書
の
戸
口

　
寄
人
額
田
部
忍
勝
〈
年
冊
二
、
正
丁
〉
、
嫡
子
小
比
知
〈
年
二
、
緑
児
〉
、
忍
勝
甥

物
部
広
世
〈
年
舟
九
、
一
支
廃
、
廃
疾
〉
、
寄
人
物
部
事
比
売
〈
年
六
十
、
正
女
〉
、

児
物
部
加
須
弥
売
〈
年
五
、
小
女
〉
、
忍
勝
妹
大
海
売
〈
年
五
十
、
正
女
〉
、
次
佐
々

売

〈
年
冊

四
、
正
女
〉
、
次
姉
売
〈
年
廿
八
、
正
女
〉
、
大
海
売
児
各
田
部
麻
墨
売

〈年
十
七
、
少
女
〉
、
次
意
止
売
〈
年
十
五
、
小
女
〉
、
次
赤
売
〈
年
十
四
、
小
女
＞

m
『大
日
本
古
文
書
』
一
の
四
八
大
宝
二
年
御
野
国
各
務
郡
中
里
戸
籍

下
政
戸
神
直
族
安
麻
呂
の
戸
口

　
寄
人
額
田
部
在
間
〈
年
十
八
、
少
丁
〉

　
上
野
国

鵬

『正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』

上
野
国
緑
野
郡
小
野
郷
戸
主
額
田
部
君
馬
稲
調
布
壱
端
蟹
醍
択

　
若
狭
国

偽

『平
城
宮
木
簡
』
ニ
ー
一
九
五
三
号

　
　
　
　
戸
主
額
田
部
方
見
戸

・
口
口
里

　
　
　
　
額
田
部
羊
御
調
塩
三
斗

・
　
天
平
十
八
年
九
月
口
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
〇
・
二
四
・
四
　
〇
＝

　
越
前
国

㎜

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
一
）
三
四
頁
・
（
二
十
五
）
三
〇
頁

　
（
今
立
郡
中
山
郷
）

・

中
津
里
右
大
殿
御
物
俵

・

一
斜
額
田
部
口
口
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
七
・
一
六
・
四
　
〇
五
一
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m
『大
日
本
古
文
書
』
五
ー
五
四
五
　
天
平
神
護
二
年
九
月
十
口
日
越
前
国
足
羽
郡

司
解
足
羽
郡
司
解
　
申
伏
弁
百
姓
［

合
開
田
参
町
［
U
〈
［
］
広
口
尺
、
深
二
尺
己
下
一
尺
五
寸
已
上
〉

　
右
、
野
田
郷
戸
主
額
田
国
依
申
云
、
以
去
天
平
十
六
年
口
堀
開
如
件
、
後
以
同
年
、

東
大
寺
田
使
為
寺
家
田
、
始
国
依
之
溝
口
更
益
広
［
U
宝
五
年
、
校
田
使

国
史
生
次
田
［
U
天
平
宝
字
五
年
、
班
田
使
国
医
師
城
上
石
村
収
授
国
依

口

分
、
従
口
以
来
、
同
溝
用
之
、
自
今
以
後
、
奉
上
寺
家
、
更
不
受
用
、
伏
弁
已
畢

者
、
伍
具
注
状
［
　
　
（
下
略
）

　
加
賀
国

斑

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
（
二
十
二
）

・

越
前
国
加
賀
郡
井
出
郷
戸
主
各
田
部
老
麻
呂

・
戸
同
真
山
小
豆
五
斗

三
四
頁
（
石
川
郡
井
手
郷
）

一
七
五
・
二
三
・
五
　
〇
三
三

　
但
馬
国

斑
宮
内
墨
田
遺
跡
出
土
木
簡
（
『
木
簡
研
究
』
二
一
、
一
九
九
九
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
額
力
〕

・

。

口
口
里
口
口
口
口
鳥
戸
口
口
田
部
口
口
　
　
　
女
口
可
口
口
口
口
口
口
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
堪
力
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
‖
不
口
口
口
口

・
雇
代
口
離
警
驚
束
度
読
器
額
分
進
上
入
口
天
平
勝
宝
四
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
給
力
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
廣
力
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
マ
ロ
万
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
十
月
九
日
　
知
忍
海
マ
馬
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
マ
公
手
　
直
受
鳥
取
マ
衣
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
口
口
　
　
口
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
七
四
・
五
〇
・
六
　
〇
一
一

　
出
雲
国

盟
岡
田
山
一
号
墳
出
土
大
刀
銘

　
　
　
　
　
　
　
〔
素
力
〕

額
田
部
臣
口
口
口
口
口
大
利

（脳
に
同
じ
）
…
意
宇
郡
か

斑

『大
日
本
古
文
書
』
一
－
六
〇
三
　
天
平
六
年
度
出
雲
国
計
会
帳

（天
平
六
年
）
四
月

　
一
八
日
進
上
匠
丁
三
上
部
羊
等
参
人
逃
亡
替
事

　
　
　
右
、
差
秋
鹿
郡
人
額
田
部
首
真
咋
充
部
領
使
進
上

団

『大
日
本
古
文
書
』
ニ
ー
二
〇
六
　
天
平
十
一
年
出
雲
国
大
税
賑
給
歴
名
帳

出
雲
郡
漆
沼
郷
深
江
里
…
寡
戸
主
海
部
首
目
列
口
額
田
部
伊
毛
女
〈
年
七
十
九
〉

斑

『大
日
本
古
文
書
』
ニ
ー
二
二
一
　
天
平
十
一
年
出
雲
国
大
税
賑
給
歴
名
帳

出
雲
郡
杵
築
郷
因
佐
里
…
戸
主
額
田
部
堅
石
口
額
田
部
忍
尾
〈
年
六
十
七
〉

瑚

『大
日
本
古
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AStudy　of　the　Nukatabe　Clan：the　HistorV　of　the　l＿ocal　Elites

in　the　Kinai　Region

MORI　Ki皿iyuki

The　paper　discusses　the　history　of　the　Nukatabe　clan　which　is　related　to　the　Nukata－dera　temple　on

the　map．　The　clan　was　based　on　the　Nukatabe　hills　depicted　on　the　map　since　the　fi丘h　century．　They

began　to　serve　the　Yamato　autho㎡ty　with　a　horse－raising　business　in　the　sbζth　century．　The　clan　also

took　care　of　the　Nukatabe　princess　and　was　actively　involved　the　Yamato　government　after　she　took

the　throne　as　Empress　Suiko．　Notably，　the　clan　maintained　their　position　as　the　lord　in　their

homeland　while　working　fbr　the　central　govemment．

　　　　Under　the　ritsuryo　legislation，　the　Nukatabe　clan　continued　to　serve　the　central　govemment．

At　the　same　time，　the　clan　acted　as　provincial　lord　in　the　Heguri　county　in　the　Yamato　region．

The　Nukata－dera　temple　and　its　property　were　vital　to　the　clan　as　they　provided　not　only　spiritual　but

also丘nancial　supPort　for　the　clan．

　　　　This　two・faced　character　of　the　clan’s　business　was　common　among　the　clans　based　in　the　Kinai

region．　They　worked　for　the　central　govemment　as　administrators，　while　ma三ntaining　their　status　as

provincial　governors　in　their　homelands．
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